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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　少年は大たい剣けんを地面に突つき立たて、荒あらい呼吸を繰くり返かえした。


　視界は霞かすんでおり、足もともおぼつかない。


　杖つえ代わりの大剣がなければ、今すぐにでも倒たおれてしまいそうだ。


「アッシュさん!?」


　少女の声が聞こえてきた。


　赤い髪かみを馬の尻しつ尾ぽのように、ひとつにまとめた女の子が心配げな表情を少年に向ける。


「だい、じょうぶだ」


　アッシュと呼ばれた少年は、なんとか声を搾しぼり出だす。


「アッシュ君、危ない!?」


　今度は悲鳴にも近い男の声。


　アッシュは反射で顔を上げ、炎ほのおが眼前に迫せまっていたことに気づく。


　正確には炎ではない。それは身体からだが炎でできている、魔ま物ものの手だった。


「〝恐テ怖ラのー手・のハ烙ン印ド〟発動ッ!!」


　女の子の声と同時に、光が満ちた。


　すると女の子の左ひだり手てが、まるで氷が溶とけるようにぐにゃりと形を変える。黒い霧きりとなった女の子の左手が、空気中で巨きよ大だいな手となり、炎の魔物に襲おそい掛かかる。


　まるでロウソクの火を握にぎりつぶすようにして、一体の魔物がこの世から消えた。


「はぁはぁ……あ、あと何体いるんですか……？」


　黒い霧を元の左手に戻もどし、右手をかばいながら女の子は樹に背中を預けた。


「わかりません。ただ、状じよう況きようはあまり好ましくないですね」


　アッシュたちのいる暗い暗い夜の森を、炎の光が明るく照らしていた。


　無数にある炎ひとつひとつが、魔物だ。


　それはまるで意思を持った炎の海のように見える。


　アッシュは肺からこみ上げてくる血液を無理矢理胃に流し込んだ。


「一気にカタをつけよう。悪いが、時間を稼かせいでくれ」


「わかったわ。任せて」


　アッシュの後ろに、銀色の髪の美しい少女が佇たたずんでいた。少女はアッシュに力強く頷うなずくと、静かに言葉をつむぐ。


「異界の門を開き、我が前に姿を現せ。其そは稲いな妻ずまを纏まとう、蒼あおき嵐らん竜りゆう」


　少女の言葉が、森に巨大な六ろく芒ぼう星せいを顕けん現げんさせた。


　六芒星が縦に割れる。


　すると、赤い布を首に巻いた青い鱗うろこのドラゴンが飛び出してきた。


　ドラゴンは大きく口を開き、稲妻を吐はき出す。


　カッと視界が白に埋うめ尽つくされ、続いて轟ごう音おん。


　炎の海の中心に打ち込まれた稲妻は、魔物たちを消しよう滅めつさせる。


　だが、圧あつ倒とう的てきに魔物の数が多い。


　ドラゴンが稲妻を吐くたび、少女の表情が苦く悶もんに歪ゆがむ。このままでは、魔物が消えるより先に少女が倒れてしまう。


　アッシュは大きく深呼吸をした。


　杖代わりにしていた大剣を、真横にして眼前に突つき出だす。


　その大剣は、とても奇き妙みようだった。


　柄つかが黒く、鞘さやが白い。


　革のベルトが柄と鞘に巻き付いており、一見して抜ばつ刀とうすることができなさそうだ。


　アッシュはゆっくりと柄を握る右手に力を込めた。


　闇やみのように黒い刀身が、数センチだけ現れ、外気に触ふれる。


　瞬しゆん間かん、黒い瘴しよう気きが森を覆おおった。


　星の明かりすら、森にはもう届かない。


　アッシュは大剣を両手で正せい眼がんに構える。


　すると、瘴気を引ひき裂さいて、巨大な剣がアッシュの頭上に現れた。


　禍まが々まがしい、紅あかい剣。


　その剣は灰色の巨大な手に握られていた。甲かつ冑ちゆうを思わせる外皮に包まれた巨大な手は、肘ひじから先だけしか現れていないが、一見して明らかに人間のものではないことがわかる。


　アッシュが、自身の大剣を地面と水平に構えた。


　その動きに呼応するように、紅い剣を持つ手もアッシュと同じ動きをした。


　横よこ薙なぎに一いつ閃せん。


　アッシュの大剣は空を切り、紅い剣は森ごと炎の海を斬きった。


　紅い剣に斬られた箇か所しよから黒い瘴気が滲しみ、炎の魔物たちはそれに喰くわれていく。


　瞬まばたきをし、次に目を開いたときには、まるで初めからなにもいなかったかのように、静かな森が広がっていた。


　一いつ瞬しゆんで無数の魔物を消し去った大剣。


　アッシュはそれを見下ろして、走馬灯のように昔のことを思い出していた。




第一章　交錯するふたり







　かつて、世界は六門世界と呼ばれていた。


　土、水、火、風、聖、魔ま。


　世界の端はしにある六つの門から、それぞれの元素エレメントが流れ込み、その調和で成り立っていた六門世界。


　だが、千年前に世界の調和は崩くずれた。


　六つの門から突とつ然ぜん強力な元素が流れ込み、あまりに強いそれらは、世界の在り方を一変させた。


　歴史と文化と人々の想い。


　それらすべてを奪うばい去り、六門世界は終しゆう焉えんを迎むかえた。


　人々は世界を崩ほう壊かいへと導いた災いを、〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟と名づけた。


　元素の嵐を生き延びた人々は、もう一度かつての世界を取とり戻すため新たな歴史を刻み始める。


　そして、いつしか世界はこう呼ばれるようになった。


　六つの門が閉じた印を描えがく世界。


　──六ろく芒ぼう世界と。







　アッシュは板張りの部屋の中であぐらをかいて座っていた。


　難しい表情で腕うでを組み、どこか落ち着かない様子でアッシュはあたりをキョロキョロと見み渡わたした。


　普ふ段だんは運動するために使われているであろう、汗あせの染み付いた部屋の中に、三十人ほどの歳とし若い男女がいる。


　ある者は寝ね転ころがり、ある者は別の誰だれかと談笑していた。


　どの人物もアッシュ同様、どこか落ち着きがない。


　数分おきに、部屋の入り口をチラチラうかがっていた。


「チッ……」


　アッシュは舌打ち一つ。


　何度確認しても誰も入ってこない部屋の入り口から視線を外した。


　その際、伸のばし放題の黒く長い髪が視界に入り、めんどくさそうに右手でかき上げた。


　長い前まえ髪がみが持ち上げられ、アッシュの顔立ちがあらわになる。


　十成五　歳人を迎えたばかりの男性にしては、アッシュは幼い顔立ちをしていた。身長も低く、体たい軀くも小こ柄がらなことがよけいにアッシュを幼く見せている。


（いやな感じだな）


　アッシュは胸中でそうぼやいた。


　部屋全体を緊きん張ちよう感かんが支配している。


（そりゃそうだよな。ここにいる全員が今日の競争相手で、明日あしたからは仲間になるかもしれないんだから……）


　アッシュは自分を落ち着けるために大きく息を吐いた。


　この場に知り合いのいないアッシュは、ひとりで部屋の隅すみにいた。


　チラリと窓の外をうかがい、太陽の位置を確認する。


　だんだん高くなっているものの、まだ日は昇りきっていない。


（もう少し、時間があるか）


　アッシュはそう思い、すくっと立ち上がった。


　談笑していた何人かがアッシュに視線を向けてくるが、すぐに興味をなくし、ふたたび会話に戻る。


　アッシュは誰の注意も引いていないことを確認した後、軽く自分の身体をまさぐっていく。


　まずは左手の手首を、右手で軽く握る。


　無機質で固い感かん触しよくがあった。


　アッシュはそのまま右回りに右手を回転させる。すると、カチリという小さな音が、アッシュにだけ聞こえてきた。


「問題なし、っと」


　満足そうにうなずき、アッシュは右手を逆に回転させる。するとまた音。


　続いてアッシュは右みぎ腕うでを服の中にいれ、左手の二にの腕を探る。


　そこには冷たい金属の感触があった。


　五本あるうちの一本を抜ぬく。


　アッシュの手には投擲用短剣スローイング・ダガーが握られていた。


　部屋に入り込んでくる太陽の光が短剣の刃やいばを怪あやしく光らせる。


「こっちも大だい丈じよう夫ぶだな」


　アッシュは短剣を戻し、別の装備も確認する。


　腰こしや太もも、さらには靴くつを確認してからチラリと足元に置いた、細身の剣けんに視線を移した。


（また座るなら、これは着けられないな）


　腰に巻くため、ベルトと一体型の鞘に収められた細身の剣は、床ゆかに座る際とても邪じや魔まだ。


　やはりアッシュ自身も緊きん張ちようしているのだろう。


　数分かかって、ようやく本日五度目の装備の確認を終えた。


　最後に壁かべに立てかけた物を見る。


　そこに、大きな剣があった。


　立ち上がったアッシュとほぼ同じ全長。


　柄が黒く、鞘が白いその大剣は旅に出るとき義理の父から渡わたされた餞せん別べつだった。


　見た目だけなら、アッシュよりもずっと重そうに見える。小柄なアッシュが持つには、大き過ぎるといってもいい。


「……」


　無言で手を伸ばし、まるで吸い込まれるように黒い柄をアッシュは握にぎった。


　しっとりとした濡ぬれた感触。


　なぜかはわからないが、手の平に汗が滲にじんでいた。


　アッシュは重そうなその大剣を、片手で軽々と持ち上げる。


　鍛きたえ上げられ、引ひき締しまった身体からだをしているが、アッシュは怪かい力りきではない。


　大剣が、恐おそろしく軽いのだ。


　羽根のようという表現がぴったりとくる。
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　不可解で奇妙な部分の多い大剣だが、中でも一ひと際きわ異い彩さいを放つ物があった。


　それは、柄と鞘に巻きつけられた奇妙な革ベルト。


　バックル型のベルトのように見えるそれは、剣が抜けないようにがっちりと固定されていた。


（なんでこんなもんがついているんだ……？）


　アッシュは試しに柄を握る右手に力を込め、グッと引っ張ってみる。


　だが、きつく巻かれたベルトはびくともしない。


「やっぱりか」


　アッシュはそう呟つぶやいて、大剣を壁に立てかけなおす。


　義父から受け取ってから一ヶ月。何度挑ちよう戦せんしてみても、結果は変わらない。


　アッシュは難しい顔になり、頭をがじがじとかきながら大きく息を吸った。


　瞬間、爆ばく発はつ音が響ひびいた。


　驚おどろいたアッシュは吸い込んだ息で思わずむせ返った。


「ゲホゲホッ！　……な、なんだ？」


　わけもわからず、あたりを見渡す。


　先ほどまで談笑していた同じ部屋の人物たちも、アッシュと似たような反応だ。


「外か？」


　立ち上がった両足に微び弱じやくな振しん動どうを感じながら、アッシュは部屋の窓に飛びついた。


　すると、まったく同じ服を着た青年ふたりが、お互たがいに距きよ離りをとりつつ杖つえを構えてにらみ合っていた。


　青年たちの着る服は、形は同じだが色が違ちがう。


　赤と青。


　まったく対照的な色の服に身を包んだふたりの間には、遠目からでもわかるほど険悪な空気が流れている。


　ふたりの間の地面は大きくめくり上げられていた。


　それはまるで爆発が起きたかのように。


（なにが起こっている？）


　窓を覗のぞき込んでいたアッシュ。


　すると、赤い服を着た青年が青い服の青年に杖を向けるのを見た。


「火炎弾丸フレイム・ブリツト！」


　瞬しゆん間かん。


　まばゆい光がアッシュの目を貫つらぬいた。


「──ぐっ!?」


　反射で目をつむり、一歩後退する。続く爆発音がアッシュの鼓こ膜まくを揺ゆさぶる。


　同様にビリビリと窓が震ふるえていた。


（なんだ!?）


　光は一いつ瞬しゆんだった。


　爆発により、外には砂さ塵じんが巻き上がっていた。


　やがて自然の風に運ばれて、砂塵が晴れていく。


　すると、青い服の青年が立っていた。


　青い服がボロボロになっていることから、爆発の中心にいたことは間ま違ちがいない。


　むき出しになった青年の両りよう腕うでや肩かたが太陽の光を反射している。まるで、光こう沢たくのある鉄のようだ。


　青い服の青年は何事もなかったかのように身体についた砂を払はらうと、赤い服の青年を睨にらみつけた。


　青年たちがなにをしているのか、アッシュにはわからなかった。


（ケンカか決けつ闘とうかわからないけど、止めたほうがいいのか？）


　そうは思うが、身体が動かない。


　あんなわけのわからない連中の渦か中ちゆうに飛び込む恐きよう怖ふもあるが、なによりあることが気にかかったためだ。


　試験官と名乗った人物から、ここを動かないよう厳命されていた。


　それを投げ出して、外に出ることがためらわれた。


　そのとき、がらりと部屋の入り口が開いた。


　白髪しらが交まじりの初老の男が入ってきて、部屋の中を見み渡わたした。


「全員そろっているな。では、さっそくだが試験の内容について……」


　男がそう言い、アッシュは思わず口を挟はさんだ。


「お、おい。外はいいのかよ？」


　チラリと窓の外をのぞくと、再び爆発音。


　アッシュはビクリと身体を震わせるが、男は涼すずしげな顔だった。


「ふん。あんなもの、ここではただの日常だ」


「なん、だって？」


「貴族同士の意地の張り合いだろう。貴族はプライドが無む駄だに高いからな。そんなものにいちいち反応していては、こちらの身が持たん。そんなのは風紀委員なり、学ア園イのア盾スなりに任せておけばいい」


　一瞬、アッシュはなにを言われたのかわからなかった。


　目の前にいる人物は、この場所の管理をしなければならないはずだ。


「見たところ、外ではしゃいでいる生徒はただの見習い魔ま法ほう使つかいだ。たいした被ひ害がいはでないだろう」


　あれでか、とアッシュは心の中で驚きよう愕がくした。


「他に質問はないな？　では、魔ガ法ル学テ園ン入園試験を始めよう」





　アッシュが入園試験の説明を受けている頃ころ。


　少女は魔法学園の北西の庭にいた。


「そこまでよ！」


　凜りんとした声が、赤い服の青年と青の服を着た青年に向けられる。


「げっ!?」「うわ!?」


　青年たちは少女の顔を見て、一様に焦あせった表情を浮うかべる。


「学園内での決闘がご法はつ度とだって、あなたたちも知ってるでしょ？」


　黄金の美しく長い髪が特とく徴ちよう的な少女だ。


　整いすぎといってもいいほどの顔立ちは、どこか人形めいた美しさがある。現在、その表情は悩なやましげに眉まゆが寄せられていた。


　少女も、青年たちと同じ形の服を着ていたが色は緑だ。


「お、お前、学ア園イのア盾スのルファか!?」


「そうよ。あんたたちを取とり締しまるために、わざわざ早起きしてきたわ。まったく、朝っぱらからいい迷めい惑わくよ」


　皮肉を含ふくんだルファの言葉に、青年たちは言い知れぬ恐怖を感じた。


　だが、青い服の青年は表情を引ひき締しめ、ルファを睨み返す。


「へ、平民のくせに我々を捕つかまえようというのか!?」


　青年の言葉を受けて、ルファは大おお仰ぎように溜ため息いきをついた。


「規則を破った人に平民も貴族もないでしょ。それに私はあんたたちを捕まえるんじゃないの。先生のところに連れて行くだけ。それなら、貴族も平民も関係ないでしょ？」


　あからさまにめんどくさそうな表情になったルファは、ゆっくりと青年たちに近づいていく。


「私は学園の盾の一員なの。学園の生徒を守るのが仕事なんだから、さっさと連行させてもらうわよ。先生にきっつい罰ばつを与あたえてもらいなさい」


　青年たちは腰を落とし、一いつ斉せいにルファに向かって杖を構える。


「お前を倒たおせば、先生にばれない」


「そうだ！　それなら捕まらない！」


　先ほどまでいがみ合っていたのが噓うそのように、その動きはまったく一いつ緒しよだった。


「……息ピッタリね。そのままコンビ組めばいいんじゃない？」


　ルファは溜息をつきながら、自身の懐ふところに手を入れて、数枚の札を取り出した。


「でも、私たちのコンビには及およばないわ」


　青年たちが口を開くより先に、ルファの言葉がつむがれる。


「呼びかけに答えよ。我、汝なんじの血族なり……」


　歌うようなルファの詠えい唱しよう。


　言葉が連なるたび、ルファからあふれる魔ま力りよくが強くなっていく。


　次第にそれは、ひとつの大きなうねりとなり、ルファの周りを渦うず巻まき始めた。


「……我が肉体に宿りて、かつての力を示せ！」


　かっとルファの目が見開かれる。


　ルファの黄金の髪かみが、紫むらさき色いろに変わった。


「しょ、召しよう喚かん術じゆつ!?」


　赤い服の青年が容姿の変わったルファに気け圧おされ、一歩後退した。


「お、おい怯ひるむなよ！　さっさと攻こう撃げきしろ！」


　青い服の青年の言葉を受けて、ようやく赤い服の青年が正気を取とり戻もどす。


「ふ、火炎弾丸フレイム・ブリツト!!」


　手短に詠唱を済ませ、ルファに向かって杖を突つき出だす。


「遅おそいッ!!　カシス、お願い！」


　ルファの手の中の札が燃え上がり、目の前の虚こ空くうに六ろく芒ぼう星せいが現れる。


　目の前で輝かがやきを放つその文もん様ようは、過去と現在をつなぐ召喚門だ。


　門の向こうから、一対の巨きよ大だいな翼つばさを持った大翼よく竜りゆうが飛び出してきた。


　大翼竜はまるでルファを守るように巨大な翼を広げ、地面に降り立つ。


　これが召喚術。


　過去の六芒世界で、最強と謳うたわれた魔法だ。


　赤い服の青年が起こした爆発は、巨大な翼竜を巻き込む。


　だが、強きよう靭じんな鱗うろこには傷一つつかず、逆に翼竜を刺し激げきしてしまったようだ。


「あわ、あわわわわ……」


　青年ふたりは言葉にならない悲鳴を上げながら、腰こしを抜ぬかした。


「カシス、落ち着いて」


　そんな青年たちの様子を満足そうに見つめて、ルファは笑顔を浮かべた。


「で、まだやる？」


　男を魅み了りようしてやまないであろう、美しいルファの笑顔も、このときばかりは言いようのない不気味さがあった。


　青年たちが力いっぱい首を左右に振るのを見て、ルファはうなずいた。


「ありがとう、カシス。ごめんね、いきなり呼び出しちゃって」


　ルファは翼竜の頭を一度撫なでる。翼竜が気持ちよさそうに目を細め、喉のどを鳴らしたのを確認すると、ルファは翼竜を送り返すため、再び六芒星の召喚門を開いた。


「ルファせんぱーい！」


　その頃になって、ようやく応おう援えんがやってきた。色とりどりの服に身を包んだ人物たちが、青年たちを取り囲んだ。


　その中に、ルファと色いろ違ちがいの黒い服を着た、長い赤髪を頭の高い位置で一つにまとめた少女がいた。少女は元気よくルファに向かって手を振っている。


　少女の姿を見て、ルファは溜息をついた。


「もう、パッフェル。遅かったじゃない」


「あう、ごめんなさい。レム先生に呼ばれてたんです」


　パッフェルと呼ばれた少女は、しゅんと肩を落とした。まるで飼い主に叱しかられた犬のようだ。


　文句を言いながらも、ルファは口元に微笑ほほえみを浮かべ、パッフェルの頭を撫でた。


「先生に呼ばれていたの？」


「はい。なんか、入園試験を手伝ってほしいって言われました」


「あぁ、なるほど。そういえば、そんな時期だったわね。入園試験かー。今年はなにをやるのかしら……」


　ルファは自身の入園試験を思い出して、顔をしかめた。


　魔法学園の入園試験は、実に個性的だ。


　それは、各魔法学科の担当官になった教師が内容を決めるからだ。


「レム先生が担当官だなんて、今年の烙らく印いん魔ま法ほう科の生徒は不幸ね……」


　学園長室半はん壊かい事件を起こしたレムという教師。竜りゆう殺ごろしや、悪あく魔ま狩がりなど数々の異名をとる人物だ。


　その破は天てん荒こうな行動からついたあだ名が〝小さな破は壊かい者しや〟。


　レムがどんな試験を考えているのか、学園を守る学ア園イのア盾スの一員であるルファは気になった。


「で、先生はどんな試験をする予定なの？」


「えっとですね。詳くわしくはあたしも知らないんです。でも、あたしはこれを全力で守れって言われました」


　パッフェルが指差したのは、自身の左腕に巻かれている赤い布だ。


「なんかですね。この布を盗とりにくる人がいたら、全力で叩たたき潰つぶせって言われています。あと、できるだけ魔法は使うなとも言われましたね……なんででしょうか？」


　パッフェルの言葉で、ルファはレムが行おうとしている試験の内容を大体理解した。


　そして、理解してしまったがため、頭を抱かかえることになる。


　数分間悩み、ルファは決意を込めた目で、パッフェルを見た。


「パッフェル、今日は私と一緒にいようね」


「ほぇ？　でもあたしはやることがありますよ？」


　パッフェルのやることとは、レムの試験を手伝うことだろう。それが問題なのだ。


「私にもやらないといけないことができたの。あなたの監かん視し」


「ほぇ？　どういうことですか？」


「……パッフェルってば、絶対やりすぎるでしょ？」


　ルファはパッフェルを半眼で睨にらみつつ、恨うらみがましい声を出した。学園の盾のメンバーなのに、危険人物リストに登録されているパッフェルだ。


　パッフェルの戦いぶりをルファはよく知っていた。


「そ、そんなことはありません！　あたしは空気が読める子ですよ？」


「空気が読める子は、降参している相手にトドメはささないわよ！」


　思わず大声を出し、ルファは恥はずかしくなった。貴族の青年たちを捕ほ縛ばくしていた人たちが、何事かと振ふり返かえる。


「いやー、だって降参とか安心できないですよ？　さくっと気絶させたほうが、あたしも相手も安心です！」


　パッフェルの論理にルファは頭を痛めた。


「やっぱりついていくわ。心配すぎるもの……」


「い!?　い、い、いいですー！」


　よほどルファがついてくるのが嫌いやなのか、パッフェルの言動が怪あやしくなる。


　その表情は「ルファがいれば、思いっきり戦えない」と言いたげに引きつっていた。


「せ、先せん輩ぱいはお仕事がんばってください！　それじゃあ、あたしはこれで！　ではではー!!」


「ちょっと、パッフェル！」


　ルファの静止も聞かず、パッフェルが学園の学まなび舎やに向かって脱だつ兎とのごとく駆かけ出した。


「あぁもう！　あの子は!?」


　急いで追いかけようとしたところで、ルファは背後から声をかけられた。


　背後にいたのは、学園の盾のメンバーたちだ。捕まえた貴族のふたりを指差しながら、メンバーは言う。


「すみません。捕縛した彼らの処置なのですが──」


「うぐ、そうだったわね……」


　自分が現場責任者だったことを思い出し、ルファは言葉に詰つまった。


　すると、貴族の青年たちがふたりして大声を上げる。


「捕まえるんじゃないって言っていたじゃないか！　どこが先生のところに連れて行くだけ、だよ！」


「そうだそうだ！　これは不当な拘こう束そくだ！　ボクたちは貴族だぞ！　今すぐ縄なわを解け！」


　青年たちの言葉にルファの頭痛が増した。


　溜息をつき、こめかみを押さえ、天を仰あおぐ。


　真まっ青さおで雲ひとつない美しい空。


　ルファは照りつける柔やわらかな朝の日差しすら、自分を追い立てているような気がしていた。





　魔ガ法ル学テ園ン。魔ま法ほう帝てい国こくアルデ＝バランに本ほん拠きよ地ちをおく、魔法研究組織だ。


　世界各地から魔法を勉強する学生たちが集う場所であり、バランが魔法帝国といわれる理由の一いつ端たんをになっている。


　若く優ゆう秀しゆうな魔ま法ほう使つかいを多く輩はい出しゆつしており、実力の高さでも有名な場所だ。


　アッシュは十人の男たちと一緒に、板張りの部屋の中にいた。


　魔法学園の入園試験は、七つある魔法学科ごとに行われるようだ。


　紫色のローブの男は、烙印魔法科の試験を受ける人物をさきほどの板張りの部屋に残した。


　つまりここにいる人物はすべてアッシュのライバルだ。


　そう考えると、先ほどまで感じていた緊きん張ちようが一層増す。


「なぁ、お前」


　突然話しかけられ、アッシュはビクリと身体からだを震わせた。


　振り返ると、後ろに屈くつ強きような体格の男が立っていた。男の頰ほおに奇き妙みような文様があった。二本の縦線に、斜ななめの橋がかかっているような文様だ。


　身長はアッシュよりも大きい。ふたり並べば親子に間ま違ちがわれそうなほどの差がある。


「……なんだ？」


　男を見上げる形になり、アッシュの声が低くなる。自身の身長の低さを改めて実感するのは、あまりよい気分ではない。


　そんなアッシュの様子に気づかないまま、男は好こう奇き心しんに満ちた目を向けた。


「オレはベルモンド。お前に聞きたいことがあってな」


「……アッシュだ」


「じゃあアッシュ。お前なんで、そんなもん持ってんの？」


　ベルモンドの指はアッシュの背中にある大たい剣けんに向けられていた。


　アッシュの身長ほどもある大剣。それを背負っているせいで座ることすらできないアッシュは、説明するのもめんどくさそうに頭を搔かいた。


「義と父うさんからの餞せん別べつだから」


　ベルモンドはアッシュの言葉が理解できないようで、目を白黒させていた。


「なんで魔ガ法ル学テ園ンに入園するのに剣を渡わたすんだ？」


　今度はアッシュが目を白黒させる番だ。


　ベルモンドの言い方は、アッシュが身みの丈たけに合っていない武器を渡されたことを指していない。


　純じゆん粋すいに武器を渡されることに疑問を感じている顔だ。


「お前の親、ちゃんと魔法を知っているのか？」


　ベルモンドに問われ、アッシュは一いつ瞬しゆん口をつぐんだ。自分を育ててくれた義父をバカにされている気がして、いい気分ではない。


　だがアッシュ自身、魔法の知識がなかった。


「そんなに、変なのかよ」


「そりゃ変だぜ。他の魔法使いならわからなくもないが、お前も烙らく印いん魔ま導どう師しだろ？　ありえねぇって」


　言われてから、ようやくアッシュは他の人物たちの出いで立ちを眺ながめた。


　この部屋にいるどの人物も、よく鍛きたえられた美しい身体をしている。だが、武器らしい武器を所持している者は、アッシュをのぞいて皆かい無むだった。


　疑問に思ったアッシュは、ベルモンドに理由を問おうとする。


　すると、新たな人物が現れ話が中断させられた。


「遅おくれてすまなかったな」


　少女特有の高い声が部屋の中に響ひびきわたる。


　アッシュは開いた口をいったん閉じ、少女に目線を向けた。


　両手を組み、堂々と立つ少女の後ろには、多くの人物がいた。


「貴族組の方で手間取ってしまった。……すこし時間が押しているな」


　少女の言葉に、アッシュは納得した。少女の後ろにいる人物たちの大半は、線の細い美男子や美少女が大勢だ。戦うことなど、まるで知らない貴族特有の雰ふん囲い気きがある。


　アッシュのような一いつ般ぱん市民たちと貴族たちは、同じく魔法学園の入園試験を受けにきながら、宿しゆく泊はく場所は違ちがっていたようだ。


「わたしは、レム。魔法学園の烙印魔法科の教師をつとめている」


　貴族たちも少女、レムの身分を知らなかったのか、その場にいる全員が驚おどろいた声を出した。


　レムはようやく年ねん齢れいが二桁けたにさしかかったぐらいの少女に見える。


　確かに、黒いマントを着こなし、物もの怖おじせず堂々と立つ姿には威い厳げんを感じる。だが、とても見た目で魔法学園の教師であるとは判断できない。


「みなの戸と惑まどいは理解できる。しかし、人を──ましてや魔法使いを見た目で判断するな。最初にそれだけは教えておこう」


　ざわめく受験者にレムはうなずきを一つ。


「さて、ここから先は貴族も市民も関係ない。わたしが試験官である以上、等しく同じ試験を受けてもらう」


　貴族たちがざわめいた。


「待ってよ！　なんでこのボクが、平民と同じ試験を受けないといけないんだよ！」


　レムの言葉に、貴族の男が大声を上げた。


「ボクは侯こう爵しやく家の一人息子なんだ。本来なら、入園してあげる立場の人間なんだよ。それなのに、こんな扱あつかいをするなんて……侮ぶ辱じよくにもほどがあるよ！」


　アッシュはむっとした。


　ここにレムという試験官がいなければ、文句の一つも言っていただろう。


　男は、アッシュと同じぐらいの年齢に見える。さらさらとした金きん髪ぱつと、繊せん細さいそうな線の細さはいかにも貴族、といった風情だ。


　レムは男の言葉に耳を傾かたむけ、口を開いた。


「では、今すぐお帰りいただこうかクラフト殿どの。試験を受ける前に学園を去る。そうなれば、あなたのお父上もさぞお嘆なげきになられるでしょう」


　淡たん々たんと告げるレムの口調は、実に丁てい寧ねいだ。


　貴族の男、クラフトはそのレムの口調の中に、言葉にできない圧力を感じた。ぐっと押おし黙だまり、レムを睨にらみつける。


　そんなクラフトの視線を涼すずしげに流し、レムはその場にいる人物を見み渡わたした。


「話がそれてしまったな。さて、試験内容についてだが……」


　レムはアッシュに目を止めた。


「……ふむ」


　ゆっくりと値ね踏ぶみをするように、アッシュの頭の先からつま先まで順番に見下ろしていく。


「な、なんだよ」


　不ぶ躾しつけな目線を送られ、アッシュは居い心地ごこちの悪さを感じた。


「いや、おもしろそうな奴やつが現れたと思ってな」


　無表情ながらも、どこか楽しそうなレムの声色。


「また脱だつ線せんしてしまった。すまない。今度こそ試験内容についてだ……まずはこの絵を見てもらおう」


　レムは四角く折おり畳たたまれていた紙を取り出し、全員に向かって広げてみせる。


　そこに、髪かみを馬の尻しつ尾ぽのように一つにまとめた女の子の似顔絵が描えがかれていた。


「この顔をよく覚えておけ。おまえたちには、これからこの似顔絵の人物、パッフェルというのだが、こいつを追いかけてもらう」


　黙ってレムの話を聞いていた受験者たちが、ざわざわと騒さわがしくなる。


「このパッフェルの左ひだり腕うでに赤い布が巻かれているはずだ。その布を外すことができれば合格だ。ちなみに布は一枚だけだからな。早い者勝ちというわけだ」


「合格者はひとりってことか？」


　ベルモンドがレムに質問する。自身の腕うでによほど自信があるのか、口元はいやらしくゆがめられている。まるで、「他の奴らがかわいそうだろ」とでも言いたげだ。


　レムは一度ベルモンドの顔を見て、目を細めた。正確には、ベルモンドの頰に刻まれた奇妙な文様を見てだ。


「さてな。わたしの気分しだいだ」


「じゃあ、もう一つ。その女をぶっ倒たおして手に入れるのもアリなんだよな？」


「もちろんだ。どのような手段を用いてもかまわんし、パッフェルを殺してしまってもかまわん。ここは魔ガ法ル学テ園ンだ。死者の蘇そ生せいぐらい造作もない」


「それは結構なことで」


　ベルモンドが楽しげに笑う。その笑顔は、獰どう猛もうな獅し子しを連想させた。


「……」


　レムに反論していたクラフトだが、ベルモンドの言葉を受けて顔色を悪くしていた。


　なよなよとしたクラフトの外見から、あまり荒あら事ごとに慣れていないのだろうとアッシュは思った。


　レムは他に質問はないのかとばかりに、ひとりひとりの顔を見ていく。


　全員が沈ちん黙もくしたのを確認すると、レムはうなずきを一つ。


「では、烙らく印いん魔ま法ほう科の入園試験を始める。パッフェルには学園から出ないように厳命してあるし、期限は……そうだな。本日の夕方としよう」


　レムの開始の合図を受けて、アッシュ以外の人物が我先にと部屋の中から出て行く。


　まるで砂糖菓が子しに群がる蟻ありのように、出口に集中した。


　アッシュは呆あつ気けにとられて、とっさにその場から動くことができなかった。


「おまえは急がなくていいのか？」


　レムにそう声をかけられ、アッシュはようやく正気に返る。


　部屋の中にはアッシュとレムしかおらず、すっかり出で遅おくれてしまったようだ。


　アッシュは舌打ちをして、頭を搔いた。


　そして、今いま更さら急いでもあまり変わらないと思い、気になっていたことをレムに問う。


「その女……パッフェルだったか？　よくそんな役了りよう承しようしたな」


「ふむ。そうだな。あいつはわたしの生徒の中でも、特別変わりダネでな。喜んで引き受けてくれたぞ」


　アッシュは一瞬そのまま流しそうになったレムの言葉の中に、不ふ穏おん当とうなものがあることに気づいた。


「ちょ、ちょっと待て！　その女って、あんたの生徒なのかよ!?」


「そうだが？」


「お、おい、いいのかよ。先生が生徒を危険にさらすなんて」


「あぁ、なんら問題ない。魔ま法ほうの指導は危険なものだからな。少しばかり力の使い方を間違えれば、死に直結する。それが魔法だ」


　腕を組み、堂々と言い放つレム。まるで、アッシュの方が間違っていると言いたげだ。


「それに、わたしはパッフェルが危険だとは思っていない。あいつはなかなか優ゆう秀しゆうだからな。見たところ、勝負になりそうなのは頰に烙らく印いんのあった、あの男」


　ベルモンドのことか、とアッシュは胸中で確認した。


　自分の腕に自信を持つだけのことはあるようだ。


「それと、おまえだな」


　レムはアッシュをまっすぐ見つめて言った。


「腰こしと背中の剣けんだけじゃ、まだパッフェルのほうが優勢だがな。まぁ、意表をつければいくらでも勝算がある」


　レムの視線はアッシュの左手首と腰、そして、足へと移る。


　自身の装備を見み透すかされていることに、アッシュは身み震ぶるいをした。


（な、なんでわかんだこの女！）


　ゾクリとした緊きん張ちよう感かんが背筋を駆かける。やはり、魔法学園の教師を務つとめる人物。ただの人間ではない。


「だが、それも所しよ詮せん偽ぎ造ぞうだろう？　わたしが視る限り、おまえの真価はそんなものじゃないはずだ。ククッ、最初はつまらん仕事だと思っていたが……なかなか心躍おどるものがある」


「な、なに言ってんだ？」


　アッシュは笑うレムに戸惑った表情を返した。レムの言葉がまったく理解できない。


　そんなアッシュの様子を、レムは怪け訝げんそうに眺め、口を開いた。


「ふん。隠かくしているのか、隠されているのかは知らんが……まぁ、いい。さて、そろそろ向かったほうがいいぞ。でないと、先を越こされるかもしれん」


「チッ」


　他の受験者からだいぶ遅れてしまった。


　これからどうしたものかと考えながら、アッシュは部屋の外に出る。





　アッシュがレムと話し込んでいたそのとき。


「あぁもぅ！　どこにいったのよ!?」


　魔法学園の学び舎の一階で、ルファは叫さけんだ。


　誰だれもいない学び舎にルファの声は反はん響きようした。


　現場指揮を別の者に任せ、すぐにパッフェルの後を追ったが遅おそかった。


　十分ほど走り続け、ルファは体力のなさを自覚しながら、深呼吸と溜ため息いきを同時に行う。


　これからどうやってパッフェルを探すかを思考していたとき、ルファの目に知った顔が飛び込んできた。


「ライルさん！　ちょうどいいところに！」


　廊ろう下かの先から、ずいぶん目立つ青年が大きな荷物を持って歩いてきていた。


　ライルと呼ばれた青年は、ルファと色いろ違ちがいの白い服をきており、真っ白な樫かしの杖つえを持ち、艶つやのある銀色の髪をしていた。遠目からでも、間ま違ちがえることはない。


「おはよう、ルファさん。ずいぶん焦あせっているようだが……？」


　無表情なライルはルファにあいさつをしながら、一いつ旦たん肩かたに下げた荷物を下ろす。


　ルファの視線は自然とライルの荷物に吸い寄せられた。


「あれ？　ライルさんの試験の出発って、今日でしたっけ？　もう少し先じゃないですか？」


「あぁ、これか。いや、試験場が実家の近くなんでな。ちょうどいい機会だから、実家に顔を出そうと思って早めに出ている」


　ライルの「伝えたはずだがな」とでも言いたげな表情に、ルファは苦笑を返した。


「ワタシは見ての通り、しばらく学園を空ける。一ヶ月ほどになるだろう。その間の学ア園イのア盾スの指揮、よろしく頼たのむ。わかっていると思うが、学園の盾は微び妙みような立ち位置の組織だ。黙もく認にんこそされてはいるが、所しよ詮せん我らは同好会と同レベルの組織だ。信用を失えば即そく解散させられる」


「うぐっ、が、がんばります……」


「学園内のいざこざ程度なら、パッフェルをうまく使えば問題なく解決できる。あいつの力はここでも群を抜ぬいているからな。まぁ、使いにくいのが難点ではあるが……」


「っと、そうです！　そのパッフェルを見ませんでしたか？」


　突とつ然ぜん大声を出したルファに、ライルは目を白黒させた。


「パッフェルか？　あいつなら、先ほど焦った様子で上に行ったが……なにかあったのか？」


「えぇっと、一つの問題を解決したら、新たな問題が生まれたというか……」


　微妙な表情をライルに返しながら、ルファが言う。


　ライルはしばらく黙もつ考こうした。


「ワタシもついて行ったほうがいいかね？」


「いえ！　大だい丈じよう夫ぶです！　私が何とかします！　では、急いでいるので」


　ルファは挨あい拶さつもそこそこにライルと別れ、パッフェルを追いかけた。


　ルファがパッフェルに追いついたとき、魔法学園の学び舎の三階の廊下はまるでガラの悪い酒場のようになっていた。


　人だかりができており、その向こうからパッフェルの声が聞こえてくる。


　何人かの人物がすでにパッフェルに打うち倒たおされたようで、地面に転がっていた。


　ルファは溜息をついた。


（とりあえず、試験なんだから中止にはできないわね。なら、パッフェルがやり過ぎないようにしないと）


　そう考えながら、ルファは気絶した人たちに近づいていく。





「やぁぁぁぁっ!!」


　ドガッという肉を撃うつ音が、学び舎に響ひびき渡わたった。


　パッフェルの拳こぶしが、受験者の一人の腹部にめり込んだ音だ。


　自分よりも大おお柄がらな、しかも男を一いち撃げきで昏こん倒とうさせたパッフェルは爛らん々らんと目を輝かがやかせながら、他の受験者を振ふり返かえった。


「次は誰ですか？」


　まるで次の玩具おもちやをねだる子供のように、わくわくしているパッフェルに受験者たちはたじろいだ。


「えぇっと……よかったよかった。ただ気絶しているだけね」


　ルファは五人目の昏倒者をずりずりと引きずり、廊下の端はじに寄せた。


　そして、瞳どう孔こうの開き具合や怪け我がを診みる。


　幸いにして、どの人物もただ気絶しているだけだった。


（根性なしばかりで、こっちは助かるわね）


　そう考えて、ルファは溜息をついた。


　パッフェルは手加減ができず、常に全力で向かってくる敵を排はい除じよする。


　そのため、パッフェルと戦う相手は無事ではすまない。


　ルファの目の前で、六人目の犠ぎ牲せい者しやが地面に倒たおれこんだ。


「もぅ、あと何人いるのよ……」


「オレで最後だぜ」


　ルファが顔を上げると、頰ほおに刺青いれずみに似た文様がある男、ベルモンドがいた。


　ベルモンドは、次にパッフェルへと挑ちよう戦せんしようとしていた大柄の青年の首根っこを片手で摑つかみ、無造作に放り投げた。


　放り投げられた青年は、がしゃんと壁かべにぶつかってそのまま意識を失う。


　ルファは溜息をつきながら、気絶した青年の下に急いだ。


「おぉぉ！　烙らく印いん魔ま導どう師しの人ですね！」


　ベルモンドの頰の文様を見て、パッフェルが目を輝かせた。


　烙らく印いん魔ま法ほう。身体からだに魔ま力りよくのこもった特とく殊しゆな染料を、刺青のように流し込むことによって使える魔法だ。刻まれた文様はその形により、様々な効果を発揮する。この文様は烙印と呼ばれている。


　すでに烙印魔法を使えるベルモンドは、他の受験者と一線を画する。


　その自負があるのか、ベルモンドは挑ちよう発はつするようにパッフェルを見ていた。


「そういうことだ。ねーちゃんよ。お前も烙印魔法を勉強しているんなら、オレの頰の烙印の意味はわかんだろ？」


　ベルモンドの言葉に、問われたパッフェルではなく他の受験者が騒さわぎ始めた。


「あ、あれは〝毒雲の烙印クラウド・キル〟」


「なんだって!?　なんでそんな危ない烙らく印いんを刻んでいるんだ!!」


　ざわざわと受験者たちが矢継ぎ早に言葉を発し、騒がしくなる。


「まさか！　いや……でも間違いない。こいつ、血染めのベルモンドだ！」


「噓うそだろ!?　血染めのベルモンドっていったら、仲間殺しの傭よう兵へいじゃないか!?」


「なんだって魔法学園に!!」


　ここにきて、受験者たちの声は最高潮に達した。


　受験者の中には、恐きよう怖ふに駆られ我先にとこの場から逃にげ出す者も現れる。


「オレも有名になったもんだ……」


　一いつ瞬しゆんだけ眉まゆを寄せ、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情になってベルモンドは呟つぶやいた。


「うーん。その烙印が起動したらちょっとやばいかもですね」


　パッフェルは眉み間けんにシワを寄せて、考えるような仕草をする。


「怪我したくなかったら腕うでの布をよこしな。オレは五年も傭兵をしてきたんだぜ。潜くぐってきた修しゆ羅ら場ばの数が違ちがうんだよ」


　脅おどしを含ふくませ、ニヤリといやらしく口元を歪ゆがめてベルモンドが一歩パッフェルに近づいた。


「でも、発動できなきゃ意味がないですよね？」


　そんなベルモンドの様子をまったく意に介かいさず、パッフェルは悪戯いたずらをする前の子供のような、意地悪な笑みを浮かべた。


「あん？」


　ベルモンドが聞き返すより早く、パッフェルはぐっと腰を落とした。


「御ご託たくとかどうでもいいんで、さっさとかかってきてください」


　右手を突つき出だし、パッフェルは手招きをした。


　ベルモンドの顔から表情が消える。


　そして、ベルモンドは大きく一歩踏ふみ出し、右手を振りかぶった。


「ぬぅん!!」


　ベルモンドの拳が放たれる。


　風を纏まとっていると錯さつ覚かくしてしまうほど、重く速い一撃だ。


「よっと」


　パッフェルは左にステップし、拳の軌き道どうから身を逃がす。


　ドガリッと先ほどまでパッフェルがいた場所の壁に、ベルモンドの拳がめり込んだ。


　その場にいた誰しもがぞっとした。


「よいしょ、ほいっと、こらしょ」


　次々と放たれるベルモンドの拳を、パッフェルは足裁きだけで避さけきる。


　その動きには余よ裕ゆうが見えるが、攻こう撃げきに転じていない。ルファはハラハラしながら、パッフェルのことの成り行きを眺ながめていた。


「このアマ。ちょこまかと!!」


　段々焦じれてきたのだろう。ベルモンドの表情に焦あせりが浮うかんだ。


　空を切る自身の拳に嫌いや気けがさしたのか、どんどん大おお振ぶりで単調な攻撃になってくる。


　その隙すきを、パッフェルは逃のがさない。


「そこです！」


　放たれた右拳をかいくぐり、懐ふところへと飛び込んだパッフェル。


　そのまま、自身の右みぎ膝ひざをベルモンドの腹部へと叩たたき込む。


「ぐがぁ!?」


　ベルモンドの口から、悲鳴と共に唾だ液えきが飛んだ。


「まだまだぁ!!」


　怒ど濤とうのラッシュがベルモンドの腹部に集中する。瞬まばたきの間に五発以上の拳や膝が、ベルモンドを襲おそう。


「ラスト！　〝死点の烙印デツド・ホール〟発動！」


　パッフェルの右みぎ腕うでが光を放った。右拳に刻まれた、矢印にも似た烙印がパッフェルの魔力を吸い、発動したのだ。


「魔ま法ほう使つかい相手なら、魔法を使ってもいいですよね!!」


　誰だれに告げるでもなく、大声で叫さけんだパッフェルは輝く烙印ごと、的確にベルモンドの顎あごを狙ねらって、下から一気に拳を突き上げた。


　ベルモンドの身体がのけぞり、一瞬だけ宙に浮く。


　どうっとベルモンドの身体が仰あお向むけに倒れた。


「ざけやがって」


　焦しよう点てんの定まらない目で虚こ空くうを見上げ、ベルモンドが低い声を出した。まるで、地の底から響いてくるような恐おそろしい声に、受験者たちは身を震ふるわせる。


　ゆらりと、ベルモンドが立ち上がる。顎を打たれ、両足に力が入らないのか、その身体はふらふらと危なっかしい。まるで幽ゆう鬼きのようだ。


「〝毒雲の烙印クラウド・キル〟かいほ──」


「やめておいたほうがいいですよ」


　パッフェルの表情から、笑顔が消える。


「あなたも烙印魔導師なら、その烙印の意味を知っているはずです」


　ベルモンドは自身の顎に刻まれた烙印の名を思い出し、動きを止めた。


　死点の烙印。


　刻まれた者の身体を狂くるわせ、特定の属性に反応して体が崩ほう壊かいする呪のろいを与あたえる烙印だ。


「あたしだけじゃなくて、あなたも死にますよ？　それに、傭兵生活ならあたしもやってました。たった五年で威い張ばらないでください！」


　ベルモンドは悔くやしそうな表情を浮うかべ、無言で床ゆかを叩たたく。


　パッフェルは戦意を失ったベルモンドにとどめをさそうと一歩踏ふみ出した。


　だが、半眼でルファに睨にらまれ、思い止まる。


　受験者たちはパッフェルを恐おそれた。


　これで七人。


　パッフェルの左ひだり腕うでに巻かれた赤い布はいまだ健在だった。


　ベルモンドという烙印魔法を使える人物ですらパッフェルに一撃も加えられなかったのだ。


「次の人は誰ですか？」


　パッフェルは再び笑顔を浮かべ、受験者たちを見み渡わたした。


「ぼ、ボクは公こう爵しやく家の一人息子なんだ。平民ごときに、後れを取るわけにはいかない……」


　すると、ぶつぶつと独り言を呟くクラフトが、キッとパッフェルを睨にらみつけた。


　ギュッと震える手で拳を握にぎり、腰こしが引けたまま走り出す。


「うわぁぁぁぁぁ!!」


　クラフトは雄お叫たけびと共に、素人しろうと丸出しの動作でパッフェルへ殴なぐりかかった。


　ドガッとクラフトの手が届くより先に、パッフェルの拳がその顔面にめり込んだ。


　もんどりうって吹ふき飛とばされ、クラフトは壁に叩きつけられる。


　気を失ったクラフトを、他の受験者、特に平民の人たちは「ざまあみろ」と言いたげに見た。


「あれ？　他の人は戦わないんですか？」


　クラフトを殴った恰かつ好こうのまま、パッフェルは受験者たちを見渡した。


　受験者たちはパッフェルから気まずそうに目をそらす。


「えー、そんなの、つまんないですよ」


　不満げな様子で、パッフェルは口をとがらせる。


　新たな敵を求めて、キョロキョロと視線を動かした。


　そのとき、ふと見た窓の外に人ひと影かげ。


「おぉぉぉぉぉ!!」


　パッフェルは目を輝かがやかせて、窓に張り付く。


　パッフェルの目に、巨きよ大だいな剣けんを背負ったアッシュが、めんどくさそうに歩いている様子が映ったからだ。


「あのあの、あの大きな剣を持っている人って、受験の人ですか？」


　アッシュを指さし、パッフェルが大声を出した。


　すると、受験者のひとりがうなずく。


「あ、あぁ、そういえば、さっきの説明のときにいたな。あんな大きな剣を持っているやつ、ふたりもいないだろうし」


「ほんとうですか!?　ルファ先せん輩ぱい！　あたし、ちょっと行ってきます！」


「へ？」


　ベルモンドの介かい抱ほうをしていたルファは、わけもわからず間ま抜ぬけな声を上げた。
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　パッフェルはルファの返事も待たず、窓を開け放ち、窓まど枠わくに足をかける。


「よいしょー！」


　かけ声とともに外に飛び出すパッフェルの姿に。


「待ちなさい！　ここ三階よ!!」


　ルファは思わず絶ぜつ叫きようした。





「そこのひとぉぉぉ！」


　頭上から女の叫さけび声ごえが聞こえてきて、アッシュは上を向いた。


「なんだ……って、は？」


　目の前に広がる巨大な魔法学園の学び舎。その三階の窓から、突とつ然ぜん人が飛び出してきた。


　その人影は、落下中に庭に生えている木の枝をつかんで、くるりと一回転して落下の勢いを殺すと、そのまま地面へと降り立った。


「猿さる？」


　思わず、アッシュの口から素直な感想が漏もれた。


「猿じゃありません！　パッフェルです！」


　行動はまさに猿そのものであったが、パッフェルはアッシュの感想に不満を持った。口を尖とがらせ、半眼でアッシュを睨みつける。


「パッフェル……って、あんたがそうか」


　アッシュはパッフェルの左腕に巻かれた赤い布を見た。


　でたらめなヤツだと胸中でパッフェルを賞賛する。建物の三階から飛び降りるなんて、並みの身体能力ではない。


　だからこそ、レムの言葉に納得した。


（腰と背中の剣だけじゃパッフェルの方が優勢……確かに手を抜ぬける相手じゃなさそうだな）


　アッシュは冷静にパッフェルを測ろうとする。


　実力のほどはわからない。だが、今見せ付けられた身しん体たい能力だけでも、十分な脅きよう威いだ。


　それに相手は魔法学園の烙らく印いん魔ま法ほう科の生徒である。


　まさか烙印魔法を使えないということはないだろう。


（っていっても、烙印魔法を知らない俺じゃ意味ないか）


　思わず舌打ちしそうになり、アッシュは平静を装う。


　パッフェルはそんなアッシュの様子に気づかず、腰と背中にある剣を見て表情を輝かせた。


「あなたは剣を使うんですね！　それも、背中の剣とか持っているだけで訓練になりそうです！」


「……」


　アッシュは無言。


　相手が勝手に勘かん違ちがいしてくれているのだ。バカ正直に使えない武器と知らせる理由はない。


「とにかく、烙印魔法科の受験者の人で間ま違ちがいないんですよね？」


　パッフェルの問いに、アッシュは数週間前の義父の言葉を思い出した。


『アッシュ。魔法学園に入園しろ。そうすれば、おまえは復ふく讐しゆうの力を手に入れられる』


　義父は一ヶ月前、アッシュに大剣を渡わたしながら、そう言った。


　アッシュは両目に強い意志を浮かべて、パッフェルにうなずきを返す。


「そうだ」


　アッシュの返事を受けて、パッフェルは手を叩き飛び跳はねた。


　体全体で喜びを表現するパッフェルの様子にアッシュは面食らう。そもそもアッシュは、人付き合いが得意ではない。アッシュがまともに話ができる相手は、血のつながらない義父と義姉だけだ。


「パッフェル、とかいったな。俺と戦ってくれ」


「はい！　もちろんです！」


　打てば響ひびくようなパッフェルの返事。


　きっと、このパッフェルという少女は、戦うことが好きなのだろう。アッシュはそう考えた。


　アッシュの心臓が少しだけ早く脈打った。


（義父さん以外と手合わせするのは、初めてだな）


　右手で腰の剣の柄つかを摑つかみ、ゆっくりと引ひき抜ぬく。すらりと、金属が擦こすれる音が響き渡る。


　相手の実力は未知。しかも、見たところ相手は武器を持っておらず、無手。


　アッシュも内から湧わき上がる高こう揚よう感かんを抑おさえることができない。


「全力で戦おう」


　アッシュは剣を構えながら、口元をほころばせ。


「はい！」


　パッフェルが元気な声で、満面の笑みを返した。





　アッシュとパッフェルの間に、張はり詰つめた緊きん張ちよう感かんが漂ただよっていた。


　すり足でわずかに前進し、じゃりっとむき出しになった地面の土が音を立てる。


　アッシュが間合いを詰めたことで、パッフェルはわずかに腰を落とし、突つき出だした左拳こぶしをギュッと握りなおす。


　じりじりとお互たがいの間合いを計りながら、ふたりは徐じよ々じよに近づきつつあった。


（パッフェルが素手なら、剣の分俺が優勢だが……）


　小こ柄がらなアッシュとパッフェルは、身長や体格がよく似ていた。


　そのため剣の分だけアッシュは相手の攻こう撃げきが届かない位置から、斬ざん撃げきを加えられる。


　これがどれほど有利であるか、戦いを経験した者ならいやというほど理解できるだろう。


（油断するなよ、俺。義父さんの言葉を思い出せ）


　アッシュは緩ゆるみそうになる自身の心を叱しつ咤たする。


『自分が有利なときほど気を引ひき締しめろ。一いつ瞬しゆんの油断が死を招く』


　目を細め、アッシュは油断なくパッフェルを眺ながめた。


　腰を落としたパッフェルは、いつでも駆かけ出せる体勢に見える。


　ふと、パッフェルが息を大きく吸い込む。


　注意して見ていなければ感じることができないほど、静かな深呼吸だ。


『人は全力で運動するとき呼吸を止める』


　義父の言葉を思い出し、アッシュは神経を研とぎ澄すませる。


「はっ──」


　パッフェルの口から息が漏れた。


（くる!?）


　アッシュはパッフェルの攻撃に備え、両手に力を入れた。


　次の瞬しゆん間かん、ダンッと地面を踏ふみ抜ぬく音が聞こえてきて、パッフェルが視界から消える。


「なっ!?」


　一瞬なにが起こったのか、アッシュは理解できなかった。


　消えたと思ったパッフェルが、刹せつ那なの間に目の前に現れたからだ。


　パッフェルは右手を思いっきり振ふりかぶり、アッシュに向かって突き出した。


「チッ！」


　アッシュは瞬しゆん時じにパッフェルの拳を受け止めることを断念する。


　体勢が崩くずれるのもいとわず、全力で避さける。


　パッフェルの拳が空を切った。


　アッシュが驚おどろいたように、パッフェルの表情が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。


　その一瞬の迷いが、アッシュを助けた。


　一度後ろに後退し、アッシュは体勢を整える。


　この間、時間にして数秒。


　まるで全力疾しつ走そうした後のように、アッシュの身体から汗あせが噴ふき出た。


「す、すごいです！」


　興奮を隠かくせない様子で、パッフェルが大声を上げた。


「剣の人はとっても強いんですね！　避けられたのは初めてです！」


「剣の人って……俺はアッシュだ」


「アッシュさんですか？　なら、アッシュさんはとっても強いです！」


　アッシュは反応に困った。


　動どう揺ようを誘さそう作戦かとひねくれた考えが浮うかんだが、パッフェルは心からアッシュを賞賛しているようだ。


　照れくさい気持ちがこみ上げ、戦いのさなかであることを忘れそうになる。


「チッ」


　舌打ちをして、無理やり気持ちを戦いに戻もどす。


　アッシュはパッフェルに悟さとられぬよう、深呼吸をした。


　五メートルの距きよ離りを一瞬でゼロにし、奇き襲しゆうを仕し掛かけてくるパッフェル。守りに入れば、打うち倒たおされるのが目に見えていた。


　アッシュは右手で剣けんを持ったまま左手の手首を摑む。


　カチリという音が、アッシュの耳にだけ届いた。


（長引けば俺が不利か）


　全身にかいた汗が、急速にアッシュの身体を冷やしていく。熱が冷めてしまえば、身体の動きが鈍にぶくなってしまう。


（なら、次で決める！）


　アッシュは細身の剣を両手で握にぎり直し、パッフェルの元に駆けた。


「フッ──」


　息を吐はき出しながら横に剣を払はらう。


「おっと」


　パッフェルが後ろに下がり、剣の軌き道どうから逃のがれた。


「逃にがすか！」


　アッシュは剣を切り返しながら大きく一歩踏み込む。


「むむ!?」


　追おい討うちを避けるため、パッフェルはさらに大きく後ろに飛んだ。アッシュが剣である以上、素手のパッフェルは避けるしかない。


　パッフェルの両足が地面から浮いているほんの数秒の間に、アッシュは動いた。


　剣を左手に持ち替かえつつ、パッフェルに向かって左ひだり腕うでを突き出す。


　ふたりの距離は奇くしくも、対たい峙じしたときと同じ距離。


（空中なら、どれだけ速く動けたって意味ないだろ!!）


　アッシュは右手で左手の袖そでを捲まくり上げた。


　ガシャンとバネ仕掛けが動き、小さな弩クロスボウが開かれる。


「──ッ!?」


　パッフェルは一瞬、時が止まったかのように感じた。そして、飛来する矢を避けられないと悟り、とっさに叫さけぶ。


「〝恐テ怖ラのー手・のハ烙ン印ド〟」


　パッフェルの左手に、烙印が現れる。一見旗のようにも見える奇き妙みような烙印だ。


　その烙印は、パッフェルの言葉を受けて、輝かがやきを放つ。


　アッシュは冷静にパッフェルの足を狙ねらって弩の引き金を引く。指先一つで射出できるよう、特別に改造された弩だ。


　パッフェルは焦あせり気味に魔ま法ほうの詠えい唱しようを完成させる。


「発動──!?」


　瞬間。パッフェルの左手がぐにゃりと形を変えた。


　腕うで全体が漆しつ黒こくの影かげとなり、空気に溶とける。


　パッフェルへと一直線に飛んでいった矢が、突とつ然ぜん空中で静止する。


　突然パッフェルの眼前に現れた漆黒の手が、矢を受け止めたのだ。


　明らかに異常。人間の身体からだでできる芸当ではない。


（だったら!?）


　漆黒の手は、徐々に大きさを増しつつ、恐おそろしい勢いでアッシュに迫せまってくる。


　アッシュは背筋に走る悪寒を押し殺し、全力で漆黒の中に飛び込んだ。


　大きくなった漆黒の手は、アッシュを人形のように摑む。ギリギリと力が込められ、アッシュの身体が軋きしんだ。


「ぐあぁぁぁぁ!!」


　アッシュの悲鳴が響く。


　苦く悶もんや苦痛といった様々な苦しみがアッシュの身体を蝕むしばんだ。


　電でん撃げきを打ち込まれたときのように、ビクンっとアッシュの身体が跳ねた。


（負けない……俺は力を手に入れるんだ）


　アッシュは最後の力を振ふり絞しぼり、めいっぱい右手をのばす。


　目指す物を摑み、脱だつ力りよくする。


　左手に握られていた剣が零こぼれ落ち、乾かわいた音を立てた。


「……烙印停止」


　パッフェルの声に反応して、アッシュを包みこんでいた手がさらさらと崩れていく。パッフェルの声色がどこか沈しずんで聞こえるのは、戦いの終わりを残念に思っているからだ。


　どさり、と音を立てアッシュの身体が地面に倒れ、それっきり動かなくなる。


　漆黒の左手だったものは、まるで磁石に吸い寄せられる砂鉄のようにパッフェルの左手に集まっていった。


　数秒の時間をかけ、パッフェルの左手が元に戻る。何度か握ったり開いたりして、手の感かん触しよくを確かめた。


「ちょっとパッフェル！　やりすぎよ！」


　不意に声をかけられ、パッフェルは声のした方を向いた。


　そこにルファがいた。


　よほど急いできたのだろう。美しい金きん髪ぱつはすっかり乱れており、ぜぇぜぇと肩かたで息いきをしている。


「まったく、あんた一応烙らく印いん魔ま法ほう科の首席なんだから、もうちょっと手加減しないとダメでしょ」


　ため息と深呼吸を同時に行い、ルファはアッシュへと近づいていく。


「レム先生もなにを考えているのかしら。入園条件が厳し過ぎよ。烙印魔法科の生徒を増やす気ないんじゃない」


　ルファはうつ伏ぶせに倒れたアッシュの肩を摑つかみ、仰あお向むけにしようとする。


　するとぽつりとパッフェルがつぶやいた。


「いえ、あたしの負けですよ」


　意味がわからず、ルファはパッフェルを振ふり返かえった。


　パッフェルは楽しそうな笑顔を浮かべ、アッシュの右手に握られている物を指さす。


「赤い布、盗とられちゃいました」


　ルファが視線を移すと、そこには確かにパッフェルが先ほどまでつけていた赤い布が握られていた。


〝恐怖の手の烙印〟は、烙印を刻んだ手を触しよく媒ばいとし、切きり離はなして鋼のように硬かたい漆黒の手を生み出す魔法だ。


　当然、左手が消失したことで、パッフェルの手に巻かれていた赤い布は地面に落ちてしまう。


　意識を失う瞬間、アッシュは必死に手を伸のばし、その布を摑んだのだ。


　パッフェルは光り輝く太陽のような笑みを浮かべて言う。


「これからが楽しみです！　アッシュさんなら、きっとものっすっごく強い烙らく印いん魔ま導どう師しになれます！」


「アッシュ？」


　パッフェルの言葉を受けて、ルファが一いつ瞬しゆん呆ほうけた顔を向けた。


　そして弾はじかれたようにアッシュの身体を仰向けにし、顔を見る。


「もしかして、知り合いの人だったんですか？」


　ルファは長いアッシュの髪かみを細い指で分け、まじまじと何度も顔を確認する。


　そして、ぽつりと漏もらした。


「……私の、弟よ」





　ルファの腕の中で、アッシュは夢を見ていた。


　正確には夢ではなく、遠い過去の記き憶おく。


　茜あかね色いろに染まる空と、より赤い炎ほのおで燃える自分の家。


　そして人が立ったまま焼かれるという恐怖を、アッシュは目の前で見ていた。


　口や目から炎が溢あふれ、滑こつ稽けいにすら見える。


　だが、鼻をつくのは肉と体毛が焼ける匂におい。吐はき気けを覚えた。


　夢の中のアッシュは、ただことの成り行きを呆ぼう然ぜんと眺ながめている。


　どさりっと、人が倒れる音が聞こえてきた。


　ゆっくりとした動作で、横を向く。


　アッシュの父が転がっていた。


「こ、これを……」


　アッシュは父に何かを手て渡わたされた。


　何を渡わたされたのかは、よく覚えていない。


　自分には大きい物だったように思う。


　はっきりと覚えているのは、頰ほおの肉が焼け落ち、崩くずれていく父の顔。


「やつはこれを狙って……は、はやく逃げろ……」


　父はその言葉を最後に動かなくなる。


　逃げなければという焦しよう燥そうに駆かられ、アッシュは走った。


　焦りから足がもつれ、何度も転ぶ。


　一度だけ、アッシュは村を振ふり返かえった。


　家よりずっと大きい炎の巨きよ人じんが、今も村を焼いている。


　巨人の身体は炎で構成されており、触ふれるだけでアッシュの思い出の場所を燃やし尽つくす。


　アッシュは誓ちかった。


　自分が奪うばわれたように、炎の巨人のすべてを奪ってやると。


　小さな胸に宿る大きな復ふく讐しゆうの誓い。


　アッシュは無我夢中で走り続けた。


　だが、所しよ詮せんは子供の体力。


　飲まず食わずで走り続けた結果、三日目で体力の限界がおとずれた。


　すっかり倒たおれ伏ふしながら、アッシュは唇くちびるを嚙かんだ。


　復讐を誓ったというのに、自分はなにもできないままここで死ぬのかと、アッシュの目に涙なみだが浮うかんできた。


　ふと、倒れているアッシュの視界に影が差した。


　見えたのは、使い込まれた革かわ靴ぐつ。


　アッシュは最後の力を振り絞り、頭を持ち上げた。


　太陽を背にした男が、アッシュを見下ろしている。


「お、お父さん……？」


　アッシュの口からかすれた声が出た。三日も何も口にしていないのだ。喉のどが渇かわき、焼け付くような痛みが襲おそってくる。


　アッシュは一いつ瞬しゆん自分の父が助けに来てくれたのだと思った。


「娘むすめはいるが、息子むすこはいないはずだがな」


　低い男の声は、アッシュの耳に心地ここちよく響ひびく。


「少年。名は？」


　男はかがみこみ、今にも地に落ちそうな少年の頭を支えた。


「アッシュ……」


　アッシュの声は今にも消え入りそうだ。顔色は蒼そう白はくで、衰すい弱じやくし眼はうつろ。


　誰だれの目にも、死が近いことが見て取れる。


　男にも助かる確率はゼロに近いと思えた。


「ではアッシュ。つらいだろう。今楽にしてやる」


　男は懐ふところから素早くナイフを取り出し、よどみない動作でアッシュの首筋に刃やいばを当てた。


「……死ねない。あいつを……あの、炎の巨人を殺すまで死ねない……」


　うつろだったアッシュの目に一時だけ光が戻もどる。


　男は一いつ瞬しゆん驚おどろいた表情を浮かべ、数秒間思考したあと、アッシュに向かってうなずいた。


「そうか」


　男はナイフを懐にしまい、太い手でアッシュの腰こしを摑む。


　そして、一気に担ぎ上げた。


「ここから一番近い街まで二日ほどか……それまで我が慢まんしろ。医者に連れて行く」


　抑よく揚ようのないぶっきらぼうな男の声。


　記憶の中のアッシュは妙みような安心感を覚えて、そのまま意識を失った。





　記憶の旅を終えたアッシュは、ベッドの上で目を覚ました。


「ここ、は……？」


　ぼーっとする頭を左右に振って、アッシュは上体を起こす。ベッドが四つ並べられている、真っ白な部屋だった。


「保健室だぜ」


　隣となりのベッドでつまらなさそうに天てん井じようを見上げていたのは、ベルモンドだった。


「なにしているんだ？」


「〝死点の烙印デツド・ホール〟が抜ぬけきるまで、ベッドから動くなだとよ。暇ひまでしょうがないぜ」


　アッシュの疑問に、ベルモンドがフンっと鼻を鳴らした。その顎あごには、まだ淡あわく光を放つ矢印に似た烙印があった。


「う、うーん……」


　そのとき声が聞こえてきて、アッシュは自分の正面を見た。


「ボ、ボクは負けない……お父様に褒ほめてもらうんだ……」


　そこに、顔を腫はらしたクラフトが眠ねむっていた。


　ベルモンドは一度クラフトをつまらなさそうに見て、アッシュに視線を戻す。


「あの女に勝ったんだって？」


　そうベルモンドに言われ、アッシュは一瞬何のことかわからなかった。すぐにパッフェルとの戦いを思い出し、自身の右みぎ腕うでを見下ろした。


　今はそこに何も握にぎられていない。だが、薄うすい布地の感触はまだ残っていた。


「あぁ」


　それっきり会話がなくなり、静かな沈ちん黙もくが場を満たす。


「そういえば、試験の結果ってどうなったんだ？」


　ふと思い、アッシュはベルモンドに問うた。


「今保健室にいる連中は、全員合格だとよ」


　ベルモンドは一度咳せき払ばらいをして、レムの口調を真ま似ねた。


「パッフェルという強大な敵に立ち向かえる勇気……ある意味では無む謀ぼうとも言えるがむしゃらさ。烙印魔導師には一番必要なものだ。それを見るための試験だった、んだと」


「は？」


　意味がよくわからず、アッシュはぽかんとした。


「レム先生の真意はわからねぇ。パッフェルから布を取れるかどうか、それが重要だったのかもわからねぇ。なんにせよ、条件を満たしたのはお前で、オレは結果的に合格した」


　ベルモンドはフンっと鼻を鳴らす。


「一応礼だけは言っておく。ありがとよ」


　そう言うとベルモンドはアッシュに背を向けた。


「んがっ。そういえば言い忘れていた。レム先生からお前に伝言があったんだ」


　アッシュに背中を向けたまま、ベルモンドが言う。


「お前の寮りようの部屋が決まったらしいぜ。そこのお貴族様の坊ぼつちゃんと同室だとよ」


　アッシュは嫌いやな予感を覚えつつ、ベルモンドの指差す方向を見た。


「うぅーん。平民のくせに……」


　そこには、いまだ眠り続けているクラフト。


「──チッ」


　アッシュはこれからのことを思い、盛大に舌打ちをした。




第二章　魔ガ法ル学テ園ンの非日常




　入園試験から一週間後。


　アッシュは現在、魔ガ法ル学テ園ンの中庭の光景にただ圧あつ倒とうされていた。


「す、すげぇ……」


　レムからもらった魔法学園の制服に身を包み、アッシュは落ち着かない様子でキョロキョロとあたりを見み渡わたした。


　魔法学園の全生徒約四百人と、全教師五十名が一堂に中庭に集まっているのだ。


　入園試験前に見かけた、赤や青の制服に身を包んだ人物も大勢いる。他にも緑や黄、紫むらさきなど色とりどりだ。


　教師たちも学科にあわせた色のローブを着込み、その光景は壮そう観かんである。


　アッシュの周りには、同じ烙らく印いん魔ま法ほう科の黒い制服に身を包んだ人物がいた。アッシュと共に入園試験を受けた人物たちだ。めんどくさそうなベルモンドの姿や、平民たちと肩かたを並べることが嫌なのだろう、不満気なクラフトの姿も見える。


　今年の烙印魔法科の入園者はアッシュを含ふくめて十人ほど。実に少ない。他の学科を見渡してみても、半分にも満たない合格者数だった。


　年若い少年少女が多いためだろう。あたりはざわざわと騒さわがしい。


　新入生たちの多くは、これからの学園生活のため、友達作りに精を出している。在園生たちは、新入生たちの話題を話し合っていた。


　その様子をどこか冷めた目で見ながら、アッシュは自分の義姉の姿を探していた。


　今からちょうど一年ほど前に、アッシュの義姉であるルファは魔法学園に入園するため、家を出て行った。


（流石さすがに見つからないか……）


　アッシュはがしがしと頭を搔かき、長くなった髪かみを乱した。


　四百人を超こえる生徒の中から、特定の人物を探すなどあまりに難しい。


「チッ」


　舌打ち一つ。アッシュは正面を向き直った。


（こっちも、何回見てもすげぇな）


　隣にいる人物に話しかける気もないアッシュの視線は、自然と魔法学園の象しよう徴ちようへと向かう。


　中庭の中央にそびえ立つ、三角の塔とうだ。


　巨人よりもさらに大きな三角塔。これがなにを意味するのか、アッシュはまったく知らない。


　ぽかんと間ま抜ぬけに口を開け、三角塔を見上げるアッシュ。ふと、アッシュの視界にこちらを見ている人物がいることに気づいた。


（なんだ？）


　先ほどは注意して見ていなかったため、気づかなかったが、アッシュを見てひそひそ話をする生徒たちがいた。


　ぱっと見渡しただけでもすでに数十人ほど。


　彼らはちらちらとアッシュの顔と、腰と背中にある剣けんを眺ながめていた。


　試験前ベルモンドが言ったように、剣を身に着けている人物はほとんどいなかった。


　まるで、煌きらびやかな社交界に寝ね巻まき姿できてしまったような場ば違ちがいな雰ふん囲い気きがそこにはあった。


　アッシュは居い心地ごこちの悪さを感じつつ、ただ疑問だけを頭に浮うかべる。


『静せい粛しゆくに』


　すると、突とつ然ぜん声が聞こえた。


　まるで耳もとで囁ささやかれたようなその声に、アッシュは戸と惑まどった。他の新入生たちも同様だった。


　在園生たちは落ち着いたもので、声を合図に口を閉ざしていた。


『静粛に』


　もう一度声が聞こえてきて、ようやく新入生たちも黙だまる。どうやら魔法を使い、この場にいるすべての人々に声を届けているようだ。


　入園式が始まる。


　三角塔前に生徒たちを一望できる壇だんが作られており、そこに教師たちが登って次々と入園を祝う言葉を投げかけていく。


　面白みのない教師たちの話を聞き流しながら、アッシュはベルモンドと一いつ緒しよに欠伸あくびを嚙かみ殺ころす。


「生徒代表」


　その後司会役の教師が言った。


　すると、先ほどまで入いれ替かわり立ち替わり壇だん上じように上がっていた教師とは毛色の違ちがう人物が現れた。


　美しい少女だった。午後の日差しを背中に受け、長い黄金の髪がきらきらと光を放っている。緑色の制服と相まって、豊ほう穣じようを司つかさどる女神のようだ。


　誰もが少女に見とれる中、アッシュはめんどくさそうに自分の足元を見ていた。


　少女は一度眼下に広がる生徒たちの群を見て、身体からだを萎い縮しゆくさせた。


「こほん」


　喉のどの調子とともに、心を落ち着けて少女は口を開く。


「えぇっと……本来は私じゃなくてライルさんの役目なんだけど……」


　少女の小さな声は、魔法により拡声された。


　在校生たちに失笑がおきる。


「初めましてみなさん。召しよう喚かん術じゆつ科二回生のルファといいます」


「ぶっ!?」


　アッシュは突然でてきた義姉の名前に、思わず吹ふき出だし、顔を上げた。


　壇上に立っていたのは、見み間ま違ちがうはずもない、一年前まで一緒にくらしていた義姉だ。


　周りが静かだったためであろう。アッシュの出した音は、予想よりもずっと遠くまで聞こえたようだ。


　音に反応して壇上の少女、ルファの視線が動く。


「……」「……」


　無言で見つめあうふたり。


　アッシュは呆ぼう然ぜんとしたまま、口を開く。


「なにしてんだ？」


「それは、こっちのセリフよ!!」


　魔法の効果を受けていないアッシュの声は、小さな範はん囲いしか届かない。


　それこそ、壇上のルファにギリギリ届く程度だ。


　だがルファの声は別。


　魔法により拡声されたルファの大声が、その場にいるすべての人の耳を貫つらぬいた。


「うがっ!?」


　まさに耳元で叫さけばれたようだ。


　思わず両手で両耳を押さえたが、効果がない。


　冷静さを失っているのか。さらに自分がいる場所を忘れてしまっているのか。


　ルファは続けざまに声を出す。


「だいたい、なんで便りのひとつもよこさないわけ!?　私がここに入園したって、アッシュもお父さんも知っているはずでしょ!?」


「ル、ルファ、落ち着いてくれ……」


「落ち着け？　落ち着けるわけないでしょ!?　久しぶりに弟と再会できたって喜んでいたのに、あんたずっと目を覚まさないし！　なんかパッフェルとケンカして勝っちゃってるし！　こっちはもう、意味が分かんないの！」


「い、いいから黙ってくれ！」


　先ほどから脳を揺ゆさぶる勢いで響ひびくルファの声に、ついに我が慢まんができなくなった。


　ルファに負けないようにアッシュは大声で怒ど鳴なる。


「黙れ!?　それが久しぶりに会ったお姉ちゃんにいう言葉なの!?」


　アッシュの怒鳴り声ごえが、さらなるルファの大声を誘ゆう発はつする。


　ここにきて、アッシュの周りに変化が生まれる。


　ばたりと、新入生の中に意識を失う者が現れだした。


　さすがと言うべきか。在校生たちは顔色を悪くしながらも意識を保っていた。


「チッ!!」


　この魔法をかけた人物はなにをしている、とアッシュは心の中で叫んだ。


　止められないのか、止めようとしていないのか不明だが、どうにかしてほしい。


「あっ、今舌打ちしたわね！　それやめなさいってずっと言っているでしょ!!」


　もはや痴ち話わ喧げん嘩かを全生徒に生なま中ちゆう継けいしているだけだ。


　アッシュは壇上めがけて、一気に駆かけた。


　ふわりと飛び上がり、ルファの目の前に降り立った。


「な、なによ……」


　突然のアッシュの行動に驚おどろきつつ、ルファは視線を逸そらした。


　少し目に涙なみだが光っていたのは、アッシュが怒鳴ったせいだろう。


　アッシュはそれを理解した上で、ルファに言う。


「うるさい」


「──ッッッッ!!」


　本日一番のルファの絶ぜつ叫きようがその場にいるすべての人物を襲おそった。





　魔法学園の入園式を終えて、アッシュはルファとともに学園長室に呼び出されていた。


　ひとしきり怒おこられてから、アッシュとルファは退室した。


「す、すいませんでした！」


　退室する際、ルファは再び学園長に深々と頭を下げた。


「なんで俺まで……」


　頭を押さえつけられ、アッシュは不満そうに口をとがらせた。


　ふたりは学園長室を出て廊ろう下かを歩く。


　そのとき、アッシュはじーっとルファが自分の頭を睨んでいるのに気づいた。


「なんだ？」


「その髪かみはなに？」


「髪？」


　アッシュは長くなった前まえ髪がみを一ひと房ふさ摑つかんだ。


「もしかして、私が家を出てから切ってないとか言わないわよね？」


「いや、半年ぐらい前に一回切った」


「……やっぱりね」


　頭痛を我が慢まんするように、ルファはこめかみに手を当て天を仰あおいだ。


「……私の部屋に行きましょう。なんでアッシュが学園に入園することになったのか、詳くわしい話も聞きたいし、アッシュの髪もどうにかしないといけないしね」


　十分後。


　アッシュはルファに案内されて、女子寮りようへとやってきた。


「ん？　どうしたの？」


「いや……俺、ここに入っていいのか？」


「ん？　別にいいんじゃない？　家族なんだから」


　あっけらかんとルファに言われても、アッシュは落ち着かなかった。


「っと、ここよ。ここ」


　ルファは宿舎の一室の前で立ち止まり、鍵かぎを開けてから扉とびらを開く。


「どうぞ」


「俺の部屋とあんまりかわんないんだな」


　間取りや家具一式は、アッシュの部屋の中と大差なかった。机やベッド、クローゼットなどの家具には所々シミができており、年季を感じさせる。


　だが、やはりここは年とし頃ごろの少女の部屋だ。


　至る所に、かわいらしくデフォルメされた魔ま物ものの人形が飾かざられていた。


　また、ほのかに甘い香かおりがアッシュの鼻び孔こうを包み、異性の部屋であることを意識させる。


「あれ？　ルファって、一人部屋なのか？」


　ルファの部屋にはベッドが一つしかなかった。


　アッシュは自身の部屋のことを思い出し、顔をしかめた。冗じよう談だんだと思っていたベルモンドの言葉に偽いつわりはなかったからだ。


　クラフトとの共同生活は、悲ひ惨さんの一言に尽つきる。クラフトが実家から持ち込んできた家具一式だけで、すでに部屋の半分以上が埋うまっていた。それを考えると、ルファの部屋のなんと広いことだろう。他にも様々な弊へい害がいはあるが、思い出したくもない。


「そうね」


　ルファはアッシュに返事をしながら、机の椅い子すを部屋の中心に持ってきた。


　そして、旅装の外がい套とうを取り出すと、アッシュに手て渡わたす。


「ほらほら、椅子に座って。その長ったらしい髪かみを切ってあげる」


　弾はずんだルファの声は、実に楽しそうだ。


　アッシュはルファに勧すすめられるまま、椅子に腰こし掛かけた。


「ではお客さん、今日はどんな髪かみ型がたにしますか？」


　鋏はさみを開いたり閉じたりしながら、冗談めかしてルファが言う。


「好きにしてくれ」


　アッシュは外套の前をあわせ、隙すき間まから切った髪が入らないように首元を絞しぼった。


「もう、適当ね。そんなんじゃ、女の子にもてないわよ」


「……別にどうでもいい」


「どうでもいいって……まぁ、いいわ」


　ルファは軽くアッシュの髪に触ふれ、手て櫛ぐしで撫なで付つける。


「ねぇ、アッシュ。なんで、魔法学園ここにきたの？」


「なんでって……魔法を勉強するために決まっているじゃないか」


　なにをいまさらと言いたげに、アッシュの眉まゆが眉み間けんに寄る。


　ルファはアッシュの頭を撫でるようにしながら、小さな声で問うた。
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「それは、お父さんに言われたから？」


　ぴたりと、ルファのアッシュの髪を触さわる手が止まる。


「それとも、強くなって復ふく讐しゆうをするため？」


　ルファの呟つぶやきが、アッシュの耳にはっきりと残る。


『魔法学園に入園すれば、復讐の力を手に入れられる』


　義父の言葉が呼び起こされ、アッシュの思考は故郷を旅立った日に飛んだ。





　ちょうど一ヶ月前。


　机に置かれた油の切れかけたランタンと、淡あわく夜を照らす月の灯りの満ちる薄うす暗ぐらい部屋の中。


　数分前、アッシュは本を読もうと、ランタンに火を灯した。


　そして、誘さそわれる蛾がのように、ゆらゆら揺れる火に魅み入いってしまった。


　ランタンの中で灯る火に、燃える故郷を思い出した。


　頭痛がする。


　無力だった八年前の自分。


　最初はじくじくと痛み、アッシュの思考を妨さまたげるほどではなかった。


　だが、過去をより深く思い出すにつれ、痛みは増していく。


「──あぐっ!?」


　アッシュは机の上に突つっ伏ぷした。


　頭痛はどんどん増していく。まるで頭の中でなにかが暴れているようだ。


　じくじくと両手が熱を持ち始める。全力疾しつ走そうをした後のように動どう悸きが激しくなり、肺は空気を求めて大きく膨ふくらんだ。


　しまったとアッシュは思った。


　過去を思い出すと、必ず発作が起こる。


　何度襲われても、なれることはない。


「うっ……うぅ……」


　助けを求めるように、アッシュの手が机の上を走り回り、かつんと手がランタンに当たった。


「あっ……」


　一いつ瞬しゆん、すべてが静止したかのようにアッシュは感じた。


　弾はじかれ、机の外に飛び出したランタンは、当然のように落下する。


　乾かわいたガラスの音が響き渡わたり、ランタンの油が木の床ゆかに広がった。


　割れたランタンの火が瞬しゆん時じに燃え移り、部屋の中をより明るく照らす。


（早く消さないと）


　心の中で気持ちが急く。


「──ぐっ!?」


　だが、床に広がる炎ほのおを見て、アッシュの発作がより激しくなる。


　今のアッシュには、火を消すどころか、手を伸のばすことすらできなかった。


「何事だ？」


　ふいに、アッシュの部屋の扉がノックもなしに開かれた。


　部屋と廊下を繫つなぐ扉の先に、男がひとり立っていた。


　四十を過ぎたぐらいの男で、白くなった髪を適当に後ろになでつけ、顎あごには無精ひげが浮ういている。


　男は無表情に部屋を見み渡わたし、ずかずかと中に入ってきた。


　そして、落おち着つき払はらった動作で、炎ごと床を踏ふみつける。


　ランタンの油が少量だったことと、男の迅じん速そくな行動が幸いした。


　床に焦こげ目めはついたが、炎はすぐに沈ちん静せい化かする。


　男は完全に消火を終えたことを確認すると、アッシュを振ふり返かえった。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　抑よく揚ようのない、低い声だ。


　アッシュは炎が消えたこともあり、発作に苦しみながらもどこかほっとした表情を浮かべた。


「はい……義父さん」


　数分間の静せい寂じやく。


　アッシュの呼吸が落ち着いたころ、ようやく義父が再び口を開いた。


「また、例の発作か？」


　アッシュに義父と呼ばれた男は、まるですべてを見み透すかすような目を向けた。


　義父のぶっきらぼうな物言いは、過去に死に掛かけていたアッシュを助けたときそのままだ。


　アッシュの故郷が炎の巨きよ人じんに焼かれ、八年の月日が流れていた。


　まだ幼かったアッシュは、なんとか命をとりとめ、療りよう養よう生活を送った。


　身寄りのなかったアッシュを、命の恩人である男は引き取り養子としたのだ。


「はい」


　義父の無表情が一瞬だけ崩くずれる。


「そうか」


　義父は、決して口数が多いほうではない。


　だが、その表情が雄ゆう弁べんにものを語っている。


　義理とはいえ、息子むすこを心配する父の表情に、アッシュは申し訳ない気持ちになった。


　アッシュは発作の原因を、義父に話したことはなかった。


　きっと、義父さんは発作の原因を知らないのだろうとアッシュは思う。


　大きな街へ行き、医者に診みてもらったこともある。だが、どれだけ医者が調べてもアッシュの身体からだは健康そのものだった。


　アッシュ以外は原因不明の発作だと思っていることだろう。


　やや間をあけて突とつ然ぜん、義父が言った。


「む。危うく伝え忘れるところだった。アッシュ、私は明日あしたから家を空ける」


「え？」


　義父はもともと冒ぼう険けん者しやをやっていた人間だ。アッシュが八年前に助けられたときも、冒険者だった。


　今は現役を離はなれて久しいが、ときどき冒険心がうずくらしい。


　義父は何も言わずふらりといなくなっては家を空けることがあった。


　だが今回のように、「家を空ける」という言葉を聞いたのは初めてのことだった。


「長い旅になるんですか？」


「わからん」


　キッパリと言い切られ、アッシュの気持ちが沈しずんでいく。


「な、なんで旅に？」


「理由か？　私の夢のためだ。昔は達成できなかった夢が、今なら叶かなうかもしれんのでな」


　義父の目が獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうのごとく、爛らん々らんと輝かがやきを放ったようにアッシュは思えた。


　だが、怪あやしく細められた義父の目が一瞬で緩ゆるめられる。


「とはいえ、病弱なお前をひとり残して行くわけにもいかない。だからといって、危険な旅に同行させるわけにもいかん」


　義父の言葉を受けて、アッシュは反射的に口を開いた。


「そんな！　俺は大丈夫です！　連れて行ってください！」


　アッシュの心の中には、ひとつだけ自負があった。


　視線を部屋の隅すみにやる。


　細身の片手剣けんがあった。


　義父から渡され、八年間使い込んできた相棒だ。


　口数の少ない義父との交流は、もっぱら剣を用いた訓練だった。


　剣と暗あん器きと魔法。


　その三つを駆く使しした戦いを得意とする義父に憧あこがれ、修練してきた八年間。


　最近では剣だけではなく暗器の使い方もようやく板についてきた。


　義父はそれをずっとそばで見てくれていたはずだ。


「ダメだ。いつ倒たおれるとも知れんやつと旅はできん」


　だが、義父は決して首を縦には振らない。


　義父に見放されたのだとアッシュは思った。


　すっかりうつむいてしまったアッシュに、義父は懐ふところから薄うすい緑色の封ふう筒とうを取り出し、差し出す。


「アッシュ。これを持って、バランへ向かえ。私の友人が魔ガ法ル学テ園ンにいる。お前のことは、そいつに頼たのもうと思う」


　一年前、ルファがまったく同じ話をされていたことを、アッシュは思い出した。


「この封筒の中には、魔法学園の紹しよう介かい状が入っている。魔法学園の教師をしている友人に書いてもらった。気のいいやつでな。快くお前の面めん倒どうを見てくれるだろう」


　義父はアッシュへと近寄り、その手に手紙の入った封筒を握にぎらせる。


「ま、待ってください！　俺はまだバランに行くって決めたわけじゃ──」


　アッシュの言葉をさえぎって、手紙を指さし、義父は言った。


「魔法学園は世界最大の教育機関だ」


　アッシュは押おし黙だまった。


　義父はアッシュの話を聞いていなかったからだ。


　こうなった義父になにを言っても無む駄だだと、アッシュは知っていた。


「人間も、魔ま物ものも結局のところ使う魔法は一いつ緒しよだ。自身が魔法を使わずとも、相手の手口を知るのは重要だ。特に、魔法の扱あつかいに長たけた魔物と戦う場合はな」


　アッシュは義父の言わんとしていることがわからなかった。


「アッシュ。八年前、お前が私になんと言ったか覚えているか？」


　義父の言葉を受けて、アッシュは拳こぶしを握った。


　忘れるはずがない。


『炎の巨人を殺すまで死ねない』


　その誓ちかいを胸に、今日まで生きてきたのだ。


　復ふく讐しゆうを。


　すべてを奪うばった炎の巨人に復讐を。


　ズキリと、鋭するどい痛みがアッシュの脳を揺ゆさぶった。


「強いぞ。お前の敵は。人間の魔ま法ほう使つかいなど比ひ較かくにならんほどの魔法を使う。なにしろ、精せい霊れいだからな」





「アッシュ？　どうしたのよ？」


　ルファに声をかけられ、アッシュはようやく記き憶おくの旅から帰ってきた。


「いや、なんでもない」


　精霊という存在を思い出して、アッシュの両りよう腕うでが熱を発する。


　呪じゆ縛ばくのように、アッシュを縛しばり付ける原因不明の発作だ。


　徐じよ々じよに両腕の熱も下がっていき、アッシュはルファにばれないよう小さく呼吸を整える。


　ルファは一見変化のないアッシュの様子に、一瞬だけ相手を気き遣づかう表情を浮かべた。だが、アッシュはそれに気づかない。


「まぁ、いいわ。それで、結局何のために魔法学園に入園しようと思ったの？」


　そういえば、そんな話題だったなと思い出し、アッシュは肩かたをすくめる。


「……復讐のためだ。よく覚えていたな」


　小さなころ、まだ誰だれのことも家族と認められなかったとき。


　アッシュは一度だけ精霊への憎ぞう悪おをルファに吐と露ろしたことがあった。


　本当の家族だと思えるようになってからは、ルファに対して復讐の話はしていない。


　未いまだにあのときのことを覚えているルファに、アッシュは驚おどろいた。


「俺は、そのために毎日稽けい古こしているんだ」


「……そっか」


　わかりきったアッシュの答えを、ルファはすこしだけ寂さびしげな表情で受け止めた。


　その姿は、アッシュの身を心配しているのが半分。


　何も言ってくれないことの寂しさが半分。


　そんな表情だった。


　ふたりの間に微び妙みような空気が流れる。


「そういや、ルファはなんの魔法を勉強しているんだ？」


　アッシュは重くなった空気を晴らすため、努めて明るい声を出す。


「……何度か手紙を送ったと思うけど」


　ルファの低い声に、アッシュの背筋にいやな汗あせが流れた。まさに藪やぶから棒が出てきた状じよう況きようだ。


　背後にいるはずのルファの表情が手に取るようにわかる。きっと、自分の後頭部を睨にらんでいるのだろう、とアッシュは思った。


　ルファからの手紙は月に一度の割合で送られてきていた。


　アッシュはその手紙を読まなかったのではなく、読めなかったのだが、そんな言い訳を言える空気でもなかった。


「まぁ、いいわ」


　ルファのため息交じりの声が聞こえてきて、アッシュは胸をなでおろす。どうやら、怒おこられるわけではないようだ。


「えぇっとね。私が勉強している魔法は、召しよう喚かん術じゆつって呼ばれているわ。魔物を召喚し、使役する魔法ね」


「魔物って、あの魔物か？」


　アッシュの言う魔物とは、獣けものやドラゴンなど人間以外の生物を指す総そう称しようだ。


「そうね。召喚術師が使役した魔物は召しよう喚かん獣じゆうって呼ばれているの。召喚術師の言うことを聞いてくれるから、危険はないわよ」


「そんなもんなのか？」


「そうそう──っと、よしよし、かっこよくなった」


　ルファは最後にくしゃっと、アッシュの髪かみを撫なでるようにして髪をかき混ぜる。そして机の引き出しを開き、手鏡を取り出してアッシュにかざした。


「どう？」


　鏡に映るアッシュは、髪を切る前とはまるで違ちがっている。


　伸のび放題だった髪は目にも耳にもかからないように、短くなっていた。伸ばしているときにはあまり感じなかったが、アッシュの髪には少しだけくせがある。


　そのくせをいかすように切られた髪はよく似合っていた。


「これでいいよ。うざくないし」


「うざくないって……アッシュはもうちょっと身の回りに気をつけたほうがいいわよ。元は悪くないんだから」


「興味ない」


「はぁ……興味ない、ねぇ」


　ルファはため息をつき、やれやれといった表情をアッシュに向けた。


　そして、ふと思い立って言う。


「まさかとは思うけど、ジェイナス先生のところにあいさつに行ってないってことはないわよね？」


「ジェイナス先生？　誰だそれ」


　ルファは一度目を大きく見開き、肩を怒らせてアッシュに指を突つきつける。


「やっぱり！　どうせそんなことだろうと思ったわよ！　アッシュ、あんたどうやって魔法学園に入園できたかちゃんとわかっている!?」


「そりゃ、パッフェルに勝ったから」


「ちがうわよ！　その入園試験をどうして受けることができたのかってこと!!　魔法学園の入園試験を受けられるのって、すっごく限られた人たちだけなんだからね！」


「そ、そうなのか？」


「そうなの!?　どうせお父さんに言われるまま試験を受けに来たんでしょ」


　まったくもってそのとおり。


　入園試験受付の際も、義父から渡わたされた紹介状を受付の女性に渡しただけだ。


「はぁ……もぅいいわよ。たぶん、アッシュも私のときと同じだと思うから、ジェイナス先生の紹介を受けているはずよね。ジェイナス先生の紹介を受けられる人って、あんまりいないんだから。私たちだって、お父さんがジェイナス先生と昔冒ぼう険けん者しや仲間だったから、紹介状を書いてもらえているのよ」


　アッシュはそのジェイナスなる人物が、どれほどの人物か興味が出てきた。


（あの堅かた物ぶつの義父さんとパーティを組んでいた人……）


「もぅ仕方ないわね。今日は入園式だけで授業はないから、きっとジェイナス先生は研究室にいると思う。今日中に済すませておきましょう。案内してあげる」


　ルファは部屋を片付けつつそう言った。





「ここよ」


　アッシュはルファが立ち止まったのを見て、同じように歩みを止める。学園の学び舎の一角に、古びた扉とびらがあった。


　学び舎は三階建ての大きな建物で、敷しき地ちの三割はこの校舎で占しめられていた。


　先が見えないほど長い廊ろう下かには、無数の扉がある。


　ルファが立ち止まった扉の上には『ジェイナス研究室』と書かれたプレートが下げられている。


「ジェイナス先生、失礼します」


　ルファは扉を三度ノックし、ドアノブに手をかけた。


　扉が開かれる。


　とたん、アッシュは古い本の匂においに鼻び腔こうを刺し激げきされた。


　埃ほこりっぽく、部屋の中に立ち込める独特の匂いは、足の踏ふみ場ばもないほど散乱した古書のせいだ。


　部屋の両りよう脇わきの壁かべには、天てん井じように届くほどの本ほん棚だなが並んでおり、中にはぎっしりと古い本が詰つめ込まれている。それだけではなく、小さな本棚もいくつかあり、中には同じように本が詰まっていた。


　それだけではなく、さらに異い臭しゆう。


　紙が燃えるときに発する、焦こげ臭くさい匂いがアッシュの鼻腔を満たした。


「あぁぁぁぁぁ！　バンク、その本は大事なものだから、燃やしたらダメだよ……って、あぁぁぁぁ!!」


　扉を開けたとたん聞こえてきた男の悲鳴がアッシュとルファを驚かせた。


　そして、ルファは溜ため息いきをつきながら「またですか、ジェイナス先生」と呆あきれた声を漏もらす。


　アッシュは恐おそる恐る研究室の中をのぞいた。


　そこには、アッシュたちに背を向け、両手で頭を抱かかえる長身の男の姿。黄色のローブに身を包み大だい絶ぜつ叫きようしていた。


「バンク！　だから燃やしちゃダメって！　だ、誰か助けてぇ！」


　炎ほのおの光が研究室の中を明るく照らしていた。


「って、やばいだろ!?」


　アッシュは急いで男に近寄った。学園にくる前に自分が家で犯した過ちにそっくりだった。


　男は「これ以上の恐きよう怖ふはない」とばかりに、顔を絶望にゆがめている。


　男の目の前には机があり、その上にはいまだ燃える本と、退たい屈くつそうにあくびをする青いリスに似た動物がいた。


　アッシュは自身の制服の上着を脱ぬぐと、燃える本に叩たたきつけた。


　何度もそうやっているうちに、炎は弱まりだす。


「ふぅ……あぶなかった」


　これで安心だとアッシュが胸をなでおろそうとした瞬しゆん間かん、予想外の出来事が起こった。


「──おわッ!?」


　自分の点つけた炎が消えたのを面白く思わなかったのか、燃える本の横にいた青いリスがアッシュの制服めがけて炎を吐はいたのだ。


　その炎はたちまち制服に引火し、先ほどより大きく燃え上がる。


「ど、どうするんだよ、これ!?」


「ど、どうしましょう!?」


　アッシュは横にいる男同様に錯さく乱らんした。どうしていいかわからず、ふたりして両手をバタバタと振ふり回す。


「もう、ふたりともなにやってるのよ!?」


　そんなアッシュたちの様子に業ごうを煮にやしたルファは叫さけぶ。


「ジェイナス先生！　水！　練れん成せい！」


「そ、そうです！　その手がありましたか!?」


　男はルファの言葉に天てん啓けいを得たかのように輝かがやかしい表情になった。


　腰こしに下げていたポーチの中から、拳こぶしほどの大きさの石を取り出し、炎に向かって投げながら歌うように言葉をつむぐ。


「物質の分解と再構成……布は土に。土は水に。炎を打ち消す清水となれ!?」


　男の魔ま法ほうが完成する。


　投げた石が突とつ然ぜん光を発し、熱せられた鉄のようにぐにゃりと形を変えた。


　そして。


　──バシャ。


　突然の夕立のように、バケツをひっくり返したほどの水が、アッシュと男と青いリスと燃える制服に降り注いだ。


「……あ？」


　本の溢あふれる研究室は水みず浸びたしになり、アッシュも男も目を白黒させた。


「あぁぁぁぁぁ!!」


　そして、男は絶叫した。





　昼を過ぎ、そろそろ夕暮れになりそうな時間帯にようやく研究室の片付けが終わった。


「いやはや、面目ない。助かりました」


　先ほどまで濡ぬれネズミのようだった男は、ようやく落ち着いた様子で、アッシュとルファに椅い子すを勧すすめる。


　アッシュは大たい剣けんを椅子の近くに立てかけ、ルファと一いつ緒しよに椅子に座った。


　片付けている最中は気にならなかったが、男は細身で、かなり身長が高かった。大おお柄がらなベルモンドよりもさらに大きく、アッシュよりも頭二つ分以上高い。


　身長が伸び悩なやむアッシュは男を見上げねばならず、面白くない。とはいえ、ここまで差が開くと対たい抗こう心より諦あきらめが先につく。


　男は眼鏡めがねをかけており、魔法学園の教師の証である杖つえの形を象かたどった紋もん章しようを黄色のローブの胸元につけている。そして腰にはポーチを下げていた。


「もう、先生これで何度目ですか!?」


　ルファが腰に手を当て、アッシュを叱しかり付けるときと同じように、声を荒あらげていた。


「いやはや面目ない」


　男は苦笑いを浮うかべる。


「そちらのキミは初対面でしたね。自己紹しよう介かいが遅おくれました。僕はジェイナスです。この魔法学園で錬れん金きん魔ま法ほうと、世界の歴史を教えています」


　ジェイナスはふと、机の上に脱ぬぎ捨すてられたままのアッシュの制服を見た。灰がこびりついており、半分以上が燃えてしまっている。もはや、服ではなくただの布切れだ。


「あぁ、これは面目ない」


　ジェイナスはアッシュの燃えた制服を手に取り、先ほどと同じように腰のポーチから布切れを取り出した。


　その布切れと一緒にこげた制服をアッシュに差し出しながら、言葉をつむぐ。


「物質の再構成」


　すると、アッシュの制服が輝きを放った。


「な、なんだ!?」


　光が収まったとき、アッシュの制服はレムから手て渡わたされたとき同様、新品に戻もどっていた。炎で空いた穴は塞ふさがり、灰もこびりついていない。


　アッシュは制服を受け取り、目の前に掲かかげてそれを確かめる。


「な、なにをしたんだ？」


　わけもわからず目を白黒させるアッシュに、ジェイナスは笑いかけた。


「錬金魔法で、制服を作り直したんですよ。なかなか便利な魔法です」


　困こん惑わくするアッシュの目に、先ほど火を吐いていた青いリスがうつった。


　見たことがないリスだ。額には一対の血のように赤い宝石があり、リスの動きにあわせてチラチラと光を反射させている。


　リスは自分を見るアッシュを、大きな瞳ひとみでじっと見つめていた。


「ってか、こんな本ばっかりの場所に火を吐く動物を入れるなよ」


　アッシュはジェイナスに指し摘てきする。ジェイナスは苦笑いを浮うかべた。


「いやはや面目ない。この子は大事なペットなんです。名前はバンク。デュアル・カーバンクルという非常に珍めずらしい動物なんですよ」


　バンクはジェイナスを完全になめきっているのか、そっぽを向いて毛づくろいをはじめた。それを「やれやれ」といった表情で、ジェイナスは優しく見つめる。


「大事っていっても、ほどがあるだろ……って、ペット？　こいつ魔ま物ものだろ？　召しよう喚かん獣じゆうってやつじゃないのか？」


　最初の対面が普ふ通つうではなかったからだろう。アッシュは初対面にもかかわらず、ごく普通にジェイナスに話しかけていた。


　ジェイナスはアッシュたちにお茶を振ふる舞まうために立ち上がり、研究室の端はじに移動した。


「そうです。僕は召しよう喚かん術じゆつが使えませんから」


「そうなのか？　じゃあ、別に召喚術師じゃなくても、魔物を使うことができるのか……」


　アッシュはようやく肌はだ着ぎ一枚から、制服に袖そでを通す。


「難しいですが、できます。でも、〈真の名〉の支配がありませんから、あまりいうことをきいてくれません」


　先ほどの僕みたいに、とジェイナスが苦笑する。


「〈真の名〉？」


　アッシュは眉まゆをひそめながら、ジェイナスの言葉を反はん芻すうした。


「〈真の名〉っていうのは、召喚術を使うのに欠かせないものなの。モノの本質を表す名前であり、この世に存在するすべてのものが持っていて、普通の人間には存在することすら理解できない言葉なのよ。この〈真の名〉を他人に知られると、その人に逆らえなくなるのよ」


　自分の学ぶ魔法だからだろう。ルファがアッシュに向かって言った。


「……よくわからない」


「例えば、アッシュにはアッシュって名前以外にも別の名前があるの。それが〈真の名〉。〈真の名〉は本来アッシュ自身しか知らない名前なんだけど、これを召喚術師である私が知ってしまうと、アッシュは私に逆らえなくなるの」


「ますますわからなくなった」


　少し恥はずかしそうに、ルファは頰ほおを搔かいた。


「ごめんね。実は私もよくわかっていないの。今のは授業で習ったことをそのまま言っているだけ。それに、人間には〈真の名〉がいまだ発見されていないって言われているぐらいだから、実感ないわよね」


　うーんっと悩んだ後、ルファは思いついたように言う。


「そうね。私の考えだけど。〈真の名〉っていうのを運命とか未来って言いい換かえてもいいのかもしれないわ。アッシュにはアッシュの、私には私の運命とか未来があって、召喚術師は他人の運命や未来を自分のものにしてしまう……」


「他人の未来を自分のものに？」


　言葉にすれば簡単なことだが、本当にそうならゾッとする。


「そう。だからこそ、召喚術師は誠実でなければいけないのよ」


　心の底から思っているのだろう。ルファはきっぱりと言い切った。


（ルファらしいな）


　アッシュは眩まぶしい物を見るような気持ちで、ルファを眺ながめた。


「ルファ君は個性的な意見を持っていますね。いやはや、若者の発想力にはいつも驚おどろかされてばかりです」


　紅茶の入ったポットを持って、ジェイナスが会話に混じってくる。


「〈真の名〉ってめちゃくちゃすごいものなんだな」


「その通りです。そして、その〈真の名〉を理解できる人間はごく一部だけです。普通、〈真の名〉とは人間が理解できるものではありませんからね。言葉にも文字にもできないことを、理解するほうが難しいでしょう？」


「ふーん。じゃあ、召喚術師はどうやって〈真の名〉を使ってるんだ？」


「私たちは感覚で理解できるのよ。ほら、算術とかでたまにあるじゃない。過程はわからないけど、答えがわかるみたいな感じ。というか、それ以外で〈真の名〉を使える人間はいないわ」


　そんなもんかと、アッシュは他ひ人と事ごとのように理解した。


「それに、〈真の名〉をつかむことができる人間でも、その人個人では召喚術を使えません」


「は？　どういうことだ？　〈真の名〉がつかめると、使える魔法なんじゃないのか？」


「それは違ちがうのよ。そこがまぁ、他の魔法と召喚術の違いなんだけどね」


「キミは前世魔法について知っていますか？」


　ともすれば相手をばかにしているような言葉だ。


　だが、ジェイナスのやわらかい雰ふん囲い気きがそうさせるのか、アッシュはなんの苛いら立だちも感じず素直に首を横に振った。


「千年以上昔の魔法だってことはきいたことがある。けど、それだけだ」


「うん。十分です」


　ジェイナスは朗らかに笑った。


　その笑顔は、夜を優しく照らす月のようにやわらかだ。


「千年前に起こった元素の嵐エレメンタル・ストーム。この災さい厄やくはこの世界を全然違う世界に作り変えました。ですから、今この世界にいる人たちはこの世界に適した体になっています。だから、千年前の魔ま法ほうを使うことが本来できないはずなのです」


　さすがは錬金魔法だけではなく、歴史も教えている教師といったところか。伝承を交えたジェイナスの話に、アッシュは興味を惹ひかれた。


「使うことができないって……でも、実際に召喚術師はいるんだろ？　ルファも召喚術師だし、どういうことだ？」


「それはね、私も含ふくめた召喚術師の人は、千年前の人の力を使っているからなの」


「は？」


　ルファの飛ひ躍やくした抽ちゆう象しよう的な言い方に、アッシュは頭の中が疑ぎ問もん符ふでいっぱいになる。これでは逆にわかりにくいと、ジェイナスが苦笑した。


「簡単に言えば、召喚術を使う前にある行動が必要になるんです。その行動を行うことで、その人の体は千年前、つまり元素の嵐が起こるより前の世界と繫つながることができるんです」


　三人分のカップを用意し、お茶を配りながら、ジェイナスが言った。


「この行動というのが、先祖の魂たましいを体に宿すことなのです。先祖の魂の〈真の名〉を摑つかみ、まずこの魂を自らの身体からだに召喚するのです」


「魂たましいを身体に召しよう喚かんする？」


「はい。召喚術は身体に宿った先祖の魂が行います。つまり、正確に言えば召喚術師が召喚術を使うのではなく、先祖の魂に使ってもらっているんです」


「それが、千年前の世界と繫つながる方法なのか……」


　アッシュはジェイナスの言葉に違い和わ感かんを覚える。


「っと、ちょっと待ってくれ。そういえば、人間の〈真の名〉は発見されていないんじゃなかったのか？」


「そうですね。正確には生きている人間の〈真の名〉は発見されていない、と言えばわかりやすいのでしょうか。死んだ人は魂だけの存在となり、生きているときと〈真の名〉が変わってしまうのです」


　例えば、とジェイナスは続けた。


「今キミが持っているカップ。それが割れてしまったとしましょう。そうすると、それはカップではなく、割れたカップになりますよね？　そうすると、本来のカップの〈真の名〉が割れたカップの〈真の名〉に変わってしまうのです。本来あるはずのものがなくなることで〈真の名〉の一部もなくなってしまう、と思えばわかりやすいかもしれませんね」


「あー、つまり、割れる前のカップの〈真の名〉が『カップ』だとすると、割れたあとの〈真の名〉が『カ』だけになるってことか？」


「その通りです。……面白い表現ですね。今度からそうやって生徒に説明しましょう」


　ジェイナスはできのいい生徒を見るような目をアッシュに向け、楽しそうに笑い声をあげた。


「一応補足しておきますと、普通は割れた程度では〈真の名〉は変わりません。命という大きなものを失ってはじめて、〈真の名〉が変わります。それと、魂だけとはいえ、やはり人間の〈真の名〉を摑むのは難しく、自分と近しい人……つまり、血けつ縁えん関係のある先祖の魂しか呼び出せないようです」


「この呼び出した先祖の魂によって、召喚できる魔物も変わってきたりするのよ。つまり、優ゆう秀しゆうなご先祖様がいれば、それだけで優秀な召喚術師になれる可能性があるの」


「その点ルファ君は将来有望ですね。優秀な召喚術師の血縁であると聞いていますよ」


「うっ……どれだけ優秀なご先祖様がいたって、私が使いこなせなきゃ意味がありません。とてもじゃないけどご先祖様の魂を制せい御ぎよできませんよ」


「ふーん……だいたいはわかった。俺には無理そうだな。〈真の名〉とか難しそうなもん、全然理解できない」


　アッシュはようやく納得し、ジェイナスの淹いれたお茶に口をつける。


「それは才能としかいいようがありません。ですが、世の中には便利なものもあるようですよ」


　そう言って、ジェイナスは机の引き出しから、一冊の本を取り出した。


　古びたその本は、金属製の鍵かぎで厳重に閉じられていた。


「これは、封ふう印いんの書と呼ばれる魔法の本です。この本自体にある召喚術師の魂の〈真の名〉が刻まれており、だれでも召喚術が使えるようになります」


「え？　そんなのがあるのか？」


　アッシュは驚きと共に、封印の書を見つめた。その名前通り、鍵をかけられたその本は、なんとなくアッシュの大たい剣けんの封印を思い出させた。


「はい。僕が昔手に入れたものですが……とても僕が扱あつかえる代物ではなかったので、使わずに置いています。危険な物ですから、魔法学園で管理してもらおうと思っていたのですが……どうにも手放せなくって」


　そう言いながら、ジェイナスは封印の書に目線を落とした。


「この本には、とある召喚術師の〈真の名〉と一いつ緒しよに、今は失われた魔物の〈真の名〉も書かれています」


「失われた魔物？　それってなんだ？」


「そうですね。大小さまざまな魔物が書かれていますが、その多くは精せい霊れいと呼ばれる種族たちです」


「──ッ!?」


　突とつ然ぜん出てきた名めい称しように、アッシュは不意打ちを受けた。


　精霊という単語をきいただけで、過去の記き憶おくが蘇よみがえってくる。


　両手が一気に沸ふつ騰とうし、頭がくらくらする。


　動どう悸きは全力疾しつ走そうをしたあとのように激しくなり、冷ひや汗あせが全身から噴ふき出した。


「ほとんどの精せい霊れいは元素の嵐エレメンタル・ストーム以降この世界から姿を消し、精霊界に帰ったと言われていますが……ん？　顔色が優れないようですが、どうかしましたか？」


「……い、いや。なんでもない」


　ジェイナスとの距きよ離りは変わっていないのに、どこか遠くからきこえてくるようだ。


「その本には、どこまでの精霊の〈真の名〉が書かれているんだ？」


　アッシュはだれにも悟さとられぬよう、必死でなんでもない風を装いながら、口を開く。


「どこまで、と言われればどこまでも、と答えるしかありません。存在が確認されている精霊であればですが」


　とはいえ、とジェイナスは付け加えた。


「この本はとても危険な物です。だれでも召喚術が使える。だからこそ、だれも使えないんです」


「どういう、意味だよ」


　アッシュは答えをはぐらかすようなジェイナスの物言いに、焦じれた。睨むようにしてジェイナスを見る。


「この本に書かれている精霊たちは、とても強い。その精霊を召喚せしめる力を持った召喚術師の魂を身体に宿せる人物など、ほとんどいません」


　その言葉を聞いて、アッシュは一度ルファを見た。


「私には無理よ」


「ルファ君だけじゃありません。この学園にいるだれもが無理でしょう」


「そうか……」


　アッシュはがっくりと肩かたを落とした。


　もしかすれば、村を焼やき払はらった精霊と出会えるかもしれない。その期待は、あっさりと裏切られた。


「そんなに召喚術が使いたかったのですか？」


　ジェイナスに問われ、アッシュは慌あわてた。


「いや、興味があっただけだ。なんていうか、やっぱり俺には無理っぽいな。先祖とはいえ他人の魂を体に入れるとか、絶対いやだ」


　ジェイナスは微笑ほほえみを浮うかべ、アッシュを見ていた。


「それにしてもあんた、召しよう喚かん術じゆつ師じゃないっていうわりに詳くわしいな」


　アッシュは小さく深呼吸をして、意識をジェイナスとの話に集中させる。その横でルファが心配そうな表情でアッシュを見ていることにも気づかない。


「僕は興味があることは調べずにはいられないたちですから。それに、若かった頃ころは召喚術師になりたかったんですよ。まぁ、僕には向いていませんでしたが……封印の書をいまだ女め々めしく持ち続けてるのも、それが理由なんです」


　ジェイナスも椅い子すに座り、研究室にお茶会のような空気が流れる。ジェイナスは机の上で毛づくろいをするバンクを指差した。


「バンクは召喚術を目指していた頃に、ルファ君のお父上からいただいたんです」


「義父さんから？」


　アッシュの驚きに、ジェイナスは「おや？」といった表情を浮かべた。ルファがこの部屋を訪ねてきた目的を思い出し、慌あわてて立ち上がる。


「先生、紹しよう介かいが遅おくれました。彼は私の弟のアッシュです」


「あぁ！　キミがアッシュ君ですか!?　いやぁ、ルファ君から話はきいていますよ。なんでも、ルファ君が手紙を書いてもなかなか返事を送ってこないそうじゃないですか」


「ちょ、ちょっと先生!?」


　赤い顔をしたルファが悲鳴に近い声をあげた。


「それで、アッシュ君はルファ君を追いかけて魔法学園に？　いやぁ、やはり仲がいいのですね」


「ち、違います!?」


　反射的に思わず否定を口にしたルファは、誤解を与あたえてしまったのではないかと慌て始める。


「──あっ、べ、別に仲が悪いわけじゃなくて、むしろすっごくいいんだけど……ってそういうことじゃないんです！」


　もはや自分が何を言っているのかわからなくなったルファは、八つ当たり気味にアッシュの横っ腹を肘ひじで突つっついた。


　ようやく自身の目的を思い出したアッシュは、弾はじかれたように立ち上がり、思いっきり頭を下げた。


「悪い。魔法学園の紹介状を書いてもらったのに、あいさつにくるのが遅れてしまった。アッシュだ」


「これはこれはご丁てい寧ねいに。そんなこと、気にしなくてもよかったんですよ。キミたちのお父さんには、冒ぼう険けん者しや時代にお世話になりましたからね」


　そう言って朗らかに笑うジェイナス。アッシュは、冒険中義父とジェイナスがどんな会話をしていたのかまったく想像できなかった。


「なにはともあれ、アッシュ君。ようこそ、魔法学園へ。君を歓かん迎げいさせてもらいます」


　うれしそうに身を乗り出し、アッシュに握あく手しゆを求めてくるジェイナス。


「あぁ、俺のほうこそよろしく頼たのむ」


　アッシュはジェイナスの手を硬かたく握にぎり返した。





　翌日から、アッシュの学園生活が始まった。


　日がようやく昇のぼり始めた時間帯に、アッシュは学び舎の一室にいた。そこは烙らく印いん魔ま法ほう科一回生の教室だ。


　四角い部屋の中に、多くの机と椅子が等とう間かん隔かくに並べられており、ひとつひとつに黒の制服を身に纏まとった人物が座っている。中にはパッフェルもおり、アッシュに気づいてうれしそうに手を振ふってきた。


　十成五　歳人を迎むかえたばかりの若者が多いが、中には二は十た歳ちを超こえているであろう人物もちらほら見かけられる。


　アッシュも黒い制服に身を包み、教室の机に座っていた。


　これからなにが起こるのか、アッシュは知らされていなかった。


　キョロキョロと所在なさげに教室の中を見み渡わたし、手て持もち無ぶ沙さ汰たになって腰こしの剣や机に立てかけている大剣を触さわる。


　一番後ろの机に座っていたアッシュを、時折他の生徒たちがチラチラと振ふり返かえってくる。やはり剣を持つアッシュが珍めずらしいのだろう。


　しばらくして、教室の中にレムが入ってきた。


　この日のレムはなぜかメガネをかけていた。


　教室の正面にある黒板の前に堂々と立ち、皆みんなの視線を一いつ斉せいに集める。


「珍しく全員いるな？　では、授業をはじめる」


（授業？　そういえば、ルファが何回か言っていたな）


　授業という単語には、聞き覚えがあった。だが、内容までは聞いていない。なにをするのだろうと、アッシュは好こう奇き心しんからレムの言葉に耳を傾かたむけた。


「今日教えるのは、烙らく印いんの刻み方だ。まず、最初に覚えなければならないのは、自分の身体からだに烙印を刻むことは難しいということだ。お前たちも一度は経験したはずだが、烙印を刻まれる者は激痛を感じるからな。痛みで手元が狂くるい、形が崩くずれれば望んだ効果を発揮しない。それでは、貴重な材料を浪ろう費ひするだけで、なんの意味もない」


　烙印を身体に刻んだことがないアッシュは、「そういうものなのか」という感想しか浮かばなかった。


　だが、周りの人物の中にはしきりにうなずいている者もいれば、真しん剣けんな表情でレムの言葉を紙に書き取っている者もいた。


「烙印は他人に刻んでもらえ。彫ほり士しの腕うでがよければよいほど、烙印の力は増す。続いて、烙印を刻む際に使用する材料だが、これの調達が非常に難しい。有名所なら、ミェルニの樹皮か。あれも決して悪い材料ではないのだが、魔ま力りよくの蓄ちく積せきに難があるからな。加工しにくいのも、難点の一つだ」


　アッシュは徐じよ々じよに眉まゆをひそめつつあった。


　会話の流れや名前から、彫士が烙印を刻む人のことなのだろうという想像はついた。


　だが、ミェルニの樹皮など名前すらはじめて聞く。


　アッシュ以外疑問を感じているそぶりは見せていない。


　つまり、レムの言っていることは烙らく印いん魔ま導どう師しを志す者にとっては、知っていて当然のことなのだ。
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　アッシュを置いてけぼりにしたまま、レムの話は続く。


「では、比ひ較かく的てき手に入れやすい材料のある場所を書いておこう。重要だからな、しっかり覚えておけ」


　これが、アッシュの致ち命めい傷しようになった。


　レムは小さな自分の身体を補うため、踏ふみ台だいを用意し、黒板に真っ白のろう石で文字を書かき綴つづる。


　黒板に書かれたこと。その中に、アッシュには読めない文章が多々あったのだ。


　もともと田舎いなかで暮らし、剣の稽けい古こに明け暮れていたアッシュは、あまり文学と親しみがなかった。


　一ヶ月に一度は届くルファの手紙に返事を返さなかったのは、生来のいい加減な性格もさることながら、文字を書くことになれていなかったという要因が大きい。ルファがまだ実家にいた頃は、たまに教えてもらっていた。だが、そんな勉強より、アッシュの興味はもっぱら剣に向けられていた。


　単語は読めても、文章が書けない。


　魔法学園において、それは致命傷だった。


　レムの授業が終わり、アッシュはどうしようかと悩なやんだ。


（文字を勉強する必要がある。でもどうやって？）


　そう考えているアッシュの首根っこをレムが摑つかんだ。


「さぁ、アッシュ。次は訓練の時間だが……今日のお前は特別メニューだ」


「あん？　特別メニューって──ごふっ!?」


　聞き返すより早く、レムの拳こぶしがアッシュの腹部にめり込んだ。


　アッシュの視界が暗転し、そのまま床に倒たおれ込みそうになる。


「うむ。パッフェル」


　レムは倒れるアッシュの身体を抱だきとめて、パッフェルを呼びつけた。


　アッシュをパッフェルに引ひき渡わたし、レムは言った。


「アッシュをわたしの部屋へ。魔力検査を行う」


「れ、例のあれですか……」


　レムの言葉を受けて、パッフェルが気の毒そうな目をアッシュに向けた。





　アッシュは寝ね心地ごこちの悪さを感じ、目を覚ました。


　最初に見えたのは、見慣れぬ天てん井じようだった。


　そして鼻をつくのは、嗅かぎなれた鉄の匂においだ。


「目を覚ましたか。調子はどうだ？」


「……最悪だ」


　殴なぐられた腹部が痛く、身体が鉛なまりのように重い。


　アッシュは身体を動かすのが億おつ劫くうで、視線だけで部屋の中を歩く。


　簡素な部屋だった。


　今アッシュが寝かされているベッドを含ふくめ、家具が全体的に小さく作られており、部屋のいたるところに剣けんや槍やり、斧おのに鈍どん器きなどさまざまな武器が並べられている。それらの武器は、よく使い込まれており手入れも行き届いていた。


　レムの部屋には、彼女にとって必要最低限の物しか置かれていない。


　余分と思えるものは、なぜか暖だん炉ろ近くで干されている、一着の黒い男用の制服ぐらいだ。教師であり、女性であるレムには必要のないものだろう。


　レムは部屋の中心に置かれた小さな机に腰こし掛かけ、肘をつきながらアッシュを見ていた。


「それならばいい。痛みがあるのは、生きている証しよう拠こだ」


　少し笑みすら含ませたレムの声に、アッシュは眉を寄せた。


「っていうか、なんで俺はいきなり殴られたんだ？」


「理由か？　ちょっとした検査を行おうと思ってな」


　アッシュはわけもわからず、目を白黒させた。


　そのとき腕に違い和わ感かんを覚え、アッシュは視線を上げる。


　ベッドの枕まくら元もとに自分の腕が縛しばり付けられていた。


「……は？」


「さて、アッシュ。わたしは今これ以上ないほどの喜びに満ちている。なぜだかわかるか？」


　レムが立ち上がり、うれしそうな表情を見せる。


　どう見ても少女にしか見えないレムの笑顔は、万人に対して幸せな気持ちを植え付けそうだ。


　だが、今のアッシュには、その笑みが凄せい惨さんなものに見えた。


　ギラリとレムの両目が怪あやしく光った。


「入園試験の際、お前はパッフェルに勝った。パッフェルは半年とはいえ、わたしの訓練を受けた生徒だ。それに、学園に入園する前は、傭よう兵へいとして活かつ躍やくしていた実績もある。そのパッフェルを負かしたこの逸いつ材ざいを、これからどう調教していくか、わたしは楽しみで仕方ない」


「ちょっと待ってくれ!?　あ、あんたは何を言っているんだ？」


　アッシュは必死で縛られた腕を振り解ほどこうと、身じろぎをした。そのたびに腕を縛る丈じよう夫ぶな縄なわはアッシュの意志とは逆に、より深く食い込んでいく。


「あぁ、言葉が悪かったな。教育だ。お前はわたしの生徒だ。教師が生徒を教育するのは、当然のことだろ？」


　わざといい間ま違ちがえたのだろう。レムは楽しそうに笑っている。


　レムが枕まくらもとに立つ。


　アッシュは怯おびえた目を向けたが、レムはまったく意に介かいさずアッシュの身体を舐なめるように見下ろした。


　レムの表情は、完全に餌えさを前にした獰どう猛もうな獣けもの。アッシュはただこれから自分の身に起こる悲劇を予感し、身体を震ふるわせるしかない。


「ほぅ、流石さすがはあいつの息子むすこというわけか。よく鍛きたえられた美しい身体だ」


　満足そうにうなずいて、レムはアッシュの胸元に小さく細い指を這はわせる。アッシュの背筋をぞくりとした快感が走り抜ぬけた。


　未知の感覚に身体を震わせるアッシュは、吸い込まれるように視線をレムの指へ。


　そこでようやく気づく。


　アッシュは今、下着すら身に着けていなかった。体の痛みに、通常の感覚が麻ま痺ひしていたのだ。


「なっ!?　え？」


　あまりのことに思考が追いついてこない。それでも、反射的に服を探した。


「あっ、ああぁぁぁぁぁ！」


　思わず絶ぜつ叫きようした。暖炉のそばに干されていた制服はアッシュの物だったのだ。


「ククッ、無ぶ粋すいで邪じや魔まな服は先に脱ぬがしておいてやったぞ。手間が省けてよいだろう？」


「て、手間とかそういう問題じゃないだろ!?」


　子供みたいだとはいえ、異性に下半身を露ろ出しゆつするなど、アッシュは考えたこともなかった。


　アッシュは火が出そうなほど顔を赤く染める。顔を覆おおいたくても、両手が縛られており、それもままならない。


「では、はじめようか」


　調理される前の魚の気分を味わっているアッシュに、レムが楽しそうな声をかけた。


「は、はじめるって、なにをする気だ？」


「お前の身体からだを調べる。わたしはそちらの方も優ゆう秀しゆうだ。だから、安心して身を任せてほしい」


　レムの影かげが部屋を照らす光をさえぎった。


　アッシュは動けない。


　義父であるガルークルにさまざまな戦い方を教え込まれた。まさに血を吐はくような訓練を繰くり返かえし、腕を磨みがいてきた。


　だが、その日々はこのような状じよう況きようを想定していなかった。


　アッシュは泣なき叫さけぶ少女のように、目に涙なみだを溜ためて首を振ふることしかできない。


「や、やめ……ろ」


　アッシュの身体に、レムがそっと手を置いた。


　レムはそのままさわさわと優しくアッシュの二にの腕うでを撫なでる。


　レムの手はそのままドンドン下へと降りていった。


「ふむ。相当無茶な訓練をつんできたな。骨格がガタガタだ。お前の身体の成長が遅おそいのも、これが原因だろう」


　羞しゆう恥ちに全身を赤く染めるアッシュに、レムはそんな言葉をもらした。


「……は？」


「寝たままでは腕と足を直すのが限界か……少し我が慢まんしろ」


　そう言うとレムは身を乗り出し、アッシュの右みぎ腕うでに自らの両りよう腕うでを巻きつけた。


　そして、「ふっ」とレムが呼気を発した瞬しゆん間かん。


　──バキッ。


　骨が砕くだけるような音がアッシュの腕から鳴った。


「いっ、いてぇぇ！」


　アッシュの右腕に激痛が走った。目がちかちかし、まるで星が瞬またたいているような錯さつ覚かくを覚える。


「右手はハマったな。しばらく動かしづらいかもしれないが、我慢してくれ。今のお前は、骨格が歪ゆがんだ状態に身体が慣れてしまっている……次は左ひだり腕うでか」


　レムはアッシュの身体を順番に整えていく。レムの呼気が漏もれるたび、アッシュの口からは叫さけび声ごえが上がった。


「ふむ。では次だな」


「……ま、まだやるのか？」


　両手両足の整身体が終わったときには、アッシュの頭から羞しゆう恥ち心しんという言葉はなくなっていた。身体中から激痛が走り、そんなことを考えている余よ裕ゆうがなくなったからだ。


「整身体はまた今度だ。一気にやってしまってもいいのだが、それでは身体の負担が大き過ぎるだろう。今度は、お前の烙らく印いんを本格的に調べて視る」


　そう言うと、レムは突とつ然ぜん目を閉じ精神を集中し始めた。


「〝魔力探知の烙印サーチ・マジツク〟発動」


　瞬間、目ま蓋ぶたを閉じているレムの右目が光を放ち始めた。レムが目を開いたとき、眼球に烙印が現れていた。縦棒に斜ななめの線二本を付け加えたような形が、レムの大きな瞳ひとみに浮うかんでいる。


「それは？」


「ん？　あぁ、この烙印か。これは、魔力を探知することができる烙印だ。普ふ通つうは目に刻む烙印ではないのだがな。だが、そのおかげで人の魔力を視ることができる」


　レムは一度そこで言葉を切った。


「多くの場合は、対たい峙じした相手の使う魔ま法ほうを識別することに使う。その中でももっとも見つけやすいのが、烙らく印いん魔ま法ほうだ。烙印はそれ自体が魔力を持っているからな。この烙印を使えば隠かくされた烙印でも視ることができる」


「隠された烙印ってなんだ？」


「合言葉キーワードを唱えるまで、目に見えない工夫をされた烙印のことだ。これには特別な染料を使う。例えば、わたしの右目は先ほどまでお前と変わらなかったはずだ。でも、合言葉を唱えた今は違ちがう。烙印魔法は、その烙印の形でどんな効果を発揮するのかわかってしまうからな。知能を持った生物と戦うときには、こういった工夫も必要になってくる」


　レムは烙印の浮かんだ右目を使って、改めてアッシュの身体を見下ろした。


「ふむ。やはりな……」


　レムは確信に満ちた声をあげた。


「最初にお前を見たときから感じていたが、恐おそろしく強力な魔力だな。身体の隅すみ々ずみまで、烙印の魔力に染まっている……これだと、どこに刻まれているのかわからないな」


　ぶつぶつと独り言を言って、レムは溜ため息いきをついた。アッシュはレムの呟つぶやきの意味がわからない。それを聞く前に言うことがあった。


「な、なぁ、逃にげないから先に縄を外してくれないか？」


「そうか。では、約束だ。すぐに縄を解くから、大人しくしていてくれ」


「……思ったんだが、なんで縄をかける必要があったんだ？」


「ん？　あぁ、それはな。なぜかわたしが身体からだを調べようとすると暴れる生徒が多いんだ。それも男子生徒ばかり。お前も最初は暴れていたじゃないか。その防止だ」


（そりゃ、全ぜん裸らにされた挙句、身体中見られたら暴れたくもなる）


　アッシュは心の中で毒づいた。レムが言っていた「身体を調べる」とは、文字通りの意味だったのだ。


　レムは縄を解こうと、視線を手に向けた。


「──ん？」


　アッシュの両手から淡あわい光が放たれているのを見つける。


「どうした？」


　急に表情を変えたレムに違和感を覚え、アッシュは声を上げた。


「少し待って……なんだ、これは」


　レムはアッシュの手を取り、まじまじと見つめた。


「見たことがない形だが……これは、烙印か？」


　右手の手のひらに、七つの点が不規則に刻まれている。線で繫つなげると歪んだ杖つえのようにも見える。


　七つの点ひとつひとつが別々の魔力を持っており、強力な魔力が放たれていた。


　それとまったく同じものが、アッシュの左手にもあった。


　ふたつともまったく同じ形で同じ大きさ。このような烙印は、レムの記き憶おくの中になかった。どのような効果を発揮するのかもわからない。


「アッシュ。ジェイナスとルファからきいたが、お前は魔法を習ったことはないのだな？」


「……ん？　そうだけど」


　問われた意味がわからず、アッシュは気の抜けた返事を返した。


　無表情なレムだが、どこか焦あせっているようにアッシュは感じた。事実、アッシュの直感は当っていた。


　このとき、レムはアッシュの両手に刻まれている烙印を見て、戦せん慄りつしていた。


「アッシュはまだ十五歳だったな。身体が衰おとろえるまで、少し時間がある。その間にどうにかしなくては……」


「お、おい？」


　ぶつぶつと小さな声で独り言を呟くレムに、アッシュは何度か声をかけた。


「おい!?」


　レムの無反応に焦じれ、アッシュは大声を上げた。


「ん？　あ、あぁ、すまない。すこし呆ほうけていた」


「いい加減縄なわを解いてくれ！」


「そうだったな」


　アッシュに言われ、ようやく思い出したのか、レムは両手の縄を解いた。


　ようやくベッドに縛しばりつけられた状態から解放されたアッシュは、シーツで身体を隠しながら暖だん炉ろ近くにある制服を手に取った。


　その間、レムはずっとなにかを考えこんでいるようだ。


　思考を邪魔することに気が引けたが、アッシュはこの機会に、学園を訪れてからずっと気になっていたことをレムに問う。


「なぁ先生。この学園で武器を使う人っていないのか？」


　はじめてパッフェルと会ったとき、学園を訪れたとき、大たい剣けんに対して過か剰じような反応を示された。それがアッシュには抜ぬけない棘とげのようにずっと引っかかっていた。


　声をかけられ、レムは考えるのをやめた。そして、アッシュの質問に答える。


「いないことはない。生徒の中には武器を持っている者もいる。とはいえ、本当の意味で武器を使える者はいないがな」


「どういうことだ？」


「簡単なことだ。彼らにとって、武器とはあくまでも予備なのだ。自身が使う魔法。その最大の武器が万が一使えなくなったときを想定し、護身用として持ち歩く程度なんだよ。お前のように身体と技を鍛きたえるようなことはしない」


　そして、とレムは付け加える。


「それは烙らく印いん魔ま導どう師しであっても変わらない。魔ま法ほう使つかいにとって鍛えるべきは武器の腕ではなく、魔法を使う技術だからな。烙印魔法とは他者に悪あく影えい響きようを与あたえる魔法だ。入園試験の際、お前がパッフェルに使われた〝恐テ怖ラのー手・のハ烙ン印ド〟はもとより、〝死点の烙印デツド・ホール〟や〝生気吸収の烙印エナジー・ドレイン〟などさまざまなものがある」


　服を着たアッシュに椅い子すを勧すすめながら、レムは言う。


「烙印魔法の最大の利点は、その発動の早さにある。烙印自体が魔法だからな。他の魔法と違って詠えい唱しようが必要ない。簡単な合言葉キーワードを口にするだけでいい」


「それなら、烙印魔法が一番強いってことか？」


　相手よりも先に攻こう撃げきできる。これがどれほど大きなアドバンテージになるか、剣を持つアッシュは知っている。


「そうとも言えない。逆に、弱点もそこにあるからな。身体に刻んでいない烙印魔法は絶対に使うことができない。つまり、状じよう況きようの変化に対応しきれない場合もあるということだ。さて、なぜ烙印魔導師が武器を使わないかだが。これは実に簡単な理由だ」


「簡単な理由？」


「うむ。烙印魔法は能動的にしろ受動的にしろ、なんらかの行動が引き金となって、魔法の効果が現れる。受動的は入園試験の際にお前が実際に体験しただろう？　〝恐怖の手の烙印〟は相手の攻撃する意思に反応する。つまり、お前が攻撃しようとしたから〝恐怖の手の烙印〟は効果を発揮した。お前が攻撃しなければ、何の影えい響きようもなかったはずだ」


「それが、武器を使わない理由なのか？　〝恐怖の手の烙印〟を使うと片手がなくなって不便だから？」


「違う。片手で使える武器など、この世には腐くさるほどある。お前の使う細身の剣も、片手で使えるだろう？　最大の理由は、能動的な場合だ。大半の能動的な烙印魔法の使い方はシンプルだ。自身の烙印を他者に触ふれさせればいい」


「どういうことだ？」


「簡単だ。烙印で相手をぶん殴なぐればいい」


「……は？」


「なんだ？　殴るという意味もわからないのか？」


「ち、違う！」


「まぁ、殴るというのも拳こぶしに烙印を刻んでいればの話だ。足なら蹴ける。頭なら頭ず突つきだな。ようは、烙印を刻んでいる身体の部位を、相手にぶつける必要がある。つまり、烙印魔導師が格かく闘とう術じゆつを鍛えるのは、結局烙印を相手にたたき込む技術を上げているだけにすぎない」


　レムはそこで一度言葉を切った。


「さて、烙印魔導師が武器を使わない理由がわかったか？」


「……武器じゃ、烙印魔法を使えないから」


「うむ。その通りだ。よく理解したな」


　満足そうにうなずいて、レムはほほえんだ。


「これだけ聞かされたら、子供でもわかるだろ」


　突とつ然ぜんのできごとに、アッシュは少しだけ顔を赤くして目線をそらす。


「アッシュ。当然だが、お前にはこれから烙印魔法を覚えてもらうことになる」


　一度はそらしたアッシュの瞳ひとみが、再びレムの方を向く。その目にはありありと驚おどろきが含ふくまれていた。


「つまり、俺に剣を捨てろってことか？」


　その言葉を口にして、アッシュの中に言いようのない憤いきどおりが浮うかぶ。


「──くそっ!?　ふざけんなよ!?」


「落ち着け。そうは言っていない」


　声を荒あらげ、立ち上がろうとしたアッシュの額に、レムの指が突つきつけられた。


　まるで気配を感じなかった。


　アッシュはまだ中ちゆう腰ごしだ。その動きようがないこの状況で、もしレムがナイフと殺意を持っていたならアッシュはすでに死んでいる。


「アッシュ。お前はもう少し気を配れ。隙すきが多すぎる」


　そのまま額を人差し指で押され、アッシュは再び椅子に座った。


「あと、お前は周りが見えてなさすぎる。ここはわたしの私室だ。なにがある？」


　言われてから、ようやくアッシュは周りを見み渡わたした。


　そこにあるのは、大小さまざまな使い込まれた武器たちだ。


「わかったか？　なにも、烙印魔導師は武器が使えないわけではない。ただ、非効率だと言われているだけだ。剣で斬きるより、烙らく印いんが刻まれた拳で殴った方が単純に強いからな。まぁ、わたしは武器があろうがなかろうがあまり関係ないが、お前に教えられることは多くある」


　隙のない立たち振ふる舞まい。


　そして、それを裏付ける学園で教師をつとめているという事実。


　アッシュは少し尊敬の念を持って、レムを見た。


　だが、尊敬の念を持ちつつも、アッシュの心の中には暗い感情もあった。


　強くなり、烙印魔導師の高みを目指せば、いつか剣を捨てる日がくる。レムの言葉は、アッシュにそう思わせていたからだ。


　アッシュの心のうちを読んだのだろうか。レムがにやりと口くちの端はしを持ち上げた。


「それにだアッシュ。お前は七しち星せい魔ま導どう師しを知っているか？」


「いや……誰だれだそれ？」


「これは驚いた……ガルークルにあきれたことは多々あるが、これほどとは」


　レムは一度悩なやましげに眉まゆを寄せた。


「いいかアッシュ。七星魔導師というのは、この世界を救ったと言われている英えい雄ゆうだ。伝承を元にした仮説でしかないが、七人の魔法使いが世界を崩ほう壊かいへと導いた四人の王を倒たおしたとされている。そして、王を倒した七星魔導師たちは、現在我々が使っている魔ま法ほう、現世魔法や前世魔法を世界に伝え、その土台を作ったと言われている」


「そいつらが、どうかしたのか？」


「ある意味、お前は無関係ではないのだがな」


「あん？」


「お前はガルークルの子なのだろう？　ならば、お前の血には七星魔導師の血が流れていることになる」


「……」


　アッシュは複雑な気持ちになった。


　確かにアッシュはガルークルの子供だ。だが、実子であるルファと違ちがい、血が繫がっているわけではない。


　レムは突とつ然ぜん微び妙みような表情になったアッシュを見て、首をかしげた。


「ん？　どうかしたか？」


　アッシュは少し考えて、口を開いた。


「いや、なんでもない」


　隠かくすことでもないのだが、積極的に説明する理由もないとアッシュは思った。


「そういう風には見えないが、まぁいい。その七星烙印魔導師は、巨きよ大だいな剣を振ふるい四人の王を倒したとある。つまり、烙印魔導師の源流は武器を使っていたということだ。まぁ、伝承の中の話だがな」


「つまり、俺にも烙らく印いん魔ま法ほうは使えるってことか？　剣を捨てずに」


「その通りだ。わたしがお前に教えてやる」


　自分よりも年下に見えるレムに、まっすぐ見つめられアッシュは少し複雑な気持ちになる。


「まぁ、拒きよ否ひしたところで、お前はすでにわたしの生徒だ。逃にがしはしないさ」


　いっそすがすがしいほどに、レムは言い切った。





　アッシュが魔法学園に入園して、一ヶ月が経った。


　いつも通りの時間にアッシュは烙印魔法科の教室へとやってきた。


　特に指定席があるわけでもないため、教室の隅すみに陣じん取どる。


　そして、アッシュは大剣を近くの壁かべに立てかけ、本を三冊取り出した。


　赤い表紙の本には、『英雄・七星魔導師』というタイトルがつけられている。そして、それの倍以上ページのある青い表紙の本は辞書。黒い表紙の本には、びっしりと雑で拙つたない文字が手書きで書き込まれている。


　アッシュは七星魔導師の伝説や歴史が書かれた本を写本しながら、単語一つ一つを辞書で調べていく。そして、その単語の意味と形を覚えるまで書き連ねていくのだ。


　地道で地味な文字勉強。


　ゆっくりとしたペースで、アッシュは写本の作業を進めていた。


　この本を選んだのは、レムの言葉があってのことだ。


　世界最初の烙印魔導師であり、武器を使ったとされる七星烙印魔導師。


　この人物の人となりに、アッシュは興味を持った。


「なにやってんの？」


　声をかけられ、アッシュは本から顔を上げた。


　すると目の前に、ベルモンドの姿があった。


「見ての通りだ」


　アッシュはぶっきらぼうに言い放ち、再び視線を本に戻もどした。


「そこ、間ま違ちがえているぜ」


　ベルモンドが太くてごつい指先を、アッシュの本の上に落とした。


　指し摘てきされ、自分の書いた文章を見る。すると、一つの単語のつづりが間違っていた。


「む……本当だ」


　アッシュは間違っていた単語にバツをいれ、改めて正しいつづりを書き込んだ。


「純じゆん粋すいに文字を覚えるなら、こういう小説みたいなのは避さけておいたほうがいいぜ。小説は比ひ喩ゆや誇こ大だいな表現が使われているから、わかりにくいだろ？　オレも学園に入園する前に、お前と同じようなことをしたんだ。だから、見ていられなくてな」


　ベルモンドの指摘は正しい。辞書をひけばひくほど、わからなくなる文章は多々あった。


「お前はどうやって勉強したんだ？」


「オレはこれを書き写した」


　ベルモンドが取り出したのは、一冊の本だった。


　興味を覚え、アッシュはその本を開いてみる。すると、大きく絵の描かれたページが開かれた。


　パラパラとめくってみると、どのページも大きな絵が描かれている。その絵の隅のほうに、十行にもみたない文字が書かれていた。


「……絵本じゃないか」


　数ページ読んで、どうやらひとりの男が仲間を集め、王国を作り上げる英雄譚たんであることを知った。


　アッシュは顔をしかめ、ベルモンドに本を突き返す。すると、ベルモンドは憮ぶ然ぜんとした表情になった。


「絵本をバカにすんなよ」


「でも、子供が読むものだろ？」


「だからこそお前に必要なんだぜ。けっこうすんなり読めたろ？　絵本の文章は子供に読ませるために簡潔でわかりやすいものばかりなんだよ。絵本が読めないやつは、他の本は絶対読めない」


　ベルモンドは断言し、ずいっとアッシュに絵本を押し付けた。


「貸してやっから、こっちで勉強しろ。一応大切な物なんで、汚よごすんじゃないぜ」


　くるりと背を向け、ベルモンドはアッシュから離はなれていった。


　アッシュは押し付けられた本と、ベルモンドの背中を交こう互ごに眺ながめた。


（なんなんだ？）


　わけもわからずアッシュは首をひねった。


「まぁ、やってみるか」


　アッシュはパラリとベルモンドから渡わたされたページの最初をめくる。


　そのとき、ふとアッシュの背後に人が立つ気配があった。


「おい平民！　なぜ貴様が先に教室にいるんだよ!?」


　そう声をかけられ、アッシュはうんざりした表情になった。


　舌打ちしそうになりつつも、アッシュは後ろを振ふり返かえる。


　そこに、寝ね癖ぐせがついたままのクラフトがいた。慌あわてて着たのだろう、黒い制服も乱れている。


「何度言えばわかるんだよ!?　貴様は、ボクの世話をしなきゃいけないんだ！　貴様のせいで危なく寝ね坊ぼうするところだったよ!!」


　きゃんきゃん騒さわぐクラフト。


　アッシュは同室になってから毎日聞かされている、無茶苦茶なクラフトの主張にいい加減うんざりしていた。


「なんで俺がお前の世話をしなきゃいけないんだ。そんなのは、執しつ事じでも雇やとってやってもらえ」


「お前だって!?　平民の分際で、ボクをお前呼ばわりなんて……!!」


　顔を真っ赤にして、クラフトが怒いかりをあらわにする。


「そうだ！　クラフト様に謝れ！」


　クラフトの背後にいた取り巻き連中が騒ぎ始める。


　侯こう爵しやく家という肩かた書がきは、魔法学園内でも効果を発揮するようだ。クラフトは入園して一ヶ月しか経っていないのに、すでに大勢の取り巻きを連れていた。


　色とりどりの制服の人物の中には、二回生や三回生といった上級生の姿も見える。


　クラフトは取り巻き連中のことを思い出し、余よ裕ゆうぶった態度をとる。


「まぁいいよ。ボクは寛かん大だいだからね」


「チッ、めんどくさいやつだな……」


　アッシュは舌打ちをして、クラフトから視線を外す。


　相手にするのは億おつ劫くうで、視界に入れるのはもはや不快。


「おい平民！　この間の話はちゃんとしているんだろうね？」


　無視を決め込もうとしていたところ、クラフトにそう言われてアッシュは眉を寄せた。


「この間の話？」


「貴様の姉のことだよ！　確かルファって名前だったよね？」


　しまったと思ったときにはもう遅おそい。クラフトの言葉に反応してしまった以上、無視をすることはできなくなってしまった。


「貴様の姉は召しよう喚かん術じゆつ科の首席なんだって？　それに、特待生試験も近いそうじゃないか。だから、貴様からボクを姉に紹しよう介かいしたまえ」


「本人に言ってくれって言っただろ」


　アッシュは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になり、ぶっきらぼうに言い放った。


　魔法学園に入園して以来、こういった手合いは数多くいた。


「おいおい、このボクが平民に頼たのみごとをしてやっているんだよ？　喜んで受けるのが筋じゃないのかい？」


「チッ」


　アッシュはついに耐たえられなくなり、舌打ちをする。


　すると、クラフトもいい加減自分の思い通りにならないアッシュに焦じれてきた。


「なんだよ。平民で、ただの落ちこぼれのくせに」


　そう言うクラフトの言葉に、一部の取り巻きたちが反応する。


「あの、クラフト様。落ちこぼれとは、どういう……？」


　入園試験で烙印魔法科一回生の首席であるパッフェルを負かした噂うわさの新入生、それがアッシュだ。


　取り巻き連中には、アッシュは恐おそろしい力を持った烙らく印いん魔ま導どう師しに見えていた。


　クラフトは取り巻き連中を振り返って、アッシュを指差し、楽しそうな声をあげた。


「みんな聞いてよ。こいつ魔ま法ほうが使えないんだ。一ヶ月も魔法学園にいるのにだよ！」


　にやにやと意地の悪い笑みを浮うかべ、アッシュをさらし者にできるのが楽しくて仕方ないといった様子だった。


「ちょっと剣けんが使えるからって、いい気にならないでよ。ここは魔法学園、魔法が使えないやつに居場所なんてないんだからね」


　実力主義の魔法学園において、魔法が使えないという事実は致ち命めい傷しようだ。


「ハ、ハハハハハ!!」


　嘲ちよう笑しようが烙印魔法科の教室を満たした。


　先ほどまで噂を信じ、クラフトの言葉に合いの手を入れるだけだった取り巻きたちが、アッシュをあざ笑いだしたのだ。


　その嘲笑の中心にいるアッシュは、無言でじっと耐えていた。


　クラフトの言葉に偽いつわりがなかったからだ。


　魔法の使えない烙印魔導師。


　それが、今のアッシュだった。


「おい、無視しないでよ」


　人を小ばかにした声色で、クラフトがアッシュに話しかける。


　無防備なその顔面を今すぐ殴なぐることは簡単だ。


　だがそれをすれば、言葉と暴力という違ちがいはあれど、無防備な相手を一方的に攻こう撃げきする今のクラフトと同列になってしまうと、アッシュは考えた。


「なんだよ。ボクを無視しないでよ！」


　無反応なアッシュに苛いら立だちを覚えたクラフトは、壁に立てかけてあった大剣を蹴けり飛とばした。


　羽根のように軽い大剣は、クラフトの予想より遠くの床ゆかに転がって、乾かわいた音を立てる。


　一いつ瞬しゆん静せい寂じやくがその場を満たし、続いてクラフトの大きな笑い声が湧わき起こる。


「ハハハハ！　なにそれ！　後生大事に持ち歩いているから、どんな剣かと思ったら、ただのこけおどしだったんだね！」


　蹴った際に大剣の軽さを理解したのだろう。クラフトはさらにニヤニヤと顔を歪ゆがめた。


「そんな大きくて邪じや魔まな物を持ち歩いているなんて理解できないよ。これだから平民は……」


　渦か中ちゆうにいるアッシュが耐えていたため、黙だまって事の成り行きを眺めていたベルモンド。


　目障りなクラフトの行動に、いい加減我が慢まんの限界がきていた。


「お前ら、いい加減に──」


　そう言いながらベルモンドが立ち上がるより先に、「ダンッ!!」と大きな音が教室に響ひびき渡った。


　その音は、アッシュが力いっぱい机を拳こぶしで叩たたいた音だった。


「表に出ろ……」


　アッシュは怒りに燃える目でクラフトを睨にらみつけた。


　自分のことはいい。だが、義父から渡された大剣をバカにされたのは許せなかった。


　アッシュは大剣を拾い上げ、クラフトを無理やり引っ張って外に出て行った。





　翌日。


　朝も早く、学び舎へ向かう生徒もまだまばらだ。


　朝の散歩を楽しんでいるかのように、それぞれゆっくりと学び舎に向かって歩いている。


　そんな中、アッシュは暗い気持ちのまま、学び舎に向かって歩いていた。


「あっ、アッシュ！」


「ルファか」


　声だけで相手を特定し、答え合わせのように後ろを振ふり返かえる。すると、やはりルファがいた。


「今日は早いのね──って、その顔どうしたの!?」


　アッシュの顔のいたるところが、腫はれ上がっていたため、ルファは驚おどろいた声をあげる。


　ルファの問いに、アッシュは言葉に詰つまった。


　昨日、怒りに任せてクラフトとケンカした。クラフト一人ならなんとでもなる。問題は、取り巻き連中だった。


　二回生や三回生のいる取り巻き連中は、アッシュとクラフトのケンカに介かい入にゆうしてきた。


　そして、魔法を駆く使しし、一方的にアッシュを攻撃した。


　魔法相手に手も足もでず、アッシュはクラフトに触ふれることもできなかった。


　朝早いのも、昨日は部屋に帰らなかったからだ。一晩、学園の庭で野宿をし、そのまま学び舎に向かっていた。


　そんな事実をルファには言いたくなかった。


「訓練中に、ちょっとな」


　烙らく印いん魔ま法ほう科には、実戦に近い授業がある。そのため、ルファは心配そうな目を向けながら納得し、それ以上の追つい及きゆうをやめた。


「ねぇアッシュ。ちょっと話があるんだけど、時間大だい丈じよう夫ぶ？」


　気分を変えるため、ルファは努めて明るい声を出す。


「あぁ、大丈夫だけど」


「そっか。じゃあ、一いつ緒しよに朝ごはん食べながら話そう」


　アッシュの返事がうれしかったのか、ルファは朝からにこにこと楽しそうに笑っている。今のアッシュとは対照的だ。


　ひとりでいても暗い気持ちに拍はく車しやがかかるだけだと思ったアッシュは、ルファにうなずきを返した。


　そのとき、アッシュは違い和わ感かんを覚えた。


（なんだ？）


　両手の手のひらが、徐じよ々じよに熱を帯び始めていた。軽い運動をしたかのように動どう悸きも速くなっていく。これは、過去の記き憶おくを思い出したときの発作の予兆だ。


　腑ふに落おちない。


　別に過去の記憶を意識したわけでもないのに、発作が起きはじめているのだ。


「どうしたの？」


「いや……」


　こんなことは初めてで、アッシュは言葉が続けられなかった。両手を見下ろし、ただ発作が過ぎるのを待とうとする。


　すると、遠くから大きな声が聞こえてきた。


「た、大変ですルファ先せん輩ぱい！」


　声の主はパッフェルだ。


　アッシュたちの進行方向のはるか先から、大声でルファを呼んでいる。


「どうしたのかしら？」


　ルファとアッシュは疑ぎ問もん符ふを頭に浮かべながらも、パッフェルのもとへ駆かけ足あしで向かう。


「大変なんですルファ先輩！」


「落ち着いて。いったいどうしたの？」


「いいからついてきてください！　アッシュさんも！」


「お、おぉ……」


　パッフェルはそうやってアッシュたちを急せかすと、ぐいぐい背中を押して中庭の端はじまでつれていく。


　するとそこでは六人ほどの生徒たちが遠巻きに何かを見ていた。それぞれアッシュたちに背中を向けながら、どこか不安そうな様子だ。


「どいてくださーい！」


　パッフェルの大声を受けて、人ひと垣がきが割れる。


　そして、今まで見えなかった光景がアッシュたちの目に飛び込んできた。


「なんだ、あれ……竜たつ巻まき？」


　アッシュは思わずわかりきったことを口に出してしまった。


　小さな竜巻が、そこにはあった。


　草や落ち葉を巻き込みながら、中心に向かって風が吹ふき荒あれている。まるで意思を持っているかのように、竜巻はその場から微び動どうだにしない。


　その竜巻のすぐ近くに、緑色の制服を着た少女がうつぶせになって倒れていた。


「召しよう喚かん術じゆつ科の生徒？　っていうことは、あの風は……」


　状じよう況きようを見たルファの表情が引ひき締しまる。


　目を細め、じっくりと竜巻を観察していた。


「間ま違ちがいないわ。あの竜巻は魔ま物ものよ。おおかた、召喚に成功したものの、支配に失敗したってところね」


　ルファの額を冷ひや汗あせが伝う。


「やっぱり魔物なんですね！　ルファ先輩、どうしますか？」


　いつもから想像もできないほど、パッフェルは真しん剣けんな様子だった。


「私たちでどうにかするしかないわ。支配に失敗した魔物って、すごく危険なのよ。無理やり呼び出されて、気が立っているわ。早くどうにかしないと、あの子が危ない」


　ルファの言うあの子とは、魔物の近くで気を失っている召喚術科の生徒のことだ。


　ルファは人垣を作ってことの成り行きを眺ながめていた野次馬たちを振ふり返かえる。


「この場は学ア園イのア盾スが引き受けるわ。一いつ般ぱん生徒たちは、速やかに避ひ難なんして！」


　続いてルファはアッシュの顔を覗のぞき込む。


「アッシュも避難して。ここは危険よ」


　先ほどから発作がどんどん激しくなり、口数の減っていたアッシュ。


　ルファに声をかけられ、ようやく正気を取とり戻もどす。


「いや、俺も手伝う」


　アッシュは少しだけぼーっとする頭でルファに言葉を返しながら、昔のことを思い出していた。


　焼け野原に佇たたずむ自分。


　下手な行動は、あのときと同じ結果を生みかねない。


　それでも、アッシュはどうにかして少女を助けたかった。過去の自分と倒たおれている少女の姿が重なって見える。


　記憶を掘ほり起おこしたことで、発作が加速する。


　だが、今のアッシュには関係がなかった。


　決意をこめて、アッシュはルファの瞳ひとみを見つめ返す。


「ダメよ」


　そんなアッシュの決意を真っ向から受け止めて、ルファは否定を口にした。


　アッシュが口を開く前に、ルファはまくし立てるように言った。


「あの魔物相手には、アッシュの剣けんは意味がないの！」


　まるで血を吐はくようなルファの声。


「剣は意味がない？　ルファはあの魔物を知っているのか？」


　取り乱すルファを見て、アッシュは逆に冷静になる。


「……」


　ルファは迷っているようだった。


　否定も肯こう定ていもせず、ただ数秒間考えた後。


「聞か、ないで」


　ただぽつりとそう呟つぶやいた。


「なんだよ、それ！」


　わけもわからず、アッシュは頭に血が上るのを感じた。


　うつむいてしまったルファにつかみかからんばかりの勢いで、アッシュは一歩踏ふみ出す。


「理解したまえ少年。君は邪魔だということだ」


「誰だれだ!?」


　突とつ然ぜん声をかけられ、アッシュは怒いかりの形相で後ろを振り返る。


　するとそこには、すべてが白い人物がいた。


　ツヤのある銀ぎん髪ぱつに白い魔ガ法ル学テ園ンの制服を身に纏まとい、右手には真っ白く塗ぬられた樫かしの木の杖つえを握にぎっている。二は十た歳ちを過ぎたぐらいの青年で、表情は硬かたく引き締められている。


「だ、誰だあんた……」


「ただの魔ま法ほう使つかいだ」


　青年は静かに告げた。


「おぉー！　ライル先輩じゃないですか!!　学園に戻ってきていたのですね！」


　パッフェルが目を輝かがやかせる。


　ライルと呼ばれた青年は、視線をパッフェルにやりうなずいてみせる。


「今朝方到とう着ちやくした。まったく、学こ園こは朝からずいぶん賑にぎやかだな」


　ライルは一度言葉を切り、歩き始める。そして、アッシュからルファを隠かくすようにして間に入った。


「おい」


　突然現れ、会話を途と絶だえさせられたアッシュは面白くない。


　ライルはまるでアッシュなどいないかのようにふるまっていた。


「ルファさん。あの竜巻は、やはり魔物なのかね？」


「はい。風は実体を持っていませんから、直接的な攻こう撃げきは意味がありません。あと、あの魔物は精神魔法が使えるはずです」


「わかった。十分な情報だ」


　ライルは大きくうなずき、ルファの腰こしに手を回して魔物の方へ向かう。


「おい！」


　無視されていたアッシュは、完全に頭に血が上り、ライルの肩かたを摑つかんで引きとめた。


「……まだいたのかね？　ワタシは邪じや魔まだと言ったはずだがね」


　冷たい目がアッシュを貫つらぬいた。


　クラフトの蔑さげすむような目が、いっそ好意的に思えるほどその視線は冷めている。


「邪魔、だと」


　思わずアッシュはライルの胸倉を左手で摑んだ。


　それでもライルの表情は崩くずれず、どこか氷の彫ちよう像ぞうを思わせる。


「君と会話をしているこの数秒間、倒れている少女が危険にさらされていることがなぜわからない？」


　怒りに燃えるアッシュと、冷めたライルの目。


　ふたりは、どこまでも対極だった。


「ワタシが顔を知らない以上、君は新入生のようだな。どうやら君は奇き妙みようにも剣を使うらしい。その剣が効かない相手にどう戦うつもりだ？　仮に剣が通じる相手だったとしても、ワタシは君の実力を知らない。そんな不確定要素、使えるわけがないだろう」


　さらにと、ライルは続けた。


「少年。君がはしゃげばはしゃぐほど、他の人たちが危険にさらされる。それを理解したまえ」


「!?」


　ライルは乱暴にアッシュの左手を引き剝はがし、襟えり元もとを正す。


「一般生徒は黙だまってみていろ──パッフェル」


　ライルはアッシュから視線を外し、パッフェルを呼んだ。


「……いけるか？」


「余よ裕ゆうです」


　パッフェルが自らの制服の裾すそをまくり、肩をまわす。


「ルファさんは臨機応変に。あなたの対応能力と召しよう喚かん獣じゆうなら、それが一番力を発揮できる」


「わかりました」


　ルファがうなずきを返し、戦いがはじまった。


「行ってきます！」


　言うが早いか、パッフェルは両足を肩かた幅はばに開いて腰を落とし、両りよう拳こぶしを腰に構える。


　ライルがうなずき、杖を風の渦うずに向かって突つき出だし、ぶつぶつとなにかを呟き始めた。


　ふっ、とパッフェルの口から呼気が漏もれた。


　ざりっという土を蹴けり穿うがつ音と共に、パッフェルが跳ちよう躍やくした。


　一いつ瞬しゆんで竜巻まで飛び、そのままパッフェルは右みぎ腕うでの拳を振ふり上げた。


　だが、生命の危機を感じたのか、風の渦が突然動き出す。


「わわっ!?」


　驚おどろきを含ふくんだパッフェルの悲鳴。


　風の渦はパッフェルを喰くった。


　そうとしか思えないほど、突然風の渦は大きくなり、中にパッフェルを閉じ込めたのだ。


　パッフェルの制服のところどころが、風の刃やいばに切きり裂さかれていく。


　まるで、四方八方を鋭するどい剣に囲まれているようだ。


　それを見てルファはすばやく懐ふところから数枚の札を取り出した。


「呼びかけに答えよ。我、汝なんじの血族なり」


　目を閉じ、精神集中。


　ルファは早口に呪じゆ文もんを唱え、目の間に巨きよ大だいな六ろく芒ぼう星せいを出現させる。


「我が肉体に宿りて、かつての力を示せ！　カシス、お願い！」


　ルファの黄金の髪かみが、紫むらさき色いろに変わり、中から巨大な翼よく竜りゆうが飛び出してきた。


「これが、召喚術……」


　初めて間近で見る召喚術に、アッシュはただ見とれることしかできなかった。
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　──ギィェェエエエエ!!


　翼竜が天に向かって咆ほう哮こうし、巨大な翼つばさを広げる。


「カシス！　あの竜たつ巻まきを止めて！」


　ルファの指示を受け、翼竜の翼がはためいた。空を竜巻とは逆周りに高速で飛ぶ。


　翼竜の羽ばたきは大きな風のうねりを引き起こし、徐じよ々じよに竜巻の勢いを弱めていく。


「さすがです！　ルファ先せん輩ぱい！」


　ぺろりと、頰ほおを流れる血を舐なめパッフェルの表情が笑顔に変わる。


　鋭さを失った竜巻の中心で、パッフェルは冷静にあたりを見み渡わたす。


　すると違い和わ感かんを覚えた。


　じっと誰かに見られている気配がするのだ。


　パッフェルの目が細められた。


「っ!!」


　巻き上がる風の流れ。一いつ箇か所だけその流れに逆らう場所があった。


　拳をぎゅっと握りなおし、弓を引ひき絞しぼるようにぎりぎりまで振りかぶる。


　パッフェルはその停てい滞たいする箇か所しよこそ、竜巻の弱点だと直感であたりをつける。


　そして、停滞する一点をめがけて、大きく左足を踏ふみ込こみながら叫さけんだ。


「いちかばちかぁ！　〝死点の烙印デツド・ホール〟発動──!!!」


　瞬しゆん間かん、パッフェルの右拳の烙印が光を放った。


　その光を、停滞する箇所に押しつける。


　─────!!


　悲鳴が辺りに響ひびく。


　言葉という概がい念ねんでは理解できない、そんな脳を直接揺ゆさぶるような悲鳴だ。


　渦の中心に向かって吹ふいていた風が止まる。


「これが本体ですね！」


　パッフェルの拳の先に、人間の女の子にも似た魔ま物ものがいた。外見の違ちがいは、手のひらほどの大きさの身体からだと、背中に生えた羽だ。


「ライル先輩、今です！」


　横に飛びつつパッフェルが叫んだ。


　それにあわせて、ライルの詠えい唱しようも完成する。


「敵を打うち砕くだく光、──貫きの光ジヤステイス」


　静かなライルの声に反応し、杖の先に白い光球が現れた。


　光球は光の矢となって、パッフェルが刻んだ文様の上から羽の生えた魔物を打うち抜ぬいた。


　──────!!


　先ほどより、大きな悲鳴がとどろいた。


　その悲鳴が自然の風に吹かれて消えたとき、羽の生えた魔物も消え去っていた。


「ライル先輩、終わりましたー」


　先ほど大声で拳を振るっていた人物はどこへやら。


　パッフェルは、太陽のような笑顔を浮うかべぱたぱたとライルの元に走っていった。


　褒ほめてほしそうに元気よく飛とび跳はねるパッフェル。


　ライルは「ご苦労」と、簡潔にねぎらいの言葉だけをよこした。


「ルファさんもご苦労だった。さすがと言うべきか、実にいい判断だった」


「いえ、そんなこと……」


　ルファは恐きよう縮しゆくしながら、翼竜を送そう還かんする。


「……」


　そんなルファの様子を、アッシュはどこか面白くなさそうな表情で見ていた。ふてくされた子供のようなその表情に、ルファが気づく。


「あっ、アッシュ。紹しよう介かいが遅おくれたわね。この人はライルさん。私よりひとつ上で、三回生の幻げん影えい魔ま法ほう科の人よ。学ア園イのア盾スの代表でもあるの」


　続いてルファは、ライルに向かって口を開いた。


「ライルさん。こっちはアッシュです。私の弟で、この間烙らく印いん魔ま法ほう科に入園したんです」


「ルファさんの弟？」


　ライルは一瞬だけアッシュへ興味深そうな目を向けるが、すぐにその様子は引っ込んだ。


「それにしては、ずいぶん思慮に欠けるところがあるようだね」


　考えが足りないと言われ、アッシュはむっとした。


「むっ、ライルさん。失礼じゃないですか。アッシュはちゃんと考えてますよ！」


　アッシュよりも先に、ルファがライルに文句を言った。


　それが意外だったのか、ライルもパッフェルもぽかんとする。パッフェルなど、間ま抜ぬけにも口を半開きにして固まっていた。


「そうだな。失礼した。すまなかったなアッシュ君」


「いや……」


　謝りつつ頭を下げるライルだったが、その目は冷めたままだった。


「とりあえずライル先輩！　お帰りなさい！　特待生試験だったんですよね!?　なら、いろいろお話を聞かせてください！」


　パッフェルが元気よく言い、ライルはうなずいてみせる。


「いいだろう。ワタシも、留守の間の学園の動きも知っておきたい。それに、ルファさんの特待生試験も、もう間近だろう。ワタシの体験談はそれなりに役立つと思う。どうだろう、学食で食事でもしながら話でも」


「あっ、あたしもう朝ごはん食べちゃってるんで、甘い物だけ食べに行きます！」


　ルファは返事に困り、視線をアッシュに向けてくる。


　そのルファの様子を見たのか、ライルはすばやく言った。


「ルファさんにも是ぜ非ひきてほしい。ワタシがいない間、学園の盾の指揮を執とってくれていたのだからな」


「で、でも……」


　明らかに困っているルファ。


　アッシュは力を込めて頭を搔かきながら、ぶっきらぼうに言った。


「行けよ。大事な話し合いなんだろ？　こっちはこっちで勝手にやっておく。話っていうのも、別に急ぎじゃないんだろ？　ならいいじゃないか」


　アッシュは奇き妙みような気持ちになっていた。よく知っているはずのルファが、まったく違う人間のように見えていたのだ。


「では、ルファさん。行こう」


　アッシュの許可を得て、ライルはさっさとルファの腰こしを抱だいて食堂へと向かった。


「今日は苺いちごのケーキにしましょうか……いやいや、桃もものタルトもなかなか捨てがたいものがあります！」


　今にもよだれをたらさんばかりの勢いで、テンション高くパッフェルがライルの後に続く。


　一度だけ、ルファがアッシュを振ふり返かえった。


（ルファはみんなに必要とされている。なら、俺は……）


　アッシュはそのルファの視線を直視できず、ライルたちとは反対方向に向かって早足で歩き始める。


『ちょっと剣けんが使えるからって、いい気にならないでよ。ここは魔法学園、魔法が使えないやつに居場所なんてないんだからね』


　昨日のクラフトの言葉が思い出され、アッシュはより暗い気持ちになった。


　自然と、アッシュの足は逃にげるように学び舎から遠ざかっていった。





　アッシュと分かれたルファたちは、学食の大きなテーブル一つを占せん領りようしていた。まだ朝も早く、生徒はまばらだ。今すぐにテーブルが満席になる様子もない。


「それで、ワタシがいない間になにかあったかね？」


　ライルは薄うすくスライスした牛肉をパンに挟はさんだ物を食べつつルファとパッフェルに問う。


「えーっとですねぇ……入園式がありました」


　もごもごと、苺のケーキと桃のタルトを咀そ嚼しやくしながらパッフェルが返事をした。


　さんざん迷ったあげく、両方食べるという暴挙。ルファは恨うらみがましい目でパッフェルを見ていた。


「え、えぇっと、特に大きな問題は起きていません。もちろん、他の魔法科同士のいざこざや、生徒の決けつ闘とうとか小さなことは起きていますけど」


　ルファはサラダとパンという質素な朝食を食べていた。


「なら、特別問題はないか」


「はい！　あたしとルファ先輩で学園の平和は守りましたよ！」


　口の周りをクリームと果か汁じゆうでいっぱいにしながら、パッフェルがフォークを突つき出だした。


「ライルさんの試験はどうだったんですか？」


　ルファの問いに、ライルがうなずいた。


「こちらはいたって平和だったよ。暗黒領域とはいえ、安全が確認されている場所だ。当然、魔物との接せつ触しよくもあったが、たいした奴やつらではなかった」


　暗黒領域。


　世界各地に点在する謎なぞの空間だ。


　年中蜃しん気き楼ろうのような現象で囲われており、暗黒領域は凶きよう悪あくな魔物を閉じ込めた檻おりだと一説にある。


　ときおりそこの中から、魔物が出てくることがあることからその仮説ができた。


　最近、世界各地の暗黒領域が突とつ然ぜん活動をはじめ、中から魔物が出てきて街が襲おそわれたという噂うわさすら聞いたことがある。


「問題は水源の確保だったな。ワタシの行った〈城壁山の暗黒領域ランパード・ザ・ダーク〉は湖が一つだけしかなかったのだ。すると当然暗黒領域に住む魔物たちがそこに集まってきた」


「集まってくる魔物たちを蹴け散ちらして、湖を手に入れたんですね！」


「そんなわけないだろう。夜中にこっそり水を汲くみに行った。……パッフェル、君を連れて行かなくて本当によかった」


　闘たたかうことが大好きなパッフェルの発想に、ライルは自分の考えが間ま違ちがっていなかったことを確信した。


「さて、ルファさん。ワタシはあなたに聞きたいことがある」


「ん？　なんですか？」


「先ほど闘った竜たつ巻まき。あなたは、相手が魔法を使うこと、あと実体を持っていないことを知っていた。なのに、なぜ魔物の正体を隠かくしたんだ？」


「!!」


　ライルの質問に、ルファは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。


「なぜ、あそこで噓うそをついたのか。ワタシはそれが気になっている。実に、ルファさんらしくない」


「そ、それは……」


　ルファは口ごもった。確かに、竜巻の魔ま物ものには心当たりがある。


　それでもルファにはあのとき、あの場所で、絶対に竜巻の魔物の正体は明かせなかった。


「なぜあんなことをした？　魔物の正体を明かさないということは、仲間を危険にさらすことと同義だ」


　ライルは一度言葉を切り、まっすぐルファを見つめた。


「順を追って聞いていこう。まず、あの竜巻の魔物はなんだったんだ？」


　ルファは数秒迷った後、搾しぼり出すような声で言う。


「……あれは風の精霊シルフです」


「精霊……そんなものを呼び出したのか。未熟者がずいぶん無茶をしたものだな。敵が魔法を使ってきたのもうなずける」


　ライルはきつく顔をしかめた。


「精霊？　なんですかそれ？」


「……」「……」


　先ほどまで黙だまっていたパッフェル。あまりのことにふたりは絶句した。ルファはため息をつき、ライルはより深く顔をしかめる。


「精霊は純じゆん粋すいな元素で身体からだが構成されている魔物だ。これは学園……いや、世界の常識だ。それぐらい知っておけ」


「おぉー。そうなんですか？　じゃあ、がんばって覚えておきます！」


「……じゃあ、次だ。ルファさんは、なぜ相手が風の精霊だと教えてくれなかった？」


「……」


　まるで何かに耐たえるように、ルファは唇くちびるを嚙かんだ。両手が白くなるほど、きつく握にぎりしめられていた。


　数分間。ライルはルファの言葉を待った。だが、いっこうに口を開く様子がない。仕方なくライルは切り出した。


「あの少年。アッシュ君のためか？」


「!!」


　ライルの問いに、ルファが驚きよう愕がくする。明らかに「なぜわかったのか」と言いたげな表情だ。


「先ほどの君の態度は、明らかに変だった。ワタシが試験を受けに行く前と終わった後。その間に変わったことは、彼がいるかどうかだ」


　驚おどろくべきはその観察眼。


「……」


　ルファは否定も肯こう定ていもせず、ただ黙っていた。


　数秒間の沈ちん黙もくが訪れる。


　やがて、ライルがぽつりとつぶやいた。


「ずいぶん、彼を大切にしているのだね」


「弟、ですから」


「あまり人を大切にし過ぎるのは推すい奨しようしないがね。大切にすればするほど、失ったときの痛みは大きくなる」


　まるで実際に大切な人を失ったことがあるような口ぶりだ。


「余計な話だった。ワタシは失礼しよう。教師たちへの報告もあるのでね」


　ライルは立ち上がりながら顔をしかめる。


　そして、ライルが去った後、突然ルファは人に囲まれた。きっとライルがいなくなるのを、待っていたのだろう。


「な、なによあなたたち……」


　色とりどりの制服に身を包んだ人物たちに囲まれ、ルファは冷ひや汗あせを流した。


　制服の人物たちは、一いつ斉せいに声を出す。


「ルファさん！」「ぜひおれと」「パーティを組んでください！」


　さながら集団告白現場だ。


　頭を下げる人物たちは圧あつ倒とう的てきに男が多く、それがより告白現場を連想させる。


　あまりのことに、ルファの思考は停止していた。


　パーティと言われ、それが特待生試験のことであると理解するのに、数秒かかった。


「ご、ごめんなさい。私はもうパーティを組む人を決めているの」


　ルファの断りの言葉には誰だれも聞く耳をもたず、ひたすら頭を下げ続けていた。


「はいはーい。ルファ先せん輩ぱいが困っているじゃないですか!?　あんまりしつこいようだと、あたしの拳こぶしが黙っていませんよ！」


　パッフェルが真しん剣けんな表情になり、軽く目の前で拳を握ってみせると、ルファを取り囲んでいた生徒たちが気まずそうに散会した。


　さすがというか、肉体を鍛きたえ上げており、魔法まで使う烙らく印いん魔ま導どう師しの首席相手に刃は向むかうものはいない。詠えい唱しようを必要とする他の魔ま法ほう使つかいたちには、相性の悪い人物なのだ。


「ありがとう、パッフェル。助かったわ」


「いえいえ。学園の平和を守るのが、学園の盾の仕事ですから」


「あはは、確かにそのとおりね」


　冗じよう談だんめかして屈くつ託たくのない笑顔を向けるパッフェルを見て、ようやくルファもちゃんと微笑ほほえむことができた。


「それよりルファ先輩。あぁいうしつこい人たちには、もっと強く言わないとダメですよ！　こう、景気よく召しよう喚かん獣じゆうを使って、パァーっと追おい払はらったらいいんです！」


「そ、それはそれで問題だと思うわよ」


「そうですか？　でもでも、先輩もそろそろちゃんと相手を決めてください。でないと、ずっとこんな感じですよ？」


　ルファは召しよう喚かん術じゆつ科の首席である。そのような人物が、試験開始一週間前になっても、誰ともパーティを組んでいない。実力がない生徒にとって、これ以上おいしい話もないのだ。


　ルファに取り入ろうとする人物の多くは、実力のある生徒ではない。だからこそ、実力者に媚こびを売り、甘い汁しるをすすろうとする。そのため、必死でルファに取り入ろうとしてくる。


「まぁ、それ以外の目的の人もいるっぽいですけどねー」


「？」


　パッフェルはルファを横目で見ながら、憧あこがれにも似た表情を見せた。


　さらりと流れる美しい金きん髪ぱつに、大人びた容姿。それと相反する、ふとした瞬しゆん間かんに見せる年ねん齢れい相応の少女っぽさが、ずいぶん魅み力りよく的なのだ。同どう性せいのパッフェルですら見とれてしまう瞬間が多々ある。


「ちなみにあたしは、ルファ先輩のためにいつでも身体を空けています！」


　他の魔法使いにとって、烙印魔導師は非常に有用だ。


　詠唱を必要としない烙印魔導師だからこそ、呪じゆ文もんの詠唱中無防備になる他の魔法使いを守ることができる。


　ルファは苦笑を返しながら思った。


　烙らく印いん魔ま法ほう科の首席であるパッフェルが同行してくれるとなると、かなり心強い。


　自分のために予定を空けてくれているとなると、うれしくなってくる。


「でも、ごめんね。私、パーティを組む相手はもう決めているのよ」


　どこか楽しそうなルファの声。すると、逆に先ほどまで笑顔だったパッフェルの表情が陰かげる。


「もしかして、アッシュさんですか？」


「えぇ。そのつもりよ。そろそろ誘さそいに行かないとまずいわね」


　アッシュが入園してからというもの。


　ルファはあまりアッシュと一いつ緒しよの時間を作れていなかった。


　それもそのはず、学科が違ちがえば必然的に会うことも少なくなり、男女であれば学園の寮りようも別の建物になってしまうからだ。


　今朝方、幸運にも偶ぐう然ぜんアッシュと出会い、その話をしようとしたのだが、風の精霊のせいでうやむやになってしまった。こういった、学園の盾の仕事が忙いそがしいのも、アッシュに会えない原因のひとつである。


「……って、どうしたの？」


　アッシュの名前を聞き、急に暗い顔になったパッフェルに反応してルファが問う。


　パッフェルは言っていいものかどうか思おもい悩なやみ、首を横に振ふった。


「な、なんでもないですよ？」


　あからさまになにかあることを隠している仕草だ。


　ルファはいぶかしそうな目でパッフェルを見る。


　視線を集中され、冷や汗を流しながらパッフェルはじりじり後退した。


「おっと、そろそろ授業の時間ですね！　それでは、ルファ先輩。また！」


　しゅたっと右手を挙げ、ルファの返事も聞かず駆かけ出だす。外だったなら砂すな煙けむりが巻き上がるほどの速度で、パッフェルは脱だつ兎とのごとくルファの視界から消えた。


「な、なんなのよ、もう……」


　ひとり取り残されたルファは、わけもわからずそうぼやいた。


　それから数十分後。


「た、大変です！　ルファ先輩！」


　去っていったときのように、突とつ然ぜんパッフェルがルファの教室に飛び込んできた。授業が始まる直前で、生徒たちは全員着席し、教師が教きよう壇だんに立っているときだった。


「アッシュさんが、行方ゆくえ不明なんです!!」


「!?」


　ルファはパッフェルに言葉を返すより早く、教室の外へと飛び出していた。





　アッシュが授業に出席しなかったと、パッフェルから聞いたルファの取り乱しようは尋じん常じようではなかった。


　趣しゆ味みらしい趣味を持たず、身体を鍛え、剣けんの腕うでを磨みがくことに執しゆう着ちやくしてきたアッシュ。もはや生きがいとなりつつある訓練を休むなどよっぽどのことだ。


　原因不明の発作のことを考え、ルファは取り乱した。


「我が召喚に応こたえよ！　アイビー、お願い力を貸して！」


　何よりも早く召喚獣である銀隼シルバー・フアルコンのアイビーを召喚した。そして、感覚を共有し銀隼の見ている景色を自分でも見る。召喚獣と召喚術師は、精神の糸で繫つながり五感を共有することができるのだ。言語を持たない召喚獣と意い思し疎そ通つうができるのも、この精神の糸の賜たま物ものである。


　アッシュの行きそうな場所に心当たりなどない。


　学園の入り口に向かい、受付の女性から「あなたの弟さん？　あぁ、あの大きな剣を背負った彼ですか？　別に見ていませんけど」という情報を得てから、ルファは学園中を手当たり次第に走り回る。


　どれほどの時間走り続けただろう。


　一日中走り、学園内を探し続けた。


　すると、銀隼の視界にアッシュらしき人ひと影かげが映った。


　その人物は仰あお向むけに倒たおれており、目をつぶっている。


　ルファは、自分の心臓が一いつ瞬しゆん止まってしまったと思った。次の瞬間、心しん拍ぱく数すうは爆ばく発はつしたように早くなりいても立ってもいられず全力で走り出した。


　ほどなくして敷しき地ちの北東に位置する森へとたどり着いた。


「はぁはぁ……こ、ここね」


　地上と上空どちらからも、生徒が立ち入りを許されている場所はあらかた探し、残りは目の前に広がる森しかない。うっそうと茂しげる森は静まり返っており、不気味さすらにじませていた。


　ルファは一度だけ深呼吸をし、ごくりと唾つばを飲み込んで森の中に入っていく。さすがに管理されている森だけあって、道はちゃんとあった。


　しばらく歩くと、開けた場所に出た。


　きっとここで錬れん金きん魔ま法ほうを練習しているのだろう。二十人程度の人間が集められるほど、その場所は広かった。


　そんな広く開けた場所にいるというのに、アッシュは端はじっこで仰向けになって転がっていた。


「アッシュ!?」


　悲鳴にも似たルファの叫さけび声ごえ。


「ル、ルファ？」


　アッシュは反射で上体を起こし、声の主を確認した。


「もぅ、心配させて。このバカ」


　元気そうなアッシュの姿を見て、ルファはほっと胸を撫なで下おろす。


　どうやら発作ではなかったようだ。


　だが、そうなると、アッシュが授業を無断で休んだ理由がわからない。


「いったいどうしたのよ？　もう授業は始まっているわよ？」


「別に……ルファには関係ないだろ」


　アッシュはふてくされた子供のようにそっぽを向く。


「関係ないわけないでしょ。私はアッシュのお姉ちゃんだし、学園の盾の一員なのよ？　さぁ、理由を話しなさい！」


　少し怒おこった口調のルファに向かって、アッシュは吐はき捨すてるようにして言う。


「うざったいんだよ」


　そう言って、アッシュは後こう悔かいした。


　これでは完全に八つ当たりだ。


　授業にもついていけず、烙印魔法科の生徒ともうまくいっていない。唯ゆい一いつ自信のあった剣の腕も、魔法の前では無力だった。昨日、クラフトの取り巻きにやられたことが、アッシュの心を蝕むしばんでいた。


「アッシュ？」


　先ほどまで、怒いかりをにじませていたルファの表情に影が差す。自分のことで精せい一いつ杯ぱいなアッシュは、ルファの声が沈しずんだことにすら気づかない。


　気まずい沈ちん黙もくがその場を満たした。


「そ、そっか。う、うん、ごめんなさい。アッシュも大人だもんね。でも、授業にはちゃんと出ないとダメよ」


　ルファは寂さびしさを含ふくませた表情を無理矢理一変させ、明るい声を出した。


「そ、そう。アッシュにお願いがあるのよ！　今朝、朝ごはんを一緒にできなかったから言いそびれちゃったけどね」


　その声を、聞いているのかいないのか、もはや視線すら動かさずアッシュはじっとしていた。


「あ、あのね。もうすぐ私の試験なの。その試験っていうのがね──」


「試験ぐらい知ってるよ」


　自分でも驚おどろくほど、低い声がアッシュの口から漏もれた。


「そ、そっか……」


　出鼻をくじかれた様子で、ルファは肩かたを落とす。だが、肝かん心じんの中身を伝えていない。ルファは自分に活を入れると、再び口を開いた。


「アッシュ。私とパーティを組んでくれない？」


　予想外のルファの問いかけに、アッシュは一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとなった。


　一ヶ月も過ごせば、学園で力を持っている人物のおおよそが見えてくる。


　例えばパッフェル。烙印魔法科の首席であるパッフェルは、ある程度学園内で自由に活動することができる。


　パッフェルが学園の盾として活動できるのも、その実力で特待生に近い地位を得ているからだ。


　それは、召しよう喚かん術じゆつ科のルファも同様で、自身の授業を抜ぬけ出しアッシュを探すことができた理由である。


　そんな人物が、まさか烙印魔法科の落ちこぼれである自分を誘うとはアッシュは思っていなかった。


「どうして、俺を誘うんだ？」


　かぶりを振りつつ、アッシュは考えた。


　どう考えても、魔法が使えない自分は足手まといだ。試験に有利に働くはずもない。


　問われたルファは少しだけ、顔を赤くしながら言った。


「だ、だって、心配じゃない！　私がいない間、アッシュになにかあったらどうするの」


　照れを含ませたルファの声色に、アッシュは気がつかなかった。


　致ち命めい傷しよう。


　ルファの言葉の裏を読めなかったアッシュの頭に、血が上った。


「ふざけるな！　自分のことぐらい、自分でできる！」


　突然のアッシュの大声に、ルファが驚いた。


　八つ当たりだとわかっているのに、口を閉じられない。


　激情が溢あふれ、氾はん濫らんした川のように止めどなく感情が爆発する。


　感じているのは劣れつ等とう感かん。


　落ちこぼれの自分と違う姉。それも、召喚術科最高の実力を持つ人物だ。


　周囲は当然のように、アッシュとルファを比ひ較かくする。


　そして魔法が使えないアッシュに下されたのは『ルファの弟なのに』という裁定。


　たった一歳年上なだけの姉。


　相手が身内だからこそ、アッシュの感じる劣等感は生なま半はん可かなものではなかった。


「な、なによいきなり」


　おろおろと、わけもわからず挙動不ふ審しんになるルファの目には、うっすらと涙なみだがにじんでいた。


　それを見て、アッシュの胸にズキリと痛みが走る。


（違ちがう！　悪いのは、俺なのに！）


　そうわかっていても、今いま更さら謝れるはずもない。


　アッシュは、絞しぼり出だすように声を出した。


「ルファとはパーティを組まない。他を当たってくれ」


　冷たく響ひびいたアッシュの声に、ルファはついに涙を流した。


「……わかったわ。もう、頼たのまれたって誘さそわないわよ」


　精一杯の強がりを言って、ルファはその場から逃にげ出す。


　走り去る背中を眺ながめながら、アッシュはあまりに愚おろかな自分自身を省みて、死にたくなった。





「おやおや。これは大変なものを見てしまいましたね」


　頭を搔かきながら、苦笑いを浮うかべたジェイナスが肩に止まったバンクへ話しかけた。


　授業を終え、森の手入れにやってきたジェイナスは、アッシュとルファの問答を目もく撃げきしてしまっていたのだ。


「うーむ。若いっていうのも、やはり大変なものですね」


　心が大人になれば、起きないであろう、アッシュとルファのすれ違い。


　だが、それはずっと先の話。


　二人の心が成長しきったときだ。


　今、この一瞬を必死で生きている。


　だからこそ、若者たちはすれ違い、さまざまなことに悩なやんで大人になっていく。


（僕のときはどうだったんでしょうね）


　ジェイナスはそのまま自分の過去を思い出そうとして、あまりよい思い出がないことに、苦笑を深くした。


　突とつ然ぜん、ドガッという音が響いた。


　後悔の念に駆かられ、アッシュが背後の木を殴なぐったのだ。


　自らの拳こぶしを顧みない、力任せの殴りかただ。


　ジェイナスはその様子を見て、心の中でつぶやいた。


（このままでは、あまりよくありませんね。……少しだけお節せつ介かいさせてもらいましょう）


　とはいえ、正面から「仲直りしろ！」と言っても逆効果だろう。しかも自分は教師。へたをすると反発すら生みかねない。


　ならば、搦からめ手。


（そうすると、適任な人物は……）


　ジェイナスは自分の計画を頭に描えがきながら、音もなくその場から離はなれた。


　そして数十分後。


「パッフェル君」


　学園の盾の活動を終え、自分の部屋に戻もどる途と中ちゆうだったパッフェルを捕つかまえた。


「ほぇ？　あっ！　ジェイナス先生」


　きょとんとした表情を浮かべるパッフェル。


　バンクはパッフェルを気に入っているのか、しきりに前足を突つき出だしていた。


　その姿は手招きをしているようにも見える。


　そんなバンクを尻しり目めに、ジェイナスはにっこりとパッフェルに笑いかけながら言った。


「ちょっとした悪わる巧だくみがあるのですが、ご一いつ緒しよにどうですか？」





　翌日。アッシュはまた北東の森へとやってきた。


　授業をさぼって、そろそろ昼を過ぎようとしている。


「──フッ！　だらぁ！」


　アッシュはその森の中で、一心不乱にただ剣けんを振ふり続けた。


　剣を振っている間は、昨日のルファのことを考えなくてすむ。


　倒たおれるまで疲つかれてしまえば、ルファの涙の夢にうなされることもない。


　そう思って、ひたすら剣を振り続けた。


　だが、その剣筋にいつものまっすぐさがなかった。


　淀よどみ。


　剣の道を修めた者なら誰だれでも気づくだろう。


　迷いのある剣には、淀みがある。


「──チッ!!」


　思い通りに剣が振れなくて、アッシュは苛いら立だちから地面を蹴けった。


　調子が狂くるいすぎて、笑いすらこみ上げる。


　アッシュはそのまま剣を片手に寝ねっころがった。


　森は静かだった。


　錬れん金きん魔ま法ほう科の生徒たちがくるかとも思っていたが、そんな気配はまったくない。


　鳥の声も聞こえず、アッシュの荒あらい息だけが木霊こだましていた。


　呼吸が落ち着き、だらだら流れていた汗あせがようやく止まったとき。


　がさりと草を踏ふみ分わける音が聞こえてきた。


「あ、あれあれー、こんなところで、なにしてるんですかー？」


　やけに抑よく揚ようのない声をあげながら、パッフェルが現れた。


　アッシュは「うっとうしいのが出やがった」とでも言いたげな目を向ける。


「き、きぐーですね。あっしゅさん」


　若干ひきつり気味の笑顔で、パッフェルが近づいてきた。アッシュは追おい払はらうのも面めん倒どうで、少しだけ横に転がり、背中を向ける。その姿は、ふてくされた子供そのものだ。


「い、いー天気ですね。あっ、だめですよー。せっかくの制服がよごれちゃいますよー」


　アッシュのすぐそばに立ち、パッフェルが抑揚のない声で言った。


　そんなパッフェルを、アッシュは一言で切り捨てる。


「うざい」


　感じたまま行動し、あまり深く物事を考えないパッフェル。そのパッフェルの中で、何かが切れた。


「うざいって何ですか!?」


　がーっと、顔を真っ赤にし歯をむき出しにしてパッフェルが怒いかりを露あらわにする。


「今のアッシュさんのほうがうざいですよ！　うじうじうじうじ！　あぁもううざうざです！」


「なんだと？」


　今度はアッシュの額に青筋が浮かんだ。


　ようやくパッフェルを見ようと身体からだを動かしたとき。


　パッフェルの靴くつ底ぞこが、ちょうどアッシュの顔面に直ちよく撃げきした。


「いつまでもうじうじしているような人は、人の靴くつでも舐なめて人生を終えたらいいんですよ」


　ぷるぷると、パッフェルの足の下でアッシュの身体が震ふるえた。


「雑ざ魚こにはお似合いですね！」


　いっそすがすがしいほどの言いように、アッシュも切れた。


「っざけんなよ！　俺は今気が立ってんだ！」


　パッフェルの足を振り払い、アッシュが立ち上がる。


「あたしだって、たった今から不ふ機き嫌げんです！」


「おまえ、ケンカ売ってんのか!?」


「ケンカ？　あたしの圧勝するのがわかっているのに？　これだから雑魚はダメダメですね！」


　両者は睨にらみ合あい、まるで炎ほのおを纏まとったかのような空気がその場を満たした。


「ぐぐぐっ！」


「むむむむ！」


　こうなると、お互たがいに言葉はいらない。二人は示し合わせたように、お互いに向かって同時に飛び掛かかる。


　それから数時間後。


　昼に始まったふたりのケンカは、夕方になっても続けられていた。


「はぁはぁはぁ……」


「ぜぇぜぇぜぇ……」


　アッシュとパッフェルは、睨み合ったまま荒い息を繰くり返かえしていた。


　お互いに決定打を撃うてず、牽けん制せいしあったまま数時間の時が流れていた。


「そ、そろそろやめにしないか？」


「き、奇き遇ぐうですね。あたしもそう思っていたところです」


　戦っているうちに、頭の熱もすっかり冷めてしまったふたりは、その言葉を合図に地面に倒れこむ。


　どちらも、体力は限界にきていた。


　視界いっぱいに広がる空の赤さに、ふたりはしばらく無口だった。


「結局お前はなにしにきたんだ？」


　先に呼吸を整えたアッシュが、流れる雲を見ながら呟つぶやいた。


　赤い空は嫌きらいだ。


　故郷を精せい霊れいに燃やされたときのことを思い出す。


　空も家も、そして自分以外のみんなが赤く燃えていた。


「なにしにって、当然アッシュさんに会いにきたに決まってるじゃないですか」


「俺に？」


「同じ学科の人が授業をサボってるんですよ？　心配して当然です」


「……」


　アッシュは胸中で溜ため息いきをついた。


　また自分は人に心配をかけたのかと、情けなくなる。


　思えば、幼少時代に発作が起きてから、ずっと自分は心配されてばかりのような気がした。


（一年前のルファはひどかったな。義父さんに魔法学園に行けって言われて、猛もう反はん発ぱつしてたっけ）


　そのときのことを思い出して、自然と笑みがこぼれてきた。


　だが、それと同時に昨日のことも思い出される。


（今いま頃ごろ、なにしているんだろう……）


　ずっと、強い姉だと思ってきた。


　何でもひとりでこなし、アッシュが怪け我がをしたときなど真っ先に現れては、手当てをしてくれた。


　無精で、家事もろくにできないアッシュとガルークル。


　ルファがいなくなってから、自分が剣に集中できたのは、ルファあってのものだったことに、ようやく気がついた。


（ルファ……）


　心の中で呼びかけてみても、思い出されるのは最後に見た泣き顔。


　謝りたいと思った。


　そう望んでも、ここにはルファはいない。


「アッシュさん？」


　パッフェルの声が聞こえ、アッシュはようやく思考の中から戻ってきた。


「な、なんだ？」


　とっさに返事を返し、少しだけ声が裏返る。


「ほぇ？　なんですか？　変な声を出して」


　不思議そうなパッフェルの声に、アッシュの頰ほおが夕焼け以外の赤に染まる。


「な、なんでもない！」


　ごまかすために大声をだし、ごろりと寝ね返がえりをうつようにして横を向いた。


　パッフェルは立ち上がり、服についた土を両手で払う。


「んー。よくわからないけど、いいです。じゃあ、アッシュさん。また明日！」


「明日？　って、お、おい！　ちょっと待て──」


　アッシュの制止の声も聞かず、パッフェルはそのまま走り去っていく。きたのも唐とう突とつだが、去るのも突とつ然ぜんだ。


「夕立みたいなヤツだな……。また明日って……まさかな」


　アッシュは嫌いやな予感を抱だきながら、少しだけ口元を緩ゆるめた。





　翌日も、その翌日も。


　パッフェルは北東の森に現れた。


　時にはアッシュを挑ちよう発はつし、時には頼たのみ込み。


　半ば強引にアッシュと訓練をした。


　最初は難色を示したが、三日を過ぎたあたりでアッシュも諦あきらめ、一いつ緒しよに訓練をするようになった。


　朝早くから模も擬ぎ戦のように訓練を始め、どちらかが倒れるまで戦い続ける。


　不思議なことに、パッフェルは一切烙らく印いん魔ま法ほうを使わず、格かく闘とう術じゆつだけを用いた。


　そんな幼よう稚ちな訓練ではあったが、アッシュは楽しかった。


　自分にはできないことを延々繰り返すのではなく、全力を出し切り、何も考えず剣を振るう。


　それはまるでガルークルとの稽けい古この日々。


「ま、待ってくれ！　ちょっと休きゆう憩けいしよう！」


「えー、まだ早いですよー」


　右みぎ肩かたをぶんぶん回しながら、パッフェルが口を尖とがらせる。


　連日の訓練で、体力の落ちていたアッシュが先に音ねを上げた。


　時刻は昼過ぎ。


　一緒に訓練するようになって、アッシュはパッフェルの真の脅きよう威いを思い知った。


「ってか、お前は化け物か!?　なんでそんなに体力がありやがる！」


　パッフェルは、恐おそろしく体力の回復が早い。


　昨日の疲つかれは置き忘れたとばかりに、翌日には元気いっぱいなのだ。


「ほぇ？　こんなの、普ふ通つうですよ？」


　アッシュが座り込んでしまったので、仕方がないとばかりにパッフェルも木こ陰かげに座った。そして、ごそごそと荷物を漁り始める。


「これでも、学園に入園する前は傭よう兵へいをやってましたからね」


　鼻歌交じりでパッフェルが荷物から取り出したのは、一ひと抱かかえほどもある大きな包みだった。


「ふんふふ～ん♪」


　うれしさを顔いっぱいで表現しながら、包みを解く。


　そこには、人の頭ほどの大きさがある丸い米の塊かたまりがふたつ。


　米を炊たき、塩をまぶして固めただけの、料理ともいえない簡素な食べ物だ。


「いっただきまーす！」


　パッフェルの小さな口には、明らかに不似合いな大きさだ。


　それにかぶりつく。


「ん～！　やっぱりお米ですね！」


　この世の幸福はすべてパッフェルのものだと他人に錯さつ覚かくさせるほど、その表情は幸せに満ちていた。


　見ているだけでお腹がいっぱいになりそうだ。


　ふたりで訓練をはじめて、パッフェルは毎度毎度この米の塊ばかりを食べていた。


　アッシュはいつも通り、適当に干した肉や乾かわいたパンを学食で購こう入にゆうするため立ち上がろうとする。


　そんなアッシュに向かってパッフェルは米の塊をほおばりながら、もうひとつを差し出した。


「アッシュさんもどーぞ。あたしの手作りですよ！」


　どこに手作りの要素があるのだろう、と疑問に思いながらも、アッシュは米の塊を受け取った。


　興味がなかったわけではない。


　一いつ般ぱん的には、小麦から作られるパンが主食だ。


　アッシュもそのことに疑問を抱かなかったし、これまでパンを食べて生活してきた。


　純じゆん粋すいに自分が食べたことがない物に対する興味。


　だが、それ以上に、いつも目の前で幸せそうに米の塊を食べるパッフェルに魅みせられた。


「い、いただきます」


　パッフェルのマネをして、声を出した。


　まじまじと米の塊を眺ながめ、その艶つややかな白さに自然と喉のどが鳴った。


　大口を開けて、かぶりつく。


　とたんに、口の中いっぱいに塩気が広がった。


　程よい辛からさだ。


　決して強すぎず、かといって存在感がないわけではない。本来の米の味を引き立たせる微び妙みような塩加減だ。


　塩は胃を活性化させ、アッシュはようやく自分が空腹だったことに気がついた。


「どうですか？」


「……うまい」


　夢中で米の塊を食べる。


　胃に入った塩は、疲れた身体からだの隅すみ々ずみまで染み込んでいく。


「ですよね!?　他の人はパンばっかり食べて。あんなの中身がスカスカで、いくら食べてもお腹いっぱいにならないじゃないですか!!」


　ひとりでうんうんうなずき、パッフェルも米の塊を食べ続ける。


　同時に食べ終わり、二人は一緒に手を合わせた。


「食べましたね？」


「あ？　あぁ、うまかった」


　ありがとうと言葉を続けようとして、パッフェルがにやりと笑ったのに気づく。


「実は、アッシュさんにお願いがあるんですよ」


「なに？　ま、まさかお前」


　罠わなにかかったことを、アッシュは悟さとった。


　実に念入りな作戦だ。


　ふたりで訓練を始めてから毎日、米を食べる様子を見せつけ、興味を持ったところでそれを与あたえる。


　そして、食べ終えたのを見計らって、自身の要求を突つきつける。


「お米って、バランで手に入れるの難しいんですよねー」


　それはそうだ。バランの主食はパンである。


「くそっ!?　卑ひ怯きようだぞパッフェル!!」


「ふっふっふー。なんとでも言ってください。まさか、お願いを聞いてくれないなんてことはないですよね？」


「ふざけるな！　俺はハメられ──」


「……最後のお米だったのに」


　両目をうるうるさせ、訴うつたえかけるパッフェルにアッシュは何も言えなくなる。


（誰だれの入いれ知ぢ恵えだ!!）


　八つ当たり気味に、胸中で叫さけぶ。


　ここまで念入りに仕組まれた罠を、目の前のパッフェルが考えられるとは思えない。


「よ、要求はなんだ？」


「すっごく簡単なことですよ。一週間ほど、アッシュさんの時間をください」


「は？」


「アッシュさんは一週間あたしと一緒に行動して、あたしを手伝ってほしいんです。学園の盾って万年人手が足りないんですよ」


　そんなことか、とアッシュは思った。


　もっと無理なことを言われるのかと身構えていたアッシュは、胸をなでおろした。


（授業に出ろとか言われたら、どうしようかと思った）


　ここ五日ほど、ずっとサボりっぱなしだ。時間が開けば開くほど、再び授業に出るのは難しくなっていく。


「わかった。お前を手伝えばいいんだな」


「受けてくれるんですね！　それじゃ、約束ですよ！　明後日あさつての朝、学園の入り口にきてくださいね！」


「あ、あぁ……」


　アッシュは生返事を返した。


　その後は、特に会話もなくふたりはまたも倒たおれるまで訓練を始めた。





　アッシュはベルモンドの部屋の中で悩なやましげに頭をかいた。


　ベルモンドの部屋にいるのは理由がある。


　クラフトと同室のアッシュは、部屋に帰りづらくどうするべきか悩んでいた。そんなとき、ベルモンドが現れ「床ゆかでよければ、寝ねる場所ぐらい貸してやるぜ」と言ってくれたからだ。ベルモンドの同室の男も、快くアッシュを寝ね泊とまりさせてくれた。


　そういえばと、アッシュには気になることがあった。


（クラフトって、なんで男子寮りようにいるんだ？）


　魔法学園は全ぜん寮りよう制せいではない。バランに家を持つ生徒は、自宅から通っているはずだ。


　クラフトは侯こう爵しやく家の一人息子であるらしい。それならば、寮に入っているのは変ではないだろうか。それも、執しつ事じや給仕を伴ともなわず、代わりにそれらの仕事を同室のアッシュにやらせようとするなど、意味が分からない。


（まぁ、他人の家の事か）


　アッシュはそこでクラフトについて考えるのをやめ、別のことに思考を向けた。


　パッフェルとの約束は今日。


　一いつ瞬しゆん、サボろうかという考えが頭をよぎる。


　だが、無理やりとはいえ、一度約束してしまったのだ。


「チッ」


　仕方ないとばかりに、準備を始める。


　手首に弩クロスボウを取り付けたリストバンドを巻く。


　そして、烙らく印いん魔ま法ほう科の生徒の証である黒い制服を手にし、一度微妙な顔をしてから袖そでを通す。


　上から腰こしに愛用の剣けんと巻尺に似た器具も巻いた。


　すっかり履はきつぶされた靴くつの紐ひもをしっかりと締しめ。


　最後にいまだ抜ぬくことができない大剣を背負って準備を終えた。


　手早く準備を済ませ、アッシュは部屋を出る。


　別に学園内をうろつくだけなら、これだけで十分だ。


　約束の時間まで、まだ少し余よ裕ゆうがある。アッシュにしては珍めずらしいことだった。


（遅おくれるよりは、ましか）


　そう考えながら、ゆっくりと朝の学園を歩いていく。


　朝特有の、露つゆに濡ぬれた匂においが鼻び腔こうに広がり、アッシュは心地よさを感じた。


　程なくして、学園の入り口にたどり着く。


　そこには、パッフェルがすでに待っていた。パッフェルの足下には、大きな荷物が二つもあった。そして、まるでこれから旅に出るかのような、出で立ちだ。


「あっ、アッシュさん！　えへへ、お早いですね！」


「約束したからな」


　満面の笑みで迎むかえられ、アッシュは思ったより悪い気分ではない自分に少しだけ驚おどろいた。


　パッフェルの人ひと柄がらがそうさせるのだろうか。


　アッシュは不思議な感覚に囚とらわれながらも、笑って見せた。


「で、俺はどうすればいいんだ？」


「少しだけ待ってください。もうすぐくると思いますので」


　他にも待ち合わせしている人物がいるのだろうか。


　アッシュは疑問を感じながらも、言われたとおりに待つ。


　数分後、ジェイナスが現れた。


　いつものようにメガネをかけ、黄色のローブに身を包んでいる。その肩かたの上ではバンクが眠ねむたそうにあくびをしている。


　そして、パッフェルと同じように、大きな荷物を持っていた。


「やぁ、アッシュ君とパッフェル君。おはようございます」


「おはようございます！　えへへ、あたしがんばりましたよ」


「はい。よくやってくれました」


　挨あい拶さつをしたあと、急に盛り上がったふたりを見て、アッシュはいやな予感を覚えた。


「パッフェル。待っていた人って、ジェイナス先生だったのか？」


「そうです。でも、あとひとりきますよ」


「ごめんなさい、待たせちゃったわね」


　背後から聞きなれた声。


　振ふり返かえり、驚きよう愕がくする。


　黄金の髪かみが風になびき、アッシュは一瞬小麦畑を連想した。


「え？　アッシュ？」


　何度か瞬まばたきをして、相手の姿を確認する。


　だが、何度見ても同じだ。


　ともに十年近くの時間を過ごしてきた。


　間ま違ちがえるはずがない。


「ルファ……」





「ど、どうしたんでしょうね。あたしはこう、出会った瞬しゆん間かんに抱だきつきあって、仲直りするものだと思ってました」


「パッフェル君。その認識は甘過ぎですね。若い男女にはいろいろあるものなのですよ」


（全部聞こえているんだよ）


　学園、そしてバランの外に出て、アッシュは胸中で毒づいた。


　前を歩くジェイナスとパッフェルは声を潜ひそめて会話しているつもりのようだが、風に運ばれアッシュの耳まで届いている。
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　アッシュよりもさらに後にいるルファに届いているかどうかは怪あやしいが。


「あたし、何か失敗したんですか？」


「いえいえ。パッフェル君は完かん璧ぺきでした」


　ここにきて、ようやくアッシュは悟った。


　パッフェルの行動は、ジェイナスの指示だったのだ。


　自分を罠にかけ、ここにくるように誘ゆう導どうした。


　罠自体は陳ちん腐ぷで、わかりやすいものだったのだが、引っかかってしまったアッシュはなにも言えない。


　無言で前を行くふたりを睨にらむが、まったく意に介かいした様子はない。それどころか、気づいた様子すらなかった。


　それがまた、アッシュには腹立たしい。


　アッシュは、ちらりと後を振り返った。


「!?」


　そして、アッシュ同様、自分を見ていたルファと目が合う。ふたりはあわてて目をそらした。


　ルファのその様子から、先日の一件を未だ気にしているであろうことが見て取れる。


　ジェイナスは、アッシュとルファを仲直りさせようとしたのだろうが、これでは逆効果だ。


　突とつ然ぜんのルファの登場に、アッシュは戸と惑まどい、挨拶をすることもできなかった。


　そのため、ふたりの溝みぞはより深くなり、微び妙みような空気がこの場を満たしている。


　アッシュたちは現在バランを出て、北上していた。平原が広がっており、起き伏ふくの乏とぼしい地面が続いている。


　空は雲一つなく、澄すみ切っていた。


　そんなさわやかな午後。暗い気持ちになっている自分が、ひどくまぬけに思えた。


「そういえば、アッシュ君」


　突然ジェイナスに声をかけられ、アッシュは顔を上げた。


「なんだよ……」


　非難を含ふくんだ視線を受けても、ジェイナスの笑顔は変わらない。


「これから行く場所について、どれくらい知っていますか？」


　これから行く場所とは、ルファの試験を行う場所のことだ。


　パッフェルが言った、「一週間、手伝いをしてほしい」というのは、ルファの試験に同行することを意味していた。


「知らない」


　その場所について、ある程度の知識はあったアッシュだが、今の空気に耐たえられずそう言った。


　何でもいいから、沈ちん黙もくだけは続けたくない。


　アッシュの胸中を理解しているのか、ジェイナスは笑顔を苦笑に変えて、話し始める。


「試験場、そこは暗黒領域と呼ばれている場所です。この世界から隔かく離りされ、閉へい鎖さ空間となった場所の総そう称しようだと思ってください」


　千年前に発生した〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟。


　世界を作り変えたとも言われるその災害は、数々の傷きず跡あとを残した。


　その最さいたるものと言われているのが、暗黒領域の存在だ。


「暗黒領域は、中に入ればなにが起こっても不思議ではありません。我々の常識や、力。そのすべてが通じない場所すらあります」


　暗黒領域は閉鎖された空間だ。蜃しん気き楼ろうのような靄もやに囲まれており、六ろく芒ぼう世界から暗黒領域の中を窺うかがうことはできない。


　入った瞬間、先ほどまで地面を歩いていたというのに、中が一面の海だったなど現実に起こり得る場所なのだ。


　そして、それら閉へい鎖さされた空間では、六芒世界と同じように時間が流れている場合が多い。


　つまり、元素の嵐から千年経った今。暗黒領域の中でも千年の時間が流れているのだ。


　とはいえ、場所によっては、この時間の流れが歪ゆがんでしまっていることもある。


　千年ではなく、五百年しか経っていなかったとか、二千年も経っているとか、稀まれではあるが、そういった暗黒領域も存在する。何か魔ま法ほうの力か、はたまた蜃しん気き楼ろうのような靄もやが関係しているのか、原因はわかっていない。


　元素の嵐で暗黒領域に囚われた生物たちは、中で独自の進化をとげ、六芒世界にはびこる魔ま物ものよりも凶きよう暴ぼうで強力な存在となっている。


　冒ぼう険けん者しやと呼ばれる人種たちは、この暗黒領域の中に入り、元素の嵐が起こる前の旧文明の遺産を持ち帰ることを目的にしている。


　冒険者たちの活かつ躍やくにより、暗黒領域の数は一時期激減した。


　ところがだ。近年突とつ如じよとして暗黒領域が増え始めている。研究者たちはこぞって「元素の嵐の再来か!?」と騒ぎ立てているが、詳くわしいことはまだわかっていない。


　そして、なにより厄やつ介かいなのが、入り口と出口が別にあること。


　暗黒領域には必ず入り口と出口がある。ところが、入り口と出口が同じ場所にあるわけではない。


　理り不ふ尽じんな場所に出口がある場合や、絶対にたどり着けない場所に出口があるときもある。


　故に、暗黒領域は危険な場所として有名だ。


　一度入れば、帰ってくるほうが難しい。


　いたずらした子供を叱しかりつけるとき、脅おどし文もん句くに使われるのが「暗黒領域に入れる」といったことからも、おそれられていることがわかる。


「とまぁ、今から僕たちが行く暗黒領域はそこまで大変な場所ではありません。一応試験で使う場所ですからね。一ヶ月に一度、定期的に数人の教師が赴おもむき、安全を確認しています。一ヶ月前の調査では、僕も同行して中を見てきましたしね」


　さんざん脅し文句を並べ立てたあとで、ジェイナスが笑った。


「僕たちが行く暗黒領域は、〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉と呼ばれています。森の中に暗黒領域があります。中には外の森と大差ない木々があり、大勢のゴブリンと少数のオークが住んでいるようです。今回、この暗黒領域に振ふり分わけられたのは、ルファ君だけですね」


〈惑いの森の暗黒領域〉は、試験で使われる暗黒領域の中では、上位に位置する。魔物はそれほど強くないのだが、ひたすら数が多い。だからこそ、ルファのような腕うでの立つ召しよう喚かん術じゆつ師があてがわれた。


「そもそも、なんでそんなところを試験で使うんだ？」


「簡単なことです。魔法学園の本来の目的のためですよ。学園は魔法研究機関でありながら、冒険者を育成するための場所でもありますからね」


　学園で生活するようになって、アッシュも徐じよ々じよにそれを理解していた。


　授業が多種多様なのだ。


　魔法の授業だけではなく、さまざまな知識、野宿の仕方、食べられる草の勉強や、魔物の生態系。


　冒険に役立つ知識すべてを詰つめ込まれている。


「魔法学園……いえ、バランは旧文明の遺産を回収することに執しゆう着ちやくしています。それは、伝承で語られる魔法の品々や、圧あつ倒とう的てきな前世魔法の力。それらすべてを我がものにしたいからです」


　ジェイナスの表情が引ひき締しまる。


「長年の研究で、ようやく召喚術を復活させることができました。ですが、バランの現王はまだ満足していないのです」


　がりがりと頭を搔かきながら、ジェイナスは肩かたを落とした。


「僕としては、あまり生徒たちに危険なことをしてほしくないのですが……時代がそうさせるのでしょうか。学園に入園してくる生徒は後を絶たず、卒業した後、彼らはみな冒険者となって活躍しています。それがいいことなのかどうかは僕にはわかりません」


　憂うれいを帯びたジェイナスの表情に、アッシュは暗い何かを感じた。


「だから、アッシュ君にはこう言わせてもらいましょう。ある程度は安全が確保されているとはいえ、これから向かう場所は暗黒領域です。へたをすれば命を落としかねません」


　一度言葉を切り、ジェイナスは射い抜ぬくようにしてアッシュを見つめた。


「だから、あまり意地を張っていても、仕方ないですよ？　暗黒領域で生き残るためには、チームワークが重要です」


　ジェイナスの視線が、アッシュから後ろのルファへ。


「……結局、言いたいのはそれかよ」


　アッシュはため息をついた。どうやら、ジェイナスは本気でアッシュとルファを仲直りさせるつもりのようだ。


「その通りです。若いうちは間ま違ちがいも多いですが、きっとこれからのアッシュ君に役立つことも多くあるでしょう」


　さっさと謝ってしまえと、ジェイナスの目が語っていた。


　別に意地を張っているわけではない。


　アッシュだってルファと仲直りができるのなら、なんでもやるつもりだ。


　だが、それを拒きよ否ひされるのが怖こわかった。


　頭を下げて謝って、それでもルファが許してくれなかったときのことを、アッシュは考えたくなかった。


「おぉ！　みなさん、見えてきましたよ！」


　突とつ然ぜん響ひびくパッフェルの声。


　ジェイナスが一いつ瞬しゆんだけ顔をしかめた。実にタイミングが悪い。


「あれが、今回の試験会場。〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉です」


　暗黒領域に近づくにつれ、バンクがその毛を逆立て始めた。




第三章　暗黒世界の七つ星




〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉は思ったよりも広かった。


　森全体の大きさが、バランと同じくらい。その森の中央に暗黒領域があり、それ自体の大きさは、魔法学園ほど。森としては、十分広い。


　道らしい道のない森の中を歩き、アッシュたちはようやく暗黒領域までたどり着いた。


　木々と木々の間に、まるで陽炎かげろうのような境界線が見える。


　ここから先は、なにが起こってもおかしくない場所。


　故に暗黒領域と呼ばれていた。


　ふと、アッシュは視線を移した。


　木々の間にロープが張られているのだ。


「なんだ、これ」


「それは、暗黒領域とそうでない場所を区切っているのですよ。まぁ、わかりやすくいえば、立ち入り禁止の場所を示しているのです」


　ジェイナスの答えに、アッシュは納得した。


「ここ。ロープを張られていないこの一角が、〈惑いの森の暗黒領域〉の入り口です」


「はりきっていきましょう！」


　ひとりで拳こぶしを掲かかげ、元気いっぱいのパッフェルを、ジェイナスが苦笑と共に見た。


　アッシュはそんなパッフェルを無視して、ルファの様子を窺う。


　不安げな表情だ。


　やはり、召喚術科の首席とはいえ、暗黒領域は怖いのだろうか。


　アッシュは知識でしか暗黒領域を理解していないため、恐きよう怖ふを感じられなかった。


「それでは、暗黒領域に入る前に、もう一度だけ試験の説明をしておきます」


　咳せき払ばらいをして、ジェイナスが言葉を発した。


「この暗黒領域で一週間過ごし、無事に学園に帰ることができれば合格です。試験中のパーティリーダーは試験を受ける生徒。つまり、ルファ君になります」


「は、はい」


「僕を含め、アッシュ君パッフェル君ともにルファ君の指示には従います。ですが、絶対というわけではありません。不測の事態の時には、各々の判断で動いてください」


「不測の事態ってなんだ？」


「最悪なのは、パーティが分かれてしまったときです。あとは、リーダーが倒たおれてしまったときも、これに該がい当とうします……他に質問はありませんか？」


　ジェイナスはひとりずつ顔を見み渡わたして、反応がないことを確かめた。


「それでは、試験を始めます」


　そう言って、ジェイナスは先に暗黒領域の中へと入る。


　続いてパッフェル。アッシュ、ルファの順番だ。


　中に入って、異様な熱気に包まれた。


「な、なんだこれ……」


　アッシュが呟つぶやき、他のだれも言葉を発せられなかった。


　中には森が広がっていると思っていた。


　いや、確かに目の間に広がっているのは森だ。


　ただ、樹が異様。


　葉っぱの一枚一枚が、炎ほのおでできていたのだ。


　そこはまるで炎の森。


　吹ふき付つける風すら炎でできているようだ。


「──グッ!?」


　アッシュは突とつ然ぜん軽い発作に襲おそわれる。両手が発火したかのように熱くなり、意識が持っていかれそうになる。


（なんでだ？）


　心の中で問いかけてみても、返事が返ってくるわけでもない。


　アッシュは何度か深呼吸をして、なんとか持ち直した。


「か、火か炎えん樹じゆの森？」


　そんなアッシュの様子に気づかないほど、ジェイナスは目の前の光景に魅み入いっていた。


「火炎樹の森ってなんですか？」


「僕も、実物を見るのは初めてです。元素の嵐エレメンタル・ストームでこの世から消えたとされる、伝説の炎の森のことです」


「実物を見るのがはじめて？　ジェイナス先生は、一ヶ月前にここにきたんじゃないんですか？」


　ジェイナスの言葉に、ルファが反応した。


　一瞬「しまった」という表情になったジェイナスは、観念したように言った。


「僕が調査にきたときは、ここは普ふ通つうの森でした」


「!!」


　アッシュもルファも、そしてパッフェルも驚きよう愕がくに顔を歪ゆがませた。


　どうやら、不測の事態が起こっているようだ。


「なにがこの暗黒領域に起こったのかはわかりません。ですが、不確定要素が多すぎる。とりあえず、一いつ旦たん学園に戻もどりましょうか。試験は一時中止にします。いつでもまた行えますし。みなさん、僕の指示に従ってください」


　反対する者は誰だれもいない。


　元冒ぼう険けん者しやであるジェイナスが現状をわかっていないのだ。


　それが、どれほど危険なことなのか。言葉がなくとも、みんな承知していた。


「ここから西に行ったところに、出口があるはずです。とりあえずは、そこに向かいましょう」


　全員でうなずきを返し、一歩進んだ。


　ただそれだけで汗あせが噴ふき出し、アッシュは制服を脱ぬぎたい衝しよう動どうに駆かられた。


「暑いとは思いますが、制服は脱いだり、はだけさせないでください。火の粉が飛んでくるかもしれませんからね。あと、水はできるだけ飲まないように。飲む場合も、軽く口を湿しめらせる程度にしてください。でないと、汗が噴き出して、逆に体力を消しよう耗もうします」


「……わかった」


　やはりというか。一番冷静なのは、ジェイナスだ。


　自分が置かれた状じよう況きようを理解し、常に最善を考えている。持っている知識量など、この場にいる誰とも比ひ較かくにならない。


「うぇー。アッシュさん。あたしたちだけなんか損してる気がしませんか？　黒色って、熱を吸収しやすいじゃないですか」


「……お前、緊きん張ちよう感かんないな」


「ははは、それは仕方ありません。我が慢まんしてください」


「パッフェルったら」


　自分の制服の袖そでを摑つかみ、口を尖とがらせたパッフェルの一言で、少しだけ場が和なごんだ。


　ある意味、状況を理解しているのかもしれない。


　そのままあたりを警けい戒かいしながら西へと進む。できるだけ火か炎えんの森から離はなれるようにだ。


　暗黒領域と六ろく芒ぼう世界の境界線は、相変わらず蜃しん気き楼ろうのようなもので区切られていた。暗黒領域の中からも、六芒世界の様子は窺うかがえない。


「触さわってはいけませんよ」


　ジェイナスの制止の声に、アッシュは伸のばした手を止めた。


「どうしてだ？」


「うーん。見てもらうのが早いですね。これを見てください」


　ジェイナスは、腰こしにつけたポーチから小さな鉄の塊かたまりを取り出した。きっと錬れん金きん魔ま法ほうに使うためのものなのだろう。


　その鉄の塊を蜃気楼に向かって投げた。


　ザリザリザリザリィィ!!


　すると、鉄の塊が蜃気楼に触ふれた瞬しゆん間かん。すさまじい音が鳴なり響ひびいた。


　まさに、鉄を高速でやすりにかけたような音だ。


　手を触れれば、間違いなくただではすまなかった。


「この蜃気楼は、風です。それも、ただの風ではありません。これは、元素の嵐エレメンタル・ストームそのものなのです」


「なっ!?」


「ここにくる途と中ちゆうにも説明しましたが、ここは元素の嵐によって作られた、閉へい鎖さ空間なのです。納得してもらえましたか？」


「あ、あぁ……」


　ごくりと、アッシュの喉のどが鳴った。


「先生、こういうことはよくあることなんですか？」


　ルファが炎の木々を見つめて、ジェイナスに話しかけた。


　ジェイナスは首を横に振ふった。


「いえ、少なくとも、暗黒領域の中が一ヶ月そこそこで急激に変わるなど、僕は見たことも聞いたこともありません」


「そう、ですか」


　気落ちしたルファの声。その表情は不安に揺ゆれている。


「大だい丈じよう夫ぶですよルファ先せん輩ぱい！　みんながついてます！」


　パッフェルは不安というより、むしろ楽しんでいるようにも見えた。


　元気なパッフェルの声に救われたのは、果たしてルファだけだったのか。


　それっきり会話はなくなり、しばらく無言で歩き続けた。


　じりじりと肌はだを焼く熱気が、アッシュたちの体力を奪うばっていく。


　普ふ段だんから身体からだを鍛きたえているアッシュとパッフェル。そして、元冒険者だったジェイナスにはまだ余よ裕ゆうがあった。


　だが。


「はぁ、はぁ……」


　ルファはすっかりうつむいてしまい、足下すらおぼつかなくなっていた。


　いかに卓たく越えつした召しよう喚かん術じゆつ師であっても、体力は人並みだ。


　このままでは、ルファがつぶれてしまう。


　現在、ルファの異常に気づいているのはアッシュだけのようだった。


　アッシュはルファに声をかけようとして、ためらった。


　この間の泣き顔が浮うかんだからだ。


（バカか、俺は！　こんなときに!?）


　アッシュはおもいっきり頭を左右に振り、ためらいを追い出した。


　そして、早足でルファに近づくと、横に並んだ。


　ルファはアッシュに気づいた様子はない。それほど消耗しているのだ。


　アッシュは少し強引にルファの肩かたを抱だいた。


「あれ？　ア、アッシュ？」


　突然のことに目を白黒させるルファの腕うでの間に、身体をねじ込んで肩を貸す。


「無理するな」


　少しだけ照れながら、アッシュは言った。


　その言葉を受けて、ルファの顔に表情が戻った。


「あ、ありがと」


「気にするな」


　お互たがいに照れ合い、そっぽを向き合う。とてもではないが、相手の顔を見ることができない。


　こんな状況でなければ、ジェイナスとパッフェルにからかわれてしまいそうな、そんな空気。


「ねぇ、アッシュ」


「なんだよ」


　意を決したようなルファの声色に、アッシュは返事を返した。


「あのね。その、この間はごめん」


「ッ!?」


　まるで、槍やりで貫つらぬかれたような衝しよう撃げきが、アッシュを襲った。


　アッシュはルファと仲直りをしたいと思っていた。


　それは、ルファも同様だったのだ。


（それなのに、俺は……）


　ある意味、ルファを泣かせてしまったとき以上の後こう悔かいが、アッシュの中に生まれる。


　全面的に自分が悪いのに、ルファは謝った。


　いや、謝ってくれた。


　ルファ自身がアッシュに歩み寄り、仲直りの機会を作ってくれたのだ。


　アッシュは自身の情けなさとともに、新しい感情が芽生えるのを感じた。


　それは、いままでアッシュが感じたことのなかったもの。


　あたたかく、心が穏おだやかになるような。


　それでいて、身を焼かれるような激しい想い。


　剣けんに今まで生しよう涯がいを捧ささげてきたと言っても過言ではないアッシュ。初めて抱く感情を持て余した。


　だが、自分がいまやらねばならないことは、はっきりと理解していた。


（謝らないと！）


　それですべてが元通りだ。


「あ、あのなルファ」


　少しどもりながら、たどたどしく言葉を紡つむぐ。


「この間はごめ──」


　アッシュの想いは。


「全員伏ふせて！」


　ジェイナスの叫さけび声ごえに遮さえぎられた。





「全員伏せて！」


　ジェイナスの叫びが炎ほのおの森に響いた。ジェイナスの声にいち早く反応したのは、バンクだ。すぐさまジェイナスの懐ふところの中へと入り込む。


　何事かとジェイナスを見るアッシュとルファの後ろから、突とつ然ぜん雷らい光こうが走った。


「くっ!!」


　ジェイナスはとっさに地面に転がっていた石を蹴けりあげた。


　意識をアッシュたちに向かって飛んでいく石に向け、右手を突つき出だしながら早口に叫ぶ。


「物質の分解と再構成!!　砂の壁かべとなれ!!」


　いくつもの過程を省略した詠えい唱しようだ。


　石からまばゆい光が放たれる。


　アッシュとルファの後ろに、砂の壁が一いつ瞬しゆんのうちに構成された。


　ここでようやくアッシュはジェイナスの言葉の意味を理解する。ルファの肩にまわしていた手を腰にやり、ぐいっと力任せに引き寄せて身をかばう。


　ジェイナスの錬金魔法で作られた壁に、雷らい光こうが当たる。


　ズガンッ！　と激しい音が遅おくれてやってきた。


　イメージすら曖あい昧まいなまま構成した砂の壁だ。雷光を受けて、ぼろぼろと崩ほう壊かいしていく。


　だが、その役目は十分に果たした。


「敵か!?」


　音に反応して、アッシュが剣を抜ぬいた。ルファもアッシュから身体を離し、自分の両足で立っている。


「ふたりとも、大丈夫ですか？」


「あぁ！　先生のおかげだな」


　アッシュは剣を構えたまま、油断なく周囲を警戒する。


　パッフェルがアッシュの対角線上に移動し、ルファとジェイナスをふたりで囲んだ。


　やがて、炎の森の中から何かが躍おどり出でてきた。


　醜しゆう悪あくな姿の魔ま物ものだ。その数六体。全員が粗そ末まつな武器と防具に身を包み、身長は人間の子供より少し大きい程度。


　その顔は豚ぶたのようで、誰だれしも嫌けん悪お感かんを抱く。


「オークですか。厄やつ介かいな相手ですね」


　唇くちびるを舐なめ、口の回転をよくしつつジェイナスが言った。


　オークは、人間に近い魔物で、亜あ人じん種しゆに分類される。強きよう靭じんな身体とあふれる体力が自じ慢まんの種族だ。


　貪どん欲よくにして臆おく病びよう者もの。


　相手が数体であれば脅きよう威いでもなんでもない。


　ところが、オークには他の種族よりも優れている点が一つだけあった。


　オークは短命であり、それゆえ繁はん殖しよく能力が高いのだ。


　臆病ゆえに、オークたちは徒党を組み、群れを成す。


　集まれば集まるほどオークたちは強くなるのだ。


　さらに。


「オーク!?　そんな、オークが魔ま法ほうを使うなんて!!」


　信じられないとルファの声が響く。


　オークは知能も低く個々の戦せん闘とう能力はたいしたことがない。魔法を使うなど、ルファは聞いたことはなかった。


「確かにオークの中にも魔法を使う者はいます。ですが、あの魔法はそんな威い力りよくじゃなかった」


　そもそも、砂の壁はとっさに敵の攻こう撃げきを防ぐための魔法だ。故に錬金魔法の中でも、砂の壁の詠唱は短い。


　そしてなにより、仲間を守るため一番錬れん金きん魔法師が練習する魔法でもある。


　究極な話、身体に教え込む魔法なのだ。


　それを、一いち撃げきで破は壊かいするほどの威力を秘めた魔ま力りよく。


「どうやら、オーク以外にもなにかがいるようですね」


　そのジェイナスの言葉に反応したのか、森の奥からのっそりと巨きよ大だいな何かがはいでてくる。


　雷かみなりをまとった蛇へびにまたがった、半はん竜りゆう人じんだ。爬は虫ちゆう類るいに似た頭を持ち、その身体は頑がん丈じようそうな外骨格に包まれていた。右手に持つ紅槍は、血のようにまがまがしい。


「ラ、ラプトリアン!?　そんな！　なんでこんなところに」


「なんだよルファ。そのラプトリアンって」


　アッシュはここにきて、暑さ以外の汗あせを流した。


　目の前の半竜人から感じる重圧。


　それは、思わずこの場から逃にげ出したくなるほど激しいものだった。


「ラプトリアンは、人間たちが生まれる前に、世界を支配していた種族だと言われているわ！　魔法も武器も使える、とても厄介な相手よ！」


　ルファの悲鳴にも似た声が聞こえる。


　すらりと、雷らい蛇じやにまたがった半竜人が槍を構えた。


「確かにな。隙すきがない」


　半竜人が構える槍は、まっすぐアッシュに向けられている。


　どう反応しても、後の先を取られ、自分自身が槍に貫かれるイメージしかわかない。


　そのとき、半竜人が口を開いた。


「人間。ソノ娘むすめヲ置イテイケ。ホカハ助ケテヤル」


　半竜人の黄金の瞳ひとみが、まっすぐルファを見ていた。


　アッシュは、半竜人が自分と同じ言語をしゃべったことに気づくよりも先に、頭が沸ふつ騰とうした。


「っざけんな!?」


　喉のどが裂さけるかと錯さつ覚かくするほどの声量で叫び、アッシュは飛んだ。


「──ムッ」


　完全なる奇き襲しゆうだ。


　アッシュの行動を予測できなかった半竜人は、反応が遅れる。


　上段に剣を振ふりかぶり、アッシュは怒いかりのままに振り下ろす。


　剣を紅槍で受け止めて、半竜人は怯ひるんだ。


　その隙を見み逃のがすアッシュではない。魔法は使えないが、剣けん術じゆつだけなら並みの戦士より上なのだ。


　だが、飛び上がったアッシュを半竜人が乗る雷蛇の巨大な口が狙ねらってきた。


「くそっ!?」


　やむなくアッシュは、半竜人へ切りかかるのを止め、防ぼう御ぎよの為ために横に突き出されていた槍を蹴って、宙返りをする。まるで曲芸のような軽業だ。


　主に攻撃が当たることを恐おそれたのだろう、雷蛇はぎりぎりのところで、軌き道どうをそらした。


　蛇の身体からだに触ふれては、雷に焼かれてしまうと思い、アッシュはそのまま地面へと降り立ち、すぐに半竜人との距きよ離りを取った。


　この間、十数秒。


　パッフェルにすら認識できないほどの、激しい攻こう防ぼうが繰くり広ひろげられた。


「アッシュ！　大だい丈じよう夫ぶなの!?」


　心配そうなルファの声。


「平気だ！　それより、相手が悪い。あの蛇、なんとかできないか？」


　奇襲で一度は近づくことができた。だが、二度目はもう通じないだろう。そうなると、触ふれるだけで身を焼く雷をまとった蛇が厄介だ。


　アッシュが半竜人を引きつけている間に、パッフェルは動いていた。


　ジェイナスとルファを追おい越こし、オークへと殴なぐりかかっていたのだ。


　アッシュが戻もどってきたときには、半数のオークを倒たおしていた。


　恐るべきはその身しん体たい能力。


　六体のオークを相手にしつつ、傷一つなく無事に生せい還かんしてみせた。


　アッシュとパッフェルはお互たがいに背中合わせになりながら、声を掛かけ合う。


「もう、アッシュさんずるいですよ！　あたしも、あっちの大きいのと戦いたいです！」


　余よ裕ゆうを含ふくませたパッフェルの声色が、アッシュには頼たのもしく感じられた。


　別の誰かが自分の背中を守ってくれている。そのはじめての体験に、アッシュは妙みような安心感を覚えた。


「なんだパッフェル。あの蛇をどうにかできるのか？」


「腕うで一本犠ぎ牲せいにすれば、なんとかなります！」


　何でもないことのように告げるが、それは大きな損失だ。


「それは困ります。魔物がここにいるだけとは思えません。オークは群れで活動する習性がありますしね。そのとき、パッフェル君が怪け我がをしていては、勝てる戦いも勝てなくなります」


　最悪の事態を想定しつつジェイナス。


「つまり、手て詰づまりってことか……」


「いえ、これを使いましょう」


　そう言ってジェイナスが取り出したのは、一枚の紙切れ。


　茶色い紙の表面には、アッシュに読めない文字で何かが書かれていた。


「これは、封ふう印いんの札です。これなら、蛇の雷を止められるでしょう」


「そんな便利な物があるなら、最初から使ってくれ！」


　アッシュの言い分に、「高いんですよ、これ……」とジェイナスは若干涙なみだ目だ。


「とりあえず、役割を決めましょう。パッフェル君が半竜人を攪かく乱らん。ルファ君は召しよう喚かん獣じゆうでオークを引きつけてください。そして、僕が封印の札を使うので、アッシュ君は蛇にとどめをさしてください」


「わかった」


「はい」


「任せてください！」


　三者三様の答えを返し、それぞれが役割を果たす。


　まずは、パッフェルが半竜人につっこんだ。


「へっへーん、こっちですよ！」


　おどけた声を上げながら、雷蛇のまわりを器用に立ち回る。


　こちらからは攻撃せず、回かい避ひに主体をおいた戦い方だ。


　それを尻しり目めに、ルファが目を閉じた。


　懐ふところから数枚の召しよう喚かん札を取り出し、空中に掲かかげた。


　ルファの髪かみの色が変わり、六ろく芒ぼう星せいが虚こ空くうに現れる。


「アイビー！　手前から行くわよ」


　六芒星の召喚門から飛び出してきた銀隼シルバー・フアルコン。


　ルファの的確な指示で、銀隼がオークに向かってつっこんでいく。


　相手が召喚術師だと知ったからであろう。


　臆病なオークたちは完全に浮うき足あし立だっていた。


「アッシュ君。準備してください……行きますよ」


「あぁ！」


　アッシュは剣けんを下げ段だんに構え、一直線に駆かけた。


　狙うは、雷蛇の首ただ一つ。


　もしジェイナスが失敗すれば。


　そんな考えは、なぜだか微み塵じんも思おもい浮かばなかった。


　人を優しく包み込むジェイナスの笑顔。


　その笑顔は、十分信しん頼らいに値する。


　雷蛇の頭は、アッシュの身長より遥はるかに高い位置にあった。


「パッフェル、飛ばしてくれ！」


「ほぇ？」


　一いつ瞬しゆんぽかんとするパッフェルに向かって、速度を落とさず走り込む。


　アッシュの意図を理解したのか、パッフェルが楽しそうな表情になった。


　驚おどろかせてやろう。そう考える、子供のような顔だ。


「行きますよ!!」


　パッフェルが両手の指をしっかり絡からめ、受け皿のようにした。


　腰こしを落とし、アッシュを迎むかえ入れる。


「飛んでけー!!」


　アッシュの足を両手で受け止め、力ちから一いつ杯ぱい空に向かって放り投げた。


　授業をサボり、ふたりだけで行った訓練の成果だろう。アッシュもパッフェルもお互いのくせをちゃんと理解しており、息がぴったり合っていた。


「──ぬぅぅ!!」


　無理矢理ではあるが、予想外の跳ちよう躍やくに半竜人は身の危険を感じた。


　だが、相手は剣。


　雷蛇に触れた瞬しゆん間かん、感電するのは目に見えている。


　そこに。


「封印の札!!」


　ジェイナスの投げた札が、まるで意思を持っているかのように、吸い込まれるようにして、雷蛇の額に張り付いた。


　──シャギャァァァァ！


　雷蛇の悲鳴が聞こえる。


　身体に帯電していた雷は、その札に吸収されていく。やはり、魔ま法ほうで加工されているのか、紙でできているはずのその札は、燃えることがなかった。


「うぉらぁぁぁ!!」


　一いつ閃せん。


　上空で振ふり抜ぬかれたアッシュの剣。


　その瞬間、ぴたりと蛇の叫さけび声ごえが止まった。


　ずるり、と蛇へびの頭がぶれる。


　胴どうと頭が永遠の別れを告げ、地面へと落ちた。


「おっと」


　無我夢中で、着地のことまで考えていなかったアッシュは、すこしだけバランスを崩くずし、膝ひざをつく。


　その後、数秒だけ硬こう直ちよくしていた蛇の胴どう体たいが地面に倒れる。


「まだやるか？」


　アッシュは立ち上がり、剣けん先さきを半竜人に向けた。


　いち早く、雷蛇の胴体から着地していた半竜人は、一度だけ動かぬ蛇の身体を見た。


　そして、紅槍を構える。


「コチラニモ事情ガアル。退ケナイ」


「……そうかよ」


　アッシュも再び剣を構えた。


（くそ。こっちもやばいな）


　雷蛇を倒したことで、一見有利に見えるアッシュたち。


　だが、体力は限界にきていた。


　ここは、炎ほのおの森。


　砂さ漠ばくの中で、全力疾しつ走そうを続けているようなものだ。


　ルファはもはや気力で立っている状態だ。


　そのうえ、召喚術まで使ったとあっては、そう長くは持たないだろう。


（くそ！　早く終わらせないと）


　半竜人に隙すきはなく、焦あせりだけがつのっていく。


　そのとき、ズキンっとアッシュの両手のひらが痛んだ。


（な、なんだ？）


　戸と惑まどうアッシュ。


　本能が、危険だと告げていた。


　焦しよう燥そうは恐きよう怖ふへ。


　突とつ然ぜんの直感に、アッシュは従った。


　目の前に槍を構えた半竜人がいることにもかまわず、後ろを振ふり返かえった。


「逃にげろ！」


　アッシュの声に、ジェイナスだけが反応できた。今度はポーチから、動物の骨を取り出した。それを四つ。同時に空へと投げた。


「物質の分解と再構成！　骨は鉄に。鉄は砂に！　すべてを防ぐ壁かべとなれ！」


　四つの骨が、はじめの石と同じように輝かがやきを放ち、砂の壁となる。


　先ほどとは比べ物にならないほど、頑がん丈じような作りだ。


　半竜人の雷らい光こうであっても、びくともしない。


　だが、その壁は視界を覆おおう一面の赤色の前に、あっけなく消しよう滅めつする。


「なっ!?」


　予想外の展開に、ジェイナスが言葉を失った。


　突然飛来した火球が、一瞬にして砂の壁を蒸発させた。


　最初は、姿を隠かくしていた別の半竜人が魔法を使ったのだと思った。


　だが違ちがう。


　炎の森の木々がざわめいた。


　葉っぱの炎が突然燃え上がり、人の形をとる。


　巨きよ大だい。あまりに巨大な人間だった。


「巨人族ジヤイアント？」


「いや、違う」


　どこか呆ぼう然ぜんとした、ジェイナスの声を、確信に満ちたアッシュの声が否定した。


　ぞくりと、その巨人の姿を見たとき、鳥とり肌はだが立った。血液が沸ふつ騰とうし、発作が起こるのを止められない。


（懐なつかしいな、おい。ずっと探してたんだぜ？）
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　アッシュの顔が歪ゆがむ。狂きよう気きに魅みせられたその表情に、誰だれもが言葉を失った。


　アッシュは、会いたくて会いたくて仕方なかった巨人の名を呼んだ。


「久しぶりだな精せい霊れい王おう」





「精霊王!?　そんな、まさか……」


　元素の嵐エレメンタル・ストームを引き起こし、世界を滅めつ亡ぼう寸前まで追い込んだ存在。それが精霊王だ。


「……アッシュ君。なぜそう言い切れるんですか？」


　確かに目の前に現れた炎の巨人は、圧あつ倒とう的てきな存在感を放っていた。


　元素が風となり、精霊王の周りを回り始める。


　世界の終末を告げる元素の赤い風だ。


「俺も詳くわしくは知らない。でも、義父さんが言っていた。俺の故郷を滅ほろぼした精霊は、精霊王だったってな!!」


「そ、そんなバカな!?　元素の嵐以降、精霊王が現れた記録なんて、ありません！」


「別に信じなくていい。それにこいつが精霊王だとかそんなのどうでもいいんだ。俺は、ただこいつを殺す」


　アッシュは剣を水平に構え、そのまま精霊王に向かって走り出した。


「アッシュだめ！」


　ルファの声すら、いまのアッシュには届かない。


「うぉぉぉぉぉぉ!!」


　力任せに剣を振り抜く。


　だが、炎で身体からだを構成されている精霊王にはまったく意味がない。


　何の抵てい抗こうも感じず、剣がすり抜ける。


「くそっ!?」


　アッシュは闇やみ雲くもに剣を振るった。


　二度、三度。


　何度同じ行動を繰くり返かえしても、むなしく空を切るだけ。


　ゆっくりとした動きで、精霊王の手がアッシュに迫せまる。


　とっさに剣けんで防ぼう御ぎよしようとした。


「なッ!?」


　精霊王の手が、アッシュの剣を摑つかんだ。


　その瞬間、アッシュの剣はぐにゃりと形を変え、溶とけ落ちる。


　ジュワっと、肉のこげる音と匂においが立ち込めた。


　剣の柄つかが、焼き鏝ごてのように一瞬で熱を帯びたのだ。


　剣の柄を投げ捨てるようにして、アッシュはその場から飛びのく。


　だが、遅おそい。


　精霊王の左手から、炎が溢あふれる。


「火球フアイアーボール!?」


　ジェイナスの、悲鳴にも似た声が響ひびく。


　火球は前世魔法に分類される、失われた魔法のひとつだ。爆ばく発はつを引き起こし、すべてを燃やし尽つくす。その魔法が、その場にいるすべての者に襲おそい掛かかる。


「ぐあぁぁぁ！」


「きゃあ！」


　アッシュが、ルファが、ジェイナスが、パッフェルが。


　それぞれの悲鳴を上げながら、飛来する炎の球に蹂じゆう躙りんされる。


　精霊王にとって味方であるはずのオークすら巻き込んだその魔法は、周囲の木々すらなぎ倒たおす。


　爆発。


　悲鳴。


　そして、肉の焼け焦こげる匂い。


　八年前のアッシュの故郷を襲った災さい厄やくが、再びあのときと同じ状じよう況きようを作り出していた。


「負けない……負けられるかよ！　俺は、お前を殺すために生きてきたんだ！」


　アッシュは、もはや気力だけで立っていた。


　ルファもパッフェルもジェイナスも、火球の爆発に巻き込まれすでに満まん身しん創そう痍いだ。身体のいたるところが重度の火傷やけどになっている。


　そんな仲間たちの姿は、アッシュの目に映らない。


　今アッシュには憎にくい精霊王の姿しか見えていなかった。


　精霊王はゆっくりとした動きで、アッシュたちにトドメをさそうと、魔ま力りよくを集中し始めた。


　憎しみでアッシュの心がどす黒く変色する。


　だが、アッシュの武器は溶けてしまった。


　とてもではないが、精霊王に対たい抗こうする力を持っていない。


（いや、武器ならある）


　アッシュは、背負っていることすら忘れてしまいそうな、背中の大剣にチラリと視線を送った。


　アッシュに残された武器は、大剣だけだった。


　深いことを考えていたわけではない。たとえ木の棒であっても、あればよかった。その程度の思考だった。


　柄に右手をかける。


　瞬しゆん間かん。精霊王の動きが止まった。


（……なんだ？）


　突然動きを止めた精霊王をいぶかしむ。


　精霊王は、じっとアッシュの大剣を見ていた。


（この剣が怖こわいのか？）


　なぜだかわからないが、精霊王はアッシュの大剣を恐おそれているようだ。


　アッシュの顔が、再び狂気に歪む。


　だが、アッシュはそこで致ち命めい的てきな失敗をしていることに気がつかなかった。


「人間。忘レテイルゾ」


　半竜人の存在だ。


　火球に巻き込まれ、それでも無傷だった半竜人。


　そいつがいま紅槍の柄でアッシュの腹部を突つき刺さし、昏こん倒とうさせる。


「女ハモラウ。約束ドオリ、他ハ助ケテヤル」


　アッシュの視界が暗転する瞬間。そんな言葉が聞こえてきた。





　暗い穴倉の中で、ルファは目を覚ました。


「……ここ、は」


　はじめは、まだ目を閉じているのではないか、そう思えるほど真っ暗だった。


　衣きぬ擦ずれの音が響く。


　その音の反はん響きよう具合から、狭せまい場所に閉じ込められていることがわかる。


　どうやら、隔かく離りされているらしい。


「……んっ」


　その上、両手両足が縛しばられているようだ。


　ルファは自由の利かない身体を無理やり動かす。


　きょろきょろとあたりを見み渡わたしてみても、灯りが一切ないため様子を窺うかがうこともできない。


　そして、暗くら闇やみの中に小さな黄金の何かが浮うかんでいるのを見つけた。


「目覚メタカ」


「!?」


　その黄金の何かは、火か炎えんの森で戦った半竜人の目だ。


　猫ねこの目めのように、闇やみの中で輝きを放っており、灯りがなくても見えるのだろう。


「他のみんなはどうしたのよ」


「ホカノ人間ハ、森ニ捨テテキタ。運ガヨケレバ、生キテイル」


　たどたどしい人間の言葉で言われて、ルファは一いつ瞬しゆん胸をなでおろそうとした。


　そして、はっとなる。


（ダメ！　相手は敵なのよ!?　噓うそかもしれないわ）


　そう思い直し、睨にらみつけるようにして、黄金の目を見る。


「私をどうするつもり？」


「生いけ贄にえニナッテモラウ」


「い、生贄？」


　心を気き丈じように保たせようとしていたルファに、動どう揺ようが走る。


「ソウ。精霊王ハ外ノ世界ニ出タガッテイル」


　一度、黄金の輝かがやきが揺ゆれたように思えた。


　半竜人の目が、うなずいたように見えた。


「それと、私が生贄にされるのと、なんの関係があるの？」


「精霊王ハ生キ物ヲ食ベルコトデ強クナル。オマエカラハスゴイ魔力ヲ感ジル。キット外ニ出ラレル」


「はぁ……最悪」


　ルファは溜ため息いきをついた。


　いっそ泣なき喚わめき、取り乱したかった。


　だが、それはできない。


　喋しやべりながら、ルファは心の中で呼びかけた。


（アイビー……聞こえる？）


　召しよう喚かん獣じゆうと召喚術師は精神の糸で繫つながっている。


　精霊王が火球を放ったとき、とっさに空へと逃にがした。


　雷に巻き込まれていないのなら、きっと呼びかけに応えてくれるはずだ。


　反応がある。アイビーはちゃんと火球から逃のがれていた。


　再び、召喚獣と繫がる。


（ごめんね。ちょっとだけ、身体を貸して）


　アイビーの身体を借り受け、ルファは火炎の森を上空から見下ろした。


　アッシュたちは必ず生きている。自分にそう言い聞かせて、ルファは火炎の森に滑かつ空くうしていく。


　諦あきらめるにはまだ早い。





　夢を見ていた。


　それは、遠い過去の記き憶おく。


　突とつ然ぜん現れた、炎ほのおの巨きよ人じんという災厄は、アッシュの故郷を焼やき払はらう。


　崩くずれていく家、遊び場、そして両親。


　人が立ったまま焼かれるという恐きよう怖ふを、アッシュは目の前で見ていた。


　口や目から炎が溢あふれ、滑こつ稽けいにすら見える。


　だが、鼻をつくのは吐はき気けを覚える、肉と体毛が焼ける匂い。


　幼いアッシュは、村を襲った炎の巨人を見ていた。


「アッシュ君！　目を覚ましてください！」


「──ッ!?」


　頰ほおを叩たたかれ、アッシュは夢から覚めた。


　視界に映るのは、火炎の森。


　どうやら、半竜人に気絶させられたようだ。


「くそっ!?　あいつは──精せい霊れい王おうはどこにいきやがった！」


　頭はいまだに沸ふつ騰とうしている。


　長年探し続けてきた、復ふく讐しゆうの相手を逃がしてしまった。


　奥歯が砕くだけるほど強く顎あごを嚙かみ締しめ、アッシュは怒いかりを露あらわにする。


　焼けたはずの両りよう腕うでには、冷たい布が当てられており、どうやらジェイナスが手当てをしてくれたようだ。


　だが、今はその布が邪じや魔まだ。


　火傷のせいなのだろうか。先ほどから、手のひらがずっと熱を持っている。


　まるで、産声を上げているように、ドクドクと脈動を繰くり返かえしていた。


　アッシュは濡ぬれた布を引ひき剝はがすと、地面へと放り投げた。


「あいつは、どこにいる!?」


　つかみ掛かからんばかりの勢いで、ジェイナスへと詰つめ寄よった。ジェイナスの肩かたに乗っていたバンクが、毛を逆立ててアッシュを威い嚇かくする。


　それほど、アッシュの顔は険悪だった。


「落ち着いてください」


　いつもの笑顔をどこかに置き忘れてしまったのか、ジェイナスはいつになく真しん剣けんな表情だ。


　今のアッシュには、それすらも癇かんに障る。


「落ち着いていられるわけないだろ!?　早く言えよ！　あいつはどこにいった!!」


　ついには、ジェイナスの胸倉を摑つかみ上げ、アッシュは絶ぜつ叫きようした。


「いい加減にしてください！」


　瞬間。パッフェルの拳こぶしが、アッシュの顔面を捉とらえた。


　手加減、容よう赦しやの一切が含ふくまれていない、本気の一いち撃げきだ。


　頭に血が上っていたアッシュは、その拳を避さけることができなかった。


　もんどりうって、倒たおれこむ。


「パッフェル、テメー、なにしやがる!!」


　手を腰こしに回し、そこにあるはずの剣けんを摑もうとした。


　だが、そこには何もない。


　精霊王に剣は溶とかされ、今のアッシュには抜ぬけない大剣しかない。


　チッ、と舌打ちをして、パッフェルを睨む。


「ルファ先せん輩ぱいがさらわれたんですよ！　それなのに、アッシュさんはなんとも思わないんですか!?」


「ルファ、が？」


　言われてはじめて、ルファの姿がないことに気づく。


　アッシュは愕がく然ぜんとした。


　そう。言われるまで、ルファのことが頭になかったのだ。


　十年近く、ずっと一いつ緒しよの時間を過ごしてきた、血の繫がらない姉。


　その人物がいなくなっているにもかかわらず、自分の頭の中に姉の姿はなかった。


『女ハモラウ。約束ドオリ、他ハ助ケテヤル』


　気を失う直前に聞こえてきた、半竜人の言葉が思い出される。


　半竜人の目的はわからないが、ルファが連れ去られたことは確実だ。


「パッフェル君。落ち着いてください」


「でも、ジェイナス先生……」


「今は、これからのことを考えるのが重要です。ケンカをしている場合ではありませんよ」


　子供に諭さとすような、やさしいジェイナスの声色にパッフェルは何も言えなくなる。


「アッシュ君もいいですね？　精霊王となんの因いん縁ねんがあるのかは知りませんが、今は忘れてください」


　アッシュが返事を返す前に、続きを話す。


「まず、現状は極めて深刻と言わざるをえないでしょう。我々ではどうしようもない強大な敵が現れ、ルファ君がさらわれてしまった。敵の数も未知数で、ルファ君の居場所すらわからない」


「絶望的、ですね」


　珍めずらしく、しおらしいパッフェルの声。


「はい。なのでアッシュ君とパッフェル君には学園に戻もどってもらおうと思います」


「なっ!?　どういうことですか!?」


　ジェイナスの意外な言葉に、パッフェルが過か敏びんに反応した。


「ルファ君の捜そう索さくには、僕ひとりで行きます。僕は教師ですからね。生徒を守る義務があります」


「あたしもついていきます！」


　興奮するパッフェルを、ジェイナスが両手で制した。


「ダメです。守るべき生徒の中には、パッフェル君だって当然含まれているのですから」


（ちょっと待て……何の話をしているんだ？）


　アッシュは、ふたりの会話についていけず、呆ぼう然ぜんとなった。


（ルファを助けに行く？　俺は学園に帰って？　なんで？）


「パッフェル君。よく考えてください。我々は、ルファ君がいた状態で精霊王に手も足もでなかった。その我々がルファ君を欠いた状態で、精霊王に勝てると思いますか？」


　パッフェルに向けられたはずの声なのに、なぜかアッシュは自分へ向けられているように感じた。


「そんなの、やってみなきゃわからないじゃないですか!?」


「あれが、精霊王の力の一部、だったとしてもですか？」


「力の、一部……？」


　パッフェルは何を言われたのか、一いつ瞬しゆん理解できなかった。


「僕たちが生きていることが、何よりの証明です。あの精霊王は喋しやべることもできないような、不完全な存在です。いわば、分身のようなものなのです。何かの文ぶん献けんで読んだことがあります。精霊王は、自らの力の一部を分身にできると」


　驚きよう愕がくのあまり、パッフェルは声を失った。ジェイナスの口から出る言葉すべてが、まるで力を持っているかのように、パッフェルの背筋を凍こおらせていく。


「無む謀ぼうと勇気は違ちがうものです。パッフェル君も、傭よう兵へいだったのなら理解しているはずでしょう？」


「で、でも！　あたしはルファ先輩を助けたいんです!!　ルファ先輩は、あたしを魔ま法ほう学園に連れてきてくれました！　ルファ先輩がいたから、あたしはここにいるんです！」


「だからといって、生徒を危険にさらすわけにはいきません」


　ジェイナスは一度言葉を切り、ナイフのように目を細めた。


「現状、精霊王は我々を殺さなかった。つまり、我々から興味を失っています。僕ひとりなら、もしかすれば隠かくれてルファ君を助け出せるかもしれない。それに今なら、アッシュ君とパッフェル君は確実に学園に帰ることができるでしょう。だからこそ、おふたりには学園に助けを呼びに行ってもらいたいんです」


（なぜ俺が帰るんだ……？）


　アッシュは、どこか遠くでやりとりされているように感じる、二人の会話を聞いていた。


（そんな……ありえない。ルファがいないのに、どこに帰るっていうんだ？）


　業火に焼かれるルファの姿を想像し、アッシュは自らの身体からだが震ふるえるのを感じた。


「〈惑いの森の暗黒領域ロス・フオレスト・ザ・ダーク〉からなら、学園まで約半日です。おふたりとも、すぐに準備してください」


　もはやパッフェルはなにも言えない。


「──待ってくれ」


　この場で異を唱えられるのは、アッシュだけだった。


「どうしました？」


「ルファを、助けに行こう」


　アッシュは自身の右手を見下ろした。


　火か炎えんの森を歩いていたときに抱だいた、ルファの華きや奢しやな肩の感かん触しよくを思い出す。


「……僕の話は聞いてもらえていましたか？」


「聞いていた。でも、それは先生の考え方で、俺には関係がない。それに、俺がひとりででも行くって言ったら、先生はついてくるしかないだろ？　あんたは、生徒を守るために自らを犠ぎ牲せいにしようとしてるんだからな」


「アッシュさん！」


　感動したように、目を少しだけ潤うるませて、パッフェルがアッシュを見る。


　やがて、根負けしたようにジェイナスが溜ため息いきをついた。


「ひとつだけ聞かせてください。アッシュ君がルファ君を助けに行くのは、精霊王への復讐のためですか？」


　その気持ちはアッシュの中にあった。


　ルファを助けに行けば、必然的に精霊王と対たい峙じすることになるだろう。


　だが、アッシュはルファの肩の感触とともに、あることを思い出していた。


「俺、まだルファに謝っていないんだ。このままルファと会えなくなったら、絶対に後こう悔かいする。だから、俺はルファを助けたい。それで、ちゃんと謝りたいんだ」


　これは、今のアッシュにとってなによりも重要なこと。


　意外なアッシュの答えに、ジェイナスはきょとんとした表情を浮うかべた。


「はっ！　ははははは！」


「……なんだよ」


　仏ぶつ頂ちよう面づらになったアッシュが、半眼でジェイナスを見る。


　ジェイナスは笑いすぎで溢れた目元の涙なみだを指で拭ぬぐった。


「いや、まさかそんなことで、自分が納得してしまうとは思っていなくて。そうですよね。そもそも、今回の試験にアッシュ君を無理やり引き込んだのは、ルファ君と仲直りさせるためでした。余計なことがありすぎて、すっかり忘れていましたよ」


　苦しいのか、ジェイナスは自身の胸を押さえた。


「生徒を自分の都合で勝手に引き込んで、なんの成果もあげられず終わる。教師として、これ以上の屈くつ辱じよくはありません」


「あ、あのー。どうなったんですか？」


　いまだ事態を飲み込めていないパッフェルが、手を上げつつ声を出した。


　アッシュとジェイナスはお互たがいに顔を向け合い、同時に噴ふき出した。


「なっ、なんですかふたりともー!!」


　パッフェルが顔を真っ赤にして怒おこった。


　ひとしきり笑った後、アッシュは真剣な表情でパッフェルを見つめた。


「パッフェル。ルファを助けに行くぞ。力を貸してくれ」


「!?　は、はい！　もちろんです！」


「まずは手がかりを探しましょう。とはいえ、手がかりといっても、何も残っていないかもしれませんが……」


　そう言って、ジェイナスが今後を考えようとした。そのとき、アッシュが何かに気づき、空を指差した。


「手がかりだ」


「え？」「ほぇ？」


　パッフェルとジェイナスが同時にアッシュを見た。


　アッシュは指を差した右手をそのまま胸の前で折る。


　すると、そこに銀色の隼が止まった。


「アイビー……だったな。ルファの居場所を教えてくれ」


　アッシュがそう呟つぶやくと、アイビーは一度アッシュに甘えるように鳴いた後、空に向かって飛び立った。





　火炎の森を奥へと進んでいくと、開けた場所に出た。


　そこには、巨きよ大だいな石造りの建物がある。崩くずれかけたその建物は、千年以上前の神しん殿でんだ。すっかり古びており、あちこちが風化している。最近まで普ふ通つうの森に囲まれていたためであろう。苔こけや蔦つたが建物全体に絡からまっていた。


　アッシュたちは慎しん重ちように奥へ奥へと進んでいき、その神殿近くの茂しげみに身を隠した。


　アッシュの肩かたに止まったアイビーが、神殿をじっと見つめている。


「どうやら、ここにルファがいるらしいな」


「えぇ。旧文明の神殿とは、おあつらえむきですね」


「どうやって中に入る？」


「あたしに任せてください！」


　すっかりやる気になったパッフェルが、自身の胸を叩たたいた。


「では、パッフェル君にお任せしましょう。僕とアッシュ君はここで待機。何かあったら、すぐに助けに行きます」


「はい！　じゃあ、いってきます！」


　パッフェルが神殿まで一気に駆かけた。


　全身の筋肉を柔じゆう軟なんに使い、猫ねこを思わせるその動きにアッシュは感心する。


「すげーな。どんな身体してんだ。一度見てみたい……ってイテ!?」


　思わず呟いた一言に、なぜかアイビーが反応し、クチバシでアッシュの頰ほおを突つっついた。


「お、おい！　ちょ、やめろって！」


　ガスガスガスと何度も突っつかれ、アッシュは悲鳴を上げる。


　そんな様子を、召しよう喚かん術じゆつを知っているジェイナスは微笑ほほえましげに眺ながめていた。


　そうこうしているうちに、パッフェルが神殿の壁かべに取り付く。


　そして、何度か深呼吸をした後、キッと表情を引ひき締しめた。


「〝死点の烙印デツド・ホール〟発動!!」


　パッフェルの右みぎ拳こぶしが輝かがやきを放ち、そのまま軽く壁に触ふれた。


　すると、神殿の壁がぼろぼろと崩ほう壊かいをはじめ、無骨な穴ができあがる。


　パッフェルに手招きをされ、アッシュとジェイナスも草むらから出た。


　そして、十分に周りを警けい戒かいしながら中の様子を窺うかがう。


　中は、広い空間になっていた。


　大きな教会の礼拝堂を思わせる作りだ。


　巨大な祭さい壇だんが一段高い上座に鎮ちん座ざしていた。その祭壇には巨大なかがり火が焚たかれている。


　そして、一段低い広間にオークたちが二十体ほどたむろしていた。


「正面突とつ破ぱは難しそうだな……」


「はい。とりあえずは、様子を窺いましょう。あれだけの数が集っているのですから、なにかが始まる直前なのでしょう」


　小さな声で会話を交わしながら、アッシュたちは様子を窺う。


　しばらく様子を眺めていると、ザワザワとオークたちが騒さわがしくなった。


　祭壇横の地面が開いたのだ。


「どうやら、地下があるようですね」


　ジェイナスが小声で囁ささやく。それにうなずくだけで返事を返した。


「──ッ!?」


　地下から、先ほどアッシュたちと戦った半竜人が現れた。その肩には、両手両足を縛しばられたルファがのせられている。


　どこか呆ぼう然ぜんとした様子のルファは、まるで眠ねむっているかのように見える。


　アッシュは不安になった。


「ルファ君は大だい丈じよう夫ぶです。落ち着いてください」


　やけに確信に満ちたジェイナスの声。なぜかアイビーもうなずいている。


「とはいえ、あの状態では召喚札も使えないでしょう。ルファ君が自力で脱だつ出しゆつすることは無理そうですね」


　顎あごに手をやって冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきし、ジェイナスは呟いた。


　そして、またも腰こしに下げたポーチから、今度は子供の頭ほどもある丸い球を取り出した。


「先生、あんたのそのポーチ、前から思っていたんだけど、普通じゃないよな？」


「はい。これは旧文明の魔ま法ほうの遺産です。冒ぼう険けん者しやだったときに手に入れて、いまだ愛用しています」


　様々な素材を持ち歩かなければならない錬金魔法師には、重要な魔法のポーチだ。異世界と繫つながっていると言われており、大きさに関係なく無む尽じん蔵ぞうに物を詰つめ込むことができる。


「で、その球はなんだ？」


　一見、包帯にも見える細く白い紙でぐるぐる巻きにされたその球体の天てつ辺ぺんからは、紐ひもが延のびていた。


「これは、煙けむり玉です。ここに火をつけると、たちまち煙が発生して、何も見えなくなります。だから、アッシュ君はルファ君のいる場所をしっかり覚えておいてください」


「わかった」


　しっかりと声に決意を乗せ、アッシュがうなずいた。腰に剣けんの重みを感じないのは不安で仕方ない。だが、そう言っていられる状態でもない。


「パッフェル君はオーク軍団に突つっ込こんで攪かく乱らんをお願いします。オークたちが武器を抜ぬいたら、煙玉を投げますので、速やかに撤てつ退たいを」


「はい！」


　何も考えず、オークを倒たおし、煙が見えたら逃にげる。何も考えなくてもいいあたり、パッフェル向きの役割だ。


「では、各自ご武運を。パッフェル君が突っ込んだら、作戦開始です」





　パッフェルは何も考えず、オークの軍団に突っ込んだ。


　まずは手近にいたオークの顔面を殴なぐり飛とばす。


「ブヘッ！」


　奇き怪かいな悲鳴を上げながら、オークの顔面が陥かん没ぼつする。一いつ瞬しゆん右拳についたオークの体液に顔をしかめて見せるも、パッフェルは楽しそうだった。


「よっと。ほい！」


　なにが起こったのかもわからず、戸と惑まどっていた別のオークの腹部を回まわし蹴げりで吹ふき飛とばす。吹き飛んだオークは別のオークを巻き込みながら、倒れこんだ。


　慌あわてて武器を抜こうとしたオークの鼻っ面に、今度は左拳を叩き込んだ。


「弱い！　弱いですよ！　これじゃあ、つまらないです！」


　ようやく事態を飲み込み、オークの軍団がそれぞれの得え物ものを構えた。


「〝恐テ怖ラのー手・のハ烙ン印ド〟発動！」


　パッフェルの左手が輝きを放ち、霧む散さんする。


　一いつ斉せいに突つき出だされたオークの武器を漆しつ黒こくの左手が受け止めた。


　漆黒の左手はそのまま巨大化し、三体のオークを握にぎりつぶす。


「バンク、お願いします」


　それを見届けて、ジェイナスは肩に乗ったバンクに声をかけた。


　普ふ段だんはジェイナスのいうことを聞かないバンクだが、主人の気持ちはちゃんと理解しているのだろう。バンクは、素直に口を開き火ひを吐はく。


　導火線に火がついて、たちまち球から煙が上がる。


　それをジェイナスがオークの軍団に投げ込んだ。


　神殿内部は混乱を極めた。


　オークたちは臆おく病びようだ。恐きよう怖ふ心しんからそれぞれが持つ得物を振ふり回まわし、味方を傷つける。ジェイナスはそれが狙ねらいだった。


「アッシュ君！　今です」


　ジェイナスの声を受けて、アッシュが駆けた。


　アイビーが先を行き、アッシュを先導してくれる。


（五……四……三）


　心の中で数を数える。


　隠かくれていた場所からルファがいるところまで、全力で走れば五秒だとアッシュは計算していた。


（二……一……ゼロッ!!）


　ゼロの瞬しゆん間かん、アッシュは右足の踵かかとを思いっきり踏ふみ抜ぬいた。


　ガシャンという金属音が響ひびき渡わたり、靴くつのつま先からナイフが生える。


　隠しナイフの仕込まれた、特別な靴だ。
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　アッシュはそのまま跳ちよう躍やくし、半竜人の胴どう体たいがあるであろう場所に回し蹴りを叩き込む。


「グギャア!?」


　アッシュの読みは、的確だった。


　完全なる奇き襲しゆうに、槍やりを構えて右往左往していた半竜人は、反応できなかった。暗視のある半竜人にとって、視界を奪うばわれるといった状況になれていなかったのが大きな要因のひとつだ。


　ずぶりと、ナイフが半竜人のわき腹に突つき刺ささる。とはいえ、所しよ詮せんは暗器。致ち命めい傷しようを与あたえるにはいたらない。


　だが、十分に効果はあった。半竜人は身体からだを前に折り曲げ、担いだルファを取り落とす。


「ルファ!?」


　ルファの身体を抱だくようにして受け止めた。


　一瞬、安心感から気がぬけそうになる。


　だが、まだ終わっていない。


　ルファの無事を確認したい気持ちをグッとおさえつけ、アッシュは両手でルファを持ち上げた。


　お姫ひめ様を抱かかえる、騎き士しのような抱き方だ。


　ルファが目を覚ましていれば、なにを言われたかわかったものではない。


　アッシュはそのまま、脱だつ兎とのごとく逃げ出した。


「こっちです！」


　煙の中、ジェイナスの声がしたほうに向かって駆けた。


　外に飛び出すと、火か炎えんの森の熱気に包まれる。


　今はなぜかその熱気が愛いとしい。


　外にはすでにジェイナスとパッフェルが待っていた。つまり、現在オークたちは味方同士で戦っているのだ。


　煙が晴れるまで、そう時間もない。


　三人はうなずきあい、そのまま一目散に逃げ出した。





　火炎の森の炎ほのおに照らされていて、気がつかなかったが。どうやら世界は夜になっているようだ。


　空を見上げる余よ裕ゆうができたアッシュたちは、ようやくそのことに気がついた。


　一時間ほど走り回り、小休きゆう憩けいに入った。


　追っ手を撒まくため、闇やみ雲くもに逃げ回り、道に迷ったとジェイナスは言っていた。


　そして、ジェイナスは用心のためにとパッフェルをともなって、現在位置の確認に出かけた。


　なぜか、この場を離はなれるとき、満面の笑みで。


「ルファ君をよろしくお願いします」


　と言っていたのが印象的だった。


　アッシュは横たえたルファの寝ね顔がおを見つめた。縄なわはすでに解かれており、静かに眠っている。


　火炎の森の炎に照らされ、黄金の髪かみがキラキラと輝かがやく。


　なぜだか気き恥はずかしくなり、アッシュは目線をそらした。


　肩かたに止まったアイビーと目が合う。


　手て持もち無ぶ沙さ汰たなアッシュは、アイビーの身体を撫なでた。


　気持ちよさそうに目を細め、アイビーはアッシュの手に擦すり寄よった。


「お前の主人。目、覚まさないな……」


　一瞬、手の中のアイビーがビクリと身体を震ふるわせたように思えた。


「大丈夫、だよな」


　アッシュは不安からアイビーへと話しかける。


　なぜだかバツの悪そうなアイビー。


「俺さ、ずっとルファに守られてきたんだ……最近、そのことにようやく気づいた」


　内心感じている不安を、アイビーへと吐と露ろする。


　誰だれかに聞いてほしい。でも、知られたくない。そんな心の中を、言葉がわからないはずのアイビーへと吐き出した。


「だから、今度は俺がルファを守ろうと思う。いや、守りたいんだ」


　自分自身に言い聞かせる。そのためにアッシュは声を出した。


　そして、急に気恥ずかしくなり、アイビーの身体をもう一度撫でた。


「もしかしたら、お前と一いつ緒しよの気持ちなのかもな。一緒にルファを守ろうぜ」


　微笑ほほえみを浮うかべ、アッシュはアイビーを撫で続ける。


「……ん？」


　すると、アイビーの身体が少しだけ震えた。先ほどの驚おどろいたような震えではない。


　アッシュがいぶかしんでいると、声が聞こえた。


「う、うーん」


「ルファ!?」


　寝ね起おきのような声をあげながら、ルファが目を覚ました。


「あ、アッシュ。え、えーと、ありがとう」


「ん？」


「へ？　あっ、いや、べ、別に近くで見てたわけじゃないわよ!?」


　明らかに挙動不ふ審しんなルファの頰ほおは、炎に照らされている以上に赤かった。


「？　まぁ、なんにせよ無事でよかった」


　へなへなと、アッシュの身体から力が抜ける。


　くすりとルファの笑い声が聞こえた。


　そして、やわらかく暖かい感かん触しよくに包まれる。


「ありがとう、アッシュ」


　ルファに抱だきしめられながら、アッシュはようやく伝えたかったことを言えた。


「この間はごめんな、ルファ」





「アッシュ君、ルファ君。どうやら追手がきているようです」


　ガサガサと音を立て、ジェイナスとパッフェルが草むらから出てきた。


「もう追いついてきやがったのか！」


　チッと舌打ちをしながら、アッシュはどうしたものかと悩なやむ。


　だが、ジェイナスは余裕の表情だ。


「このまま一気に暗黒領域の外へ逃にげましょう。戦うにしても、外は普ふ通つうの森です。ここで戦うよりは、消しよう耗もうが少ないでしょう」


「じゃあ、出口の場所がわかったのか？」


　ジェイナスとルファは方角を確認し、出口の場所を探すためにアッシュとルファを置いていったはずだ。


「そうですね。どうやらたまたま偶然出口の方に進んでいたみたいです」


　いやー奇き跡せきですねーと笑うジェイナスに、なにか裏の顔をアッシュは見た気がした。最初から出口に向かって逃げていたのではと思う。


　横にいるルファは、なぜだか微び妙みような表情を向けている。


「ここから出口まで、距きよ離りはそんなにありません。今なら、追いつかれる前に出口にたどり着けます」


　アッシュはうなずき、立ち上がった。そして、自然にルファの手をとり、立ち上がらせる。


「仲がいいですねー」


　パッフェルがそんな感想を漏もらした。


「……」「……」


　アッシュもルファも、お互たがいの顔を見るのが恥はずかしくなり、そっぽを向き合う。


「ははは、余裕があるのは実に結構です。そのほうが、生存率も格段に上がりますからね。さぁ、急ぎましょう」


　四人は火炎の森を走る。ジェイナスに先導され、確実に出口へと近づいていく。


　十分ほど走り続けたとき、ジェイナスが口を開いた。


「もうすぐです。もうすぐ、樹のアーチが見えてくるはずです」


　暗黒領域の出口の多くは、穴にある。例えば、洞どう窟くつの先が出口に繫つながっているなどよくあることだ。


　そこを潜くぐれば、すぐに暗黒領域の外へと出られる。


　アッシュたちは気合を入れなおし、一気に駆かけ抜ぬけた。


　すると、ジェイナスが言ったとおり、樹のアーチが見えてきた。


　二本の隣となり合あう樹の枝が、まるで手を繫いでいるように融ゆう合ごうしている。


　そのアーチを潜れば、外に出られる。


　だが、アッシュたちは歩みを止めた。


　アーチは業火に包まれていたからだ。


　ずくんとアッシュの両手が熱を帯び始める。


「そんな！　これじゃあ、帰れないわ」


　業火は天高く火柱を上げており、近づくことすらできなさそうだ。


「クッ。まさか、こんなことになっているとは、予想外でした。確かに効率的です。僕たちが外に出るには、ここを使うしかありませんから。これで、僕たちは逃げられない」


　ジェイナスの頰に汗あせが伝う。


　悔くやしそうに奥歯を嚙かみ、火柱を見つめていた。


　やがて、両手を広げ、まるで歓かん迎げいしているように火柱の中から炎の巨きよ人じんが現れる。





　ずくんとアッシュの両手が早はや鐘がねを打つ。


　ルファを守ると誓ちかったはずなのに、憎にくしみを抑おさえきれない。


「くっ、精せい霊れい王おうをここで倒たおさなければなりません。でないと、僕たちは一生ここから出られなくなります！」


　ジェイナスがポーチから両りよう腕うでいっぱいの石や鉄、骨を取り出した。


「でも先生、どうするんですか!?」


　パッフェルが拳こぶしを構えながら言った。


「パッフェル君に無茶をしてもらうしかありませんね。なんとか、〝死点の烙印デツド・ホール〟を精霊王に刻めますか？」


「やってみます！」


　パッフェルが元気よく答えた。


　アッシュは背中の大たい剣けんに手を伸のばした。先ほど、精霊王はこの剣を恐おそれた。


　ならば、何か意味があるのかもしれないと思い柄つかに手をかけ、力を込める。


「グッ！　グググググ！」


　だが、抜けない。


　がっちりとベルトに固定された大剣は、抜けるそぶりすら見せてはくれない。


　そうこうしているうちに、パッフェルが精霊に突とつ進しんした。


　跳ちよう躍やくし、思いっきり右手を振ふりかぶる。


「〝死点の烙印〟発動！」


　瞬しゆん間かん。精霊王がパッフェルに向けて右手をかざす。


　精霊王の手から光が溢あふれた。火か炎えんの森の炎すら眩くらむ、まばゆい光だ。


　その光はパッフェルと精霊王を阻はばむ壁かべとなり、実像を結ぶ。


　貫つらぬけとばかりに突つき出だしたパッフェルの右みぎ腕うでは、光の壁に突つき刺ささる。


　パッフェルが気が付いたときには、すでに手て遅おくれ。


「あっ……ああぁぁぁ!!」


　起動した〝死点の烙印〟の魔ま力りよくが暴走する。


「魔法反射の光プリズム・ブレイク!?　そんなまさか!?」


　ジェイナスの絶ぜつ叫きようが森に響ひびいた。


　続いて、水みず袋ぶくろが破は裂れつしたような湿しめった音。


　パッフェルの右手の手首から先が、爆ばく発はつしたかのようになっていた。


　肉と肉の隙すき間まから、真っ白い骨がちらりと覗のぞく。手のひら全体がぐちゃぐちゃになり、〝死点の烙印〟ももはや使えないだろう。


「パッフェル!?」


　アッシュは何が起ったのかわからなかった。ただ、パッフェルの名前を叫さけぶ。


　効力を失った光こう壁へきが風と共に消えていく。


　痛みに顔をしかめながら、それでも着地したパッフェルは、左手で傷口を押さえて後退する。


「お、おい、大だい丈じよう夫ぶか？」


「へ、へっちゃらです！」


　顔から血の気が引き、真っ青になっているにもかかわらず、パッフェルはまっすぐ敵を見ていた。


「弱りましたね……」


　ジェイナスは、なぜもっと警けい戒かいしなかったのかと、心の中で自分をののしった。


　相手は、伝説で語られる精霊王なのだ。


　炎ほのおの精霊王だからといって、火に由来する物理魔法を使うとは限らない。事実、精霊王は幻げん影えい魔ま法ほうを使用してきた。


　十分に考えられた可能性だ。


　前世魔法と現世魔法。その両方を扱あつかう、元素の化身。


　絶望がジェイナスの心を侵しん食しよくする。


「くっ!!」


　ジェイナスは頭を振って思考を切きり替かえる。


　パッフェルの怪け我が、アッシュの武器の損失、自分の残り素材。それらすべてを考こう慮りよして、不確定要素に頼たよるしかないと思った。


「ルファ君。あなたの召しよう喚かん獣じゆうの中に、精霊王を倒せる魔ま物ものはいますか？」


「そ、そんなのいるわけないじゃないですか!?」


　なにを言っているんだと、ルファは目を白黒させた。


　だが、ジェイナスの目は真しん剣けんだ。


「では、精霊王を倒せる魔物を召しよう喚かんしてください。そうですね、ドラゴンならきっと大丈夫でしょう」


「な、なに無茶言っているんですか!?」


「無茶ではありません。あなたは、ガルークルの子供。あえて言いますが、あなたの中には精霊王を倒した召喚術師の血が流れているのですから」


「──ッ!?」


　精霊王を倒し、元素の嵐エレメンタル・ストームを止めた伝説の魔ま法ほう使つかいたち。彼らは七しち星せい魔ま導どう師しと呼ばれ、ルファはその中の召喚術師の血をひいている。


　その魂たましいを身体からだに宿すことができれば、確かに勝機が見えてくる。


「で、でも、私はそんな強い魂を宿したことはありません。それに、ドラゴンの使役なんて、学園の教師でも無理でしょう！」


「ドラゴンを一人で狩かる教師はいますけどね。確かに学園の教師にも使役は無理かもしれません。ですが、それをやってもらわないとここで全ぜん滅めつです」


「で、でも」


　ルファは助けを求めるように、視線をアッシュに動かした。


　アッシュは間かん髪ぱつ入れず、躊ちゆう躇ちよなく答えた。


「ルファならできるだろ」


　何でも完かん璧ぺきにこなす姉。それが、アッシュの中でのルファのイメージだった。


「うっ……」


　アッシュの期待を受けて、ルファが言葉に詰つまった。


　信しん頼らいしきって、疑っていないアッシュの目。


　その目にじっと見つめられ、ルファは溜ため息いきと共に肩かたを落とした。


「……わかったわよ。やってみるわよ！」


　半ば自じ暴ぼう自じ棄きになりながら、ルファは大声を出した。


「その代わり、時間がかかると思うから、しっかり守ってよね！」


「あぁ。ルファは俺が守る」


　アッシュは再び誓いの言葉を口にし、ルファは頰ほおを赤く染めた。





「アッシュ君。僕たちの目的は、時間を稼かせぐことです。そのことを、忘れないようにしてください」


　ジェイナスの言葉を受けて、アッシュは気合を入れなおした。


　ジェイナスは右手のないパッフェルを背後に守りながら、アッシュの支し援えんを行なう。


　こうして、アッシュは精霊王と対たい峙じした。


　不思議なことに、精霊王と出会ってから、発作が起きていない。


　いつもであれば、すでに気を失うほどの発作に襲おそわれているはずなのにだ。


　ただ、両手の手のひらだけが、焼けるように熱くなっている。


　憎しみの心を忘れたわけではない。


　復ふく讐しゆうをルファに任せたわけでもない。


　だが、今はただ大切な人を守ることを考える。


（倒すんじゃない。ルファを守るんだ）


　精霊王が右手を振った。


　すると、無数の炎の矢がそこに生まれる。


　炎の矢フレイム・ストライク。


　一つ一つが必殺の威い力りよくを持つ、物理魔法の上位魔法だ。


　数え切れないほどの炎の矢が、アッシュに向かって飛来する。


「チッ!?」


　アッシュは横に飛んだ。


　それでいくつかの矢は避さけることができた。


　だが、そんなものはほんの一部だ。


　別の矢が、アッシュに向かって殺さつ到とうする。


「アッシュ君!?」


　ジェイナスの砂の壁の魔法に守られ、何本かの矢が落ちた。


　が、まだ足りない。


　一本の炎の矢がアッシュに向かって飛来する。


　とっさに、鞘さやに収まったままの大剣で炎の矢を受け止めた。


　爆発音。


　爆ばく風ふうがアッシュの身体を通とおり抜ぬけていく。


　恐る恐る目を開いてみると、そこには傷一つつかず、鞘に収められたままの大剣があった。


「すげー……使えるな、これ」


　アッシュは大剣を鞘に収めたまま正眼に構えた。


　だが、アッシュも無事ではなかった。


　直ちよく撃げきこそ免まぬがれたとはいえ、爆風はそのままアッシュに向かってくるのだ。


　顔全体が軽い火傷やけどを負っている。


（それで十分。俺の仕事はルファを守ること）


　アッシュがそう思うたびに、両手が熱を上げていく気がした。


「いくらでも撃うってこいよ精せい霊れい王」


　挑ちよう発はつ気味に、にやりと笑う。


　挑発が効いたのかどうかはわからない。炎で構成されている精霊王の表情はまったく読めなかった。


　だが、精霊王は再びアッシュに向かって炎の矢を放つ。


　できるだけそれを回かい避ひし、避けきれないものだけを大たい剣けんで受ける。


　大剣で受けるたび、アッシュの身体には無数の火傷ができていく。


　ちらりと、アッシュはジェイナスたちを見た。


　ジェイナスも、パッフェルをかばいながらでは思うように動けないようだ。


　場は、完全に膠こう着ちやくしていた。


「はぁ……はぁ……」


　ただ、パッフェルの消しよう耗もうが激しい。


　立っているのもやっとといった様子だった。


　アッシュは舌打ちをした。それだけの衝しよう撃げきで、顔の火傷が痛みを訴うつたえる。


「ルファ……」


　祈いのりを込めて、アッシュは集中するルファの名前を呼んだ。





　ルファの意識は現世にはなかった。


　身体は現世。それも、戦いの真まっ只ただ中なかにある。


　だが、魂だけは別の世界の門を開く。


　召喚されるとは、こういう感覚なのだろうかと、ルファはこの世界にくるたびに思っていた。


　先祖の魂を呼び出すときは、いつもそうだ。この世でひとりぼっちになったような感覚におちいる。


　だけど、今は違ちがった。


　アッシュの、パッフェルの、ジェイナスのぬくもりを感じる。


　三人のがんばりを現世の身体が確かに感じ取っていた。


　ひとりぼっちじゃないと確信できた。


　時の概がい念ねんを忘れ去ってしまったかのような、真っ白い空間。


　ルファの魂が先祖の魂と触ふれ合うための、特別な場所だ。


　呼び名などないが、もしかしたらこの場所は、現世でいう死後の世界なのかもしれない。


　一糸纏まとわぬ精神体となりながら、ルファはそんなどうでもいいことを考えていた。


　ルファの目の前にひとりの女性がいた。


　どことなくルファに似ている。そんな女性だ。


『あなたが、七星魔導師……』


　この場所において、声という概念は存在しない。


　お互たがいの魂が共鳴しあい、声に出さなくても通じ合うことができる。


『お願い。助けてほしいの』


　ルファの問いは、魂の共鳴となって目の前の女性に伝わっていく。


　女性は微笑ほほえみを浮うかべると、自らルファに向かって手を差し出した。


『助けてくれるの？』


　女性は小さく頷うなずくと、手を差し出したままの姿勢でルファを待っていた。


　ルファはその手を取るかどうかを考えた。


　この手を取れば、この女性の魂がルファの身体に宿ってしまう。


　自分はそれを制せい御ぎよできるのだろうかと、急に不安になった。


　──大だい丈じよう夫ぶ。


『え？』


　女性の想いが、ルファの心の中に流れ込んでくる。


　──ひとりじゃない。


『あっ……』


　ルファは三人のぬくもりを思い出し、心を落ち着ける。


　そして、火か炎えんの森で触れたアッシュの手の暖かさを思い出す。


　意を決してその女性の手を力強く握にぎった。


　とたん、恐おそろしく強い魔ま力りよくが流れ込んでくる。身体がバラバラになりそうなほど、その魔力は強かった。


　ルファは自身を保つため、すがりつくように仲間のぬくもりを離はなさない。


　すると、女性の記き憶おくが流れ込んできた。記憶の中の女性のかたわらには、常にひとりの青年がいた。


　その青年は大きな大剣を背負い、記憶の中の女性に笑いかけている。


　その大剣を、ルファは見たことがあった。


　アッシュが背負い、抜くことができないあの大剣だ。


　黒剣ブラツクソード。


　女性の記憶の中の青年は、その大剣をそう呼んでいた。


　そして、青年の手のひらには杖つえの形を象かたどった七つの点の烙らく印いん。


『これが、あなたが協力してくれる理由？』


　女性の記憶はまるで未来のアッシュとルファのようだ。


　女性は微笑を浮かべたまま、こくりとうなずいた。





　突とつ然ぜん、ルファから放たれる魔力が爆ばく発はつ的てきに増えた。


　びりびりと肌はだを刺し激げきするほど、その魔力は強かった。


　魔力とは本来無む垢くなものだ。


　魔ま法ほうという加工を施ほどこさねば、方向性を持たない単なる力。


　他者に危害を加えることも、癒いやすこともしないただの傍ぼう観かん者しやである。


　それが、びりびりと肌を刺激してくるのだ。


　ルファに集っていく魔力の量は、人間が扱あつかえる量をはるかに超こえている。


「成功、したのですか？」


　ジェイナスがどこか呆ぼう然ぜんとしながら、声を出した。


　ルファの髪かみの色が徐じよ々じよに変わっていく。


　ルファが先祖の魂たましいを宿した証しよう拠こだ。


　金きん髪ぱつから輝かがやきを放つ銀色へ。


　──ガアアアアアッッッ!!


　はじめて、精霊王が吼ほえた。


　自身の身の危険を感じたのか、その巨きよ体たいをルファに向かって突とつ進しんさせた。


　誰だれも止められるはずがない。


　アッシュを飛とび越こえ、一直線でルファに向かう。


「ルファァァァァ!!」


　喉のどよ裂さけよ、とばかりにアッシュが叫さけんだ。


　間に合わない。いや、間に合ったとしてどうするのか。


　実体を持たない精霊王を止める手段など、アッシュにはない。


　だが、それでもアッシュは走った。


（ルファが助かるのなら、焼け死んだっていい!!　守るって約束したんだ!!）


　そのときのアッシュは、復ふく讐しゆう相手ではなくはっきりとルファを見ていた。


　瞬しゆん間かん、手のひらから光が溢あふれた。


「なっ、なんだこれ……」


　アッシュの両手のひらに浮かぶのは、七つの点。杖の形を象った、烙印だ。


（くそっ！　今はどうでもいい！）


　アッシュは再び、ルファに視線を戻もどした。


　そこで、銀色の髪となったルファが微笑んでいた。


　ルファの口がアッシュに向かって動く。


　──大丈夫。


　──今のキミなら使えるよ。


　そうやって動いたように感じた。


　なにがと聞こうとして、気づく。


　ガチリと、大剣を縛しばるベルトが少しだけ緩ゆるんだ。


　反射的に立ち止まり、アッシュは両手で剣の柄つかを握った。


　光が溢れる。


　そのまま力を込めて、柄を持ち上げた。


　大剣の刀身が現れる。


　数センチ鞘さやからのぞいたところで、封ふう印いんのベルトに引っかかる。


　わずかにのぞく刀身は禍まが々まがしい、闇やみのような黒。


　のぞく刀身から、パッフェルの恐きよう怖ふの手を連想させる漆しつ黒こくが滲にじむ。


　その黒い瘴しよう気きは、瞬またたく間まに火炎の森を覆おおい深い闇をもたらした。


「な、なんだこれ……」


　戸と惑まどうアッシュは、続いて驚きよう愕がくする。


　ずるりと、アッシュの頭上の闇から手が生えてきたのだ。


　甲かつ冑ちゆうのような外皮に包まれた、灰色の手には、紅い剣が握られている。


　灰色の手はまるでアッシュの命めいを待っているかのように、ただそこにあり続ける。


「なんだかよくわからないけど、お前がなんだっていい！　俺に力を貸してくれ！」


　アッシュは精霊王を睨にらみつけながら、ぎゅっと自身の大剣を握りなおした。


　すると、灰色の手もアッシュと同じように紅い剣を握りなおす。


　どうやら、アッシュの手と連動しているようだ。


「だったら！」


　アッシュは駆かける精せい霊れい王おうの背中めがけて、大たい剣けんを突つき出だした。


　精霊王の胴どう体たいを、紅い剣が貫つらぬいた。


　──ガァァァア!!


　精霊王の悲鳴が暗黒領域に響ひびき渡わたった。


　必死に手を伸のばし、ルファを摑つかもうとする。


　だが、紅い剣は精霊王の身体からだをその場に繫つなぎとめ、後一歩が届いていない。


　精霊王の傷口から、黒い瘴気が洩もれ出した。


「か、身体の中から喰くってるのか？」


　紅い剣から溢れる黒い瘴気は、徐々に精霊王の身体を蝕むしばんでいく。


「ぐふっ!?」


　だが、それは同じ瘴気を放ち続ける大剣を持つアッシュにも同様の効果を与あたえた。


　瘴気がアッシュの身体を取り巻き、蝕んでいく。


　空気と一いつ緒しよに身体の中に入り込んだのだろう。生きたまま内臓を喰われる感かん触しよくに、アッシュは恐怖を覚えた。


「上等……」


　胃液と一緒に血を吐はき出しながら、アッシュは不敵に笑う。


　精霊王をくい止めるという、人の身を超える奇き跡せきを起こしているのだ。


　このくらいの代価など、むしろ破格。


「根こん競くらべといこうぜ、精霊王！」


　アッシュはより強く大剣の柄を握にぎり締しめ、灰色の手がそれに連動した。





　誰もが動けなかった。


「な、なんなんですかあれ!?　あのおっきな手、アッシュさんが操っているんですか!?」


　パッフェルが半はん狂きよう乱らんになりながら、ジェイナスの腕うでを摑んだ。


　人の身で精霊王を繫ぎとめるとは、誰が予想しただろう。


「精霊殺し……」


　ぽつりと、ジェイナスが呟つぶやいた。


　七星烙らく印いん魔導師が用いたとされる、伝説の剣だ。


　ひとたび抜ぬけば、元素を喰くらい尽つくすと言われている危険な代物。


　純じゆん粋すいな元素で身体が構成されている精霊に、これ以上の武器はない。


　故に精霊殺しという異名を持つ剣、その名を元素の黒曜剣ブラツクソード。


「ゴフッ!!」


　大剣を精霊王に向かって突き出し続け、灰色の手を維い持じするアッシュがまたも血を吐いた。


　そのとき、カッとルファの両目が開かれた。


　ルファの透すき通とおるような青い瞳ひとみが、真紅の宝石を思わせる赤に変わっていた。


　髪だけではない。瞳の色まで変わってしまっている。


「ルファ君、なのですか？」


「一応は。やっぱりというか、今の私は七星魔導師の力が制御できません。でも、協力してくれるって」


「きょ、協力って……死んだ人の魂に意識があるのですか？」


「わかりません。今まではこんなことがなかったから……でも、今はそんなときじゃないですね」


　ルファはそう言いながら、なにもない空間に右みぎ腕うでを突き出した。


　外側に向けられた手のひらを中心に、光ひかり輝く巨きよ大だいな六ろく芒ぼう星せいが現れる。


　召しよう喚かん札を介かいさない召喚術を、ジェイナスははじめて見た。


　召喚札は、そもそも異世界との門を作る役割がある。人の手に余るその行こう為いを、召喚札が代わりに行ってくれるのだ。


　だが、今のルファは純粋な魔ま力りよくの力だけを使って、異世界の門を作り出した。


　その六芒星の大きさは、精霊王にも匹ひつ敵てきする。


「異界の門を開き、我が前に姿を現せ。其は稲いな妻ずまを纏まとう、蒼あおき嵐らん竜りゆう」


　召喚術。


　ジェイナスがそう思ったとき、六芒星の輝きが中心から縦に割れる。


　それはまるで門のように虚こ空くうで開いた。


　開いた門から、風のような速さで青い鱗うろこに包まれた一いつ匹ぴきのドラゴンが現れた。


　身体には稲妻を纏まとい、一対の巨大な翼つばさを広げ、高々と精霊王を見下ろしている。


　そのドラゴンの首には赤い布が巻きつけられており、青い鱗によく映えていた。


「ストーム・ドラゴン……」


　呆然としたジェイナスの声。


　ルファはまっすぐ精霊王を指差しながら呟いた。


「──穿うがて」


　召喚されたドラゴンは、忠実にルファの命令に従った。


　大きく口を開き、身体中の雷かみなりを口内に集める。


　瞬まばたきする暇ひまもない一いつ瞬しゆんの出来事だった。


　ドラゴンの口から放たれた稲妻は、アッシュに縛られて動けない精霊王の胸を貫く。


　──グガアァァァァァァ!!
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　苦しむ精霊王。


　そのとき、一いち陣じんの風が吹ふいた。


　精霊王の身体が、風に吹かれて消えていく。


　元の異界へ去って行くのだろうか。


　そして、ジェイナスが驚おどろいた声をあげた。


「なッ!?　暗黒領域が」


　六芒世界と暗黒領域との境界線。


　その蜃しん気き楼ろうが、徐々に薄うすまっていく。


　暗黒領域を解放する手段はいくつかある。


　大おお掛がかりな魔ま法ほうで無理矢理解放する手段が主流であるが、もっとも難しい方法は暗黒領域の主を倒たおすこと。


　歴史を勉強し続けているジェイナスでも、噂うわさでしか聞いたことがないような手段だ。


　アッシュは大剣を鞘に戻した。すると、精霊王のように、灰色の手と紅い剣が消えていく。


「ハッ、ガハッ!?」


　アッシュの口から大量の血液が吐き出される。


「アッシュ!?」


　それは血ち溜だまりになるほどで、ルファは思わずアッシュへと駆かけ寄よった。


　手早くストーム・ドラゴンを送り返し、ルファはアッシュの肩かたを揺ゆすった。


「アッシュ!?　大だい丈じよう夫ぶなの？」


「大丈夫に決まっているだろ……言っただろ？　ルファを守るって」


「うん……ありがとうアッシュ。ちゃんと守ってくれて」


　涙なみだを浮うかべ、ルファはアッシュに抱だきついた。


　ジェイナスもパッフェルも、ほっとした様子でアッシュたちを見ている。


　だが、アッシュはポツリと告げた。


「いや、まだ終わっていない」


　アッシュは大剣を杖つえのように地面に突つき刺さし、ルファから身を離はなした。


　精霊王が消えた後も、ずっとアッシュの両手は熱くなっていた。


　今ならわかる。


　精霊が近くにいるとき、この両手は常に心臓のように脈動していた。


「どういう、ことですか？」


　戸惑うジェイナスは、アッシュの視線の先を見て、驚愕する。


　精霊王が倒されたことで、暗黒領域が解放された。


　だが、森は依い然ぜんとして燃え続けていたのである。


　つまり、火か炎えんの森は精霊王とはまったくの別の精霊が作り出したものだったのだ。


　ゴゥっと一際大きく火炎の森が燃え上がる。


　そして現れた炎ほのおの海のような無数の火の精霊サラマンダーたち。


　アッシュは言う。


「みんな。さっさと片づけて学園に帰ろうぜ」




　エピローグ







「レム先生、きいてください！　そのあとが大変だったんですよ！」


「聞いている。だからわめくな」


　あの日から三日たっていた。板張りの鍛たん錬れん場じようで、パッフェルはレムに向かってぎゃあぎゃあと、あの日のことを喋しやべり続けていた。鍛錬場にはベルモンドやクラフトといった烙らく印いん魔ま法ほう科一回生たちの姿もあった。


　レムは無表情ながらも、パッフェルの話を楽しそうに聞いている。


「で、どう大変だったんだ？」


「そのあとですね。アッシュさんおっきな剣を眺ながめたまま気を失っちゃったんです！　あたし、右手なくなってるのに、アッシュさんを担いで帰らないといけなくなったんですよ!?」


　パッフェルは治った右腕をにぎにぎさせながら、文句を言った。学園に帰るなり、変質魔導師たちが集められ、パッフェルを右手が残っているときに変質させたのだ。


「それは仕方ない。ジェイナスは身長は高いが、体力はからっきしだからな。アッシュを運ぶことはできなかっただろう」


「そ、それは、そうですけど……やっぱりあのぐにゃぐにゃな感触は慣れませんよ」


　むぅ、と考え込んでしまったパッフェルに、レムは微笑ほほえんだ。


「なにはともあれ、全員無事でよかった。アッシュの訓練はまだまだ始まったばかりだしな。途と中ちゆうで死なれると、わたしの楽しみがなくなってしまう」


「で、でもでも。アッシュさん、また訓練にきてくれますかね？」


「当然だ。今のところ、わたしの立てた計画通りにことが進んでいる。さすがに暗黒領域解放は予想の範はん囲い外がいだったが、おおむね問題ない」


「ほぇ？　計画ってなんですか？」


「アッシュの育成計画に決まっているだろう。まずは第一段階として、魔法の怖こわさを教えるところからはじめている。授業をサボりだしたのも、ある意味計画の内だ」


「え？　えぇぇぇぇぇ!?」


　パッフェルの絶ぜつ叫きようを聞きながら、ベルモンドはクラフトに皮肉っぽく顔を歪ゆがめて見せた。


「アッシュあいつを落ちこぼれ扱あつかいしたんだ。きっと偉い大だいなる侯こう爵しやく家の長男様は、暗黒領域の解放以上の偉い業ぎようをしてくれんだろ？　楽しみにしているぜ」


　ベルモンドの言葉に、クラフトは顔を青くし、そっぽを向いた。


　フンっと鼻を鳴らして、ベルモンドは笑みを深くする。


「さて、そろそろ第二段階に入りたいと思っているのだが、当の本人はどこに行った？　確か、昨日目覚めたのだろう？」


「あっ、アッシュさんなら──」





　ルファはボーっとしながら目を覚ました。


　見慣れない天てん井じようだ。どうやら、魔法学園の保健室に寝ねかされているようだ。


　いつのまに帰ってきたのだろう。簡素な一枚布の服に身を包んだルファは、ボーっとした頭で考えた。


　様々な夢を見ていた。


　これはきっと、七しち星せい魔ま導どう師しの魂たましいを身体からだに入れてしまったせいだ。


　彼女の記き憶おくが流れ込み、ルファはかつての七星魔導師と精せい霊れい王おうとの戦いを知った。


　壮そう絶ぜつな戦いだった。


　一度は冒ぼう険けん者しやに封ふう印いんされた精霊王が再び復活。
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　その後、元素の嵐エレメンタル・ストームが起こる世界を旅する七星魔導師たち。


　そして、精霊王との決戦で鍵かぎとなった元素の黒曜剣ブラツク・ソード。


　ルファは見てしまった。


　アッシュの持つ黒曜剣が封印されているわけ。


　そして、その封印を解除してしまった者の末路。


　ひとたび剣けんを抜ぬき放はなてば、所持者は骨の一片まで瘴気に喰くわれてしまう。


　事実。前の持ち主は半ばまで黒曜剣を抜き、左半身を失っていた。


　ルファは一度ため息をつき、湧わき上がる不安を無理やり抑え込む。


　先ほどからずっと、ルファの心に引っかかることがあった。


　自分が倒したあの精霊王は、本当に精霊王だったのだろうか、と。


　ルファは確かにドラゴンを召しよう喚かんすることができた。


　だが、たかがドラゴン一匹でどうにかなる相手なのだろうか。


　七星魔導師たちですら、元素の黒曜剣を半ばまで抜き放ち、仲間たちの力を合わせてようやく封印できた相手だ。


　あの精霊王は本物ではない。


　本物の精霊王と七星魔導師の戦いを見てしまったからこそ、ルファの疑問は確信に近かった。


　ならばと、考える。


（なんで、偽にせ者ものの精霊王が現れたんだろう……）


　ルファは考えれば考えるほど不安になり、ぶんぶんと頭を振ふった。


　そしてようやく気づく。


　ベッドに寄りかかるようにして、アッシュが眠ねむっているのだ。


　その背中には、抜けば死ぬ黒曜剣。


　アッシュの穏おだやかな寝ね顔がおとは裏腹に、危険な大剣を見下ろして、ルファはこれからの自分を考えていた。




〈了〉







　あとがき







「あとがきを、原げん稿こう用よう紙しで十ページ（四千字）ほど書いてくださいね」


　編集様にそう言われ、途と方ほうにくれています。


　ほとんどの皆みな様さまはじめまして、創作集団・グループＳＮＥに所属する大おお井い雄ゆう紀きです。以後、お見知りおきを。





　さて、僕はファンタジーが大好きです。


　僕のファンタジー好きを知らしめる、こんなエピソードがあります。


　すこし前のお話しです。友人宅に成人男性五人が集り、酒を飲んでいました。


　そのとき、「女性との理想の出会い方」を語り合ったことがあります。


友人Ａ「居酒屋とかバーでひとりで酒を飲んでいるとき、女の人が隣となりに座って、意気投合するとかいいなぁー」


　きっとお酒が飲める大人の女性が好きなのでしょう。


友人Ｂ「やはり、パンを銜くわえた美少女と曲がり角でごっつんこ！　これしかないやろ？」


　成人男性が言うと、とても犯罪臭しゆうがします。


友人Ｃ「特別な出会いはいらないよ。でも、一いつ緒しよに遊園地とか行ってくれる女性がいいな」


　遊園地は大人から子供まで楽しめます。なんという守しゆ備び範はん囲いの広い男なのでしょうか。


　しばらくすると、僕の番がやってきました。


　僕は颯さつ爽そうと立ち上がります。


僕「まず、とある田舎いなかの村を僕が訪ねるんだ」


友人Ａ「おっ、旅行先での出会いか。それは確かに憧あこがれるなぁー」


　共感してくれる友人たちを無視して、僕は拳こぶしを固めて力説します。


僕「そこの村は、魔ま物ものに襲おそわれている」


友人たち「……は？」


僕「村には魔物と戦っている金きん髪ぱつの美少女がいるんだ。金髪の美少女はピンチになっていて、そこを僕が助けるわけだ。僕と金髪の美少女の出会いは、もはや運命であって、そこから世界を巻き込んだ大きな戦いに……」


友人Ｃ「ちょ、ちょっと待って！　大おお井いは何の話をしているの!?」


僕「当然、女性との理想の出会い方についてだが……？」


友人Ｂ「ア、アホかぁぁぁ!?」


　女性との運命の出会いを求めるほど、僕はファンタジーが大好きなのです。


　そして、金髪の女性も大好きです。本小説のヒロインであるルファが金髪なのも、そんな理由からです。


　……まぁ、ころころ髪かみ色変わりますけどね。





　こんな、わりと気持ち悪い僕ができあがるきっかけとなった物があります。


　それは、本小説のタイトルにもある『モンスター・コレクション（以下・モンコレ）』というカードゲームです。


　皆みなさんの中には、名前を知っている人や、実際に遊んだことがある人もいるでしょう。


　モンコレは、プレイヤーが召しよう喚かん術師となり、ユニット（モンスター）を召喚して対戦するカードゲームです。


　本小説、『烙らく印いんゼミナール（以下・烙ゼミ）』は、このモンコレをノベル化した物です。


　もちろんモンコレを知らない人でも楽しめるようになっていますので、ご安心を。





　さて、このモンコレ。


　実はとても長い歴史を持っています。


　最初にモンコレが発売されたのは一九九七年ごろ。


　当時、小学生だった僕は、モンコレにどっぷりとはまっていました。


　ひたすらモンコレやモンコレの背景世界、六門世界を舞ぶ台たいにした小説、モンコレノベルを買い続けました。


　お小こ遣づかいやお年玉はモンコレとモンコレノベルに消えて行き、誕生日やクリスマスはカードショップで過ごしました。


　愛とお金と時間を注いでいた僕は、高校二年生のとある日、当然のように小説家を目指してしまいます。


　これは、モンコレノベルの影えい響きようが強かったためでしょう。


　正直なところ、漫まん画が家かになりたかったのですが、絵が描えがけなかったため、「文章ならだれでも書けるだろ!?」と小説家になろうとしたのです。


　そんな適当な僕が、まさかモンコレを作ったグループＳＮＥに入社することになろうとは……。


　人生って、どうなるかわかりませんね。





　さて、そんな歴史ある六門世界が二〇〇九年にリニューアルされることになりました。


　大井雄紀、大興奮の瞬しゆん間かんです。


　学生時代に付き合っていた女の子と同窓会で再会したようなものです。すっかり大人の女になったその娘むすめにときめきを抑おさえられない感じです。


　入社当初から「僕、モンコレ超ちよう好きッス！　愛してるッス！」と主張していたおかげか、グループＳＮＥのボスにして、六門世界の生みの親、安やす田だ社長から新たな六門世界の製作に大抜ばつ擢てきしていただきました。


　安田社長に時には叩たたかれ、時にはしばかれ、時にはボコられできあがったのが、今の六芒世界であり、烙ゼミです。





　ぬっ……まだページが余っている。


　では、あとがきから読まれる方もいらっしゃると思いますので、ネタバレにならない程度に烙ゼミを解説しましょう。


　烙ゼミは、主人公であるアッシュの成長物語です。


　人間は、自分ひとりだけではなかなか成長できない。僕はそう思っています。


　だからこそ、アッシュは様々な人物たちと関わり、成長していきます。


　最初はぶっきらぼうで、自分しか見えないアッシュですが、作品内のある瞬間から徐じよ々じよに他人に目を向けるようになります。


　ぜひ、その瞬間を探してみてください。


　……解説してない気がしますが、気にしない方向で。





　いい感じでページも埋うまったので、最後にごあいさつを。


　原案者である、安田社長。モンコレが好き過ぎて、いつも無茶をしてしまう僕を支えてくださり、誠にありがとうございました。またいろいろ無茶をしてしまうかと思いますが、よろしくお願いいたします。


　イラストレーターの７０１０なおと様。７０１０さんの可愛らしくもかっこいい素敵なイラストの数々に、僕はすっかり魅み了りようされてしまいました。イラストのラフが届くたび、パソコンの前でひとり狂きよう喜き乱らん舞ぶしております。これからもよろしくお願いいたします。


　編集様方。右も左もわからなかった僕ですが、伊い藤とうさんならびに稲いな垣がきさんのおかげで、こうして烙ゼミを形にすることができました。誠にありがとうございます。これからどんどん烙ゼミを盛り上げていきたく思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。


　最後に、烙ゼミを手に取ってくださった皆様。タイトルの１が示すとおり、烙ゼミはまだまだ続いていきます。今後とも、烙ゼミ共々大井雄紀をよろしくお願いいたします！





　また、烙ゼミの最新情報や（たまに）僕のエッセイなどがグループＳＮＥのホームページ（http://www.groupsne.co.jp/）に掲けい載さいされます……たぶん。


　他にも烙ゼミを読んで、モンコレに興味が湧わいた方も、ぜひ一度グループＳＮＥのホームページにお立ち寄りください。


　モンコレのカード紹しよう介かい記事、『モンスター図ず鑑かん』やモンコレ大会レポート『モンコレ風雲録』も掲載されていますよ！





　それでは、また近いうちにお会いできることを信じて。







平成二十二年一月　大井雄紀







　解説






安田　均　　







　こんにちは。今回からスタートする新たなモンコレ小説です。





　モンコレといってもご存じない方もおられると思うので、解説しましょう。


　たぶん、いろんなカードを集めるカードゲームは、遊んだ人も多いでしょう。遊ゆう戯ぎ王カードゲームやポケモンカードゲームなどです。


　この形式のもとは「マジック・ザ・ギャザリング」といって、アメリカで登場したファンタジーのカードゲームでした。一九九三年ですから、かなり前ですね。でも、カードを集めたり、交こう換かんしながら対戦するゲームは初めてで、大ヒットしていままで続いています。ＴＣＧ（トレーディング・カードゲーム）という分野です。


「モンスター・コレクションＴＣＧ」もこうした時期に生まれて大ヒットし（一九九七年）、バージョンを変えながら現在も続いています。一昨年おととしの夏に「十周年記念版」（販はん売ばい元もと：ブロッコリー／発売元：富士見書しよ房ぼう）が登場し、去年の夏からこの冬に、新たな〝第二紀〟ともいえる世界に突とつ入にゆうしました。





　そう「モンスター・コレクション」の特とく徴ちようは、〝六門世界〟という背景が最初から準備されていて、ここを舞ぶ台たいに六門世界やモンコレ・ノベルといった小説が富士見ファンタジア文庫から延々出されてきたのです。ぼくや北きた沢ざわ慶けい、加か藤とうヒロノリのファンの方なら、ご存知かもしれません。


　世界の果てにある地水火風聖魔まの六つの門から物質の元である元素（エレメンタル）が流れ込み作られた世界。魔ま獣じゆうや英えい雄ゆうたちが剣けんや魔ま法ほうを駆く使ししながら活かつ躍やくするファンタジー世界ですが、これを特とく徴ちよう付づけているのは、なんといっても魔獣を召しよう喚かんし、使役するサモナー（召喚術師）の存在です。


　これがカードゲームでの対戦のイメージでもあり、小説ではそうした強力な召喚術師が次々登場し、さまざまな魔獣を使っては、強力な敵とあいまみえてきました。





　そのモンコレが、カードゲームも新たな〝第二紀〟に突入したということで、今回、小説世界も新たに装いを変えて登場します。


　それがこの「モンスター・コレクション　烙らく印いんゼミナール１」なのです。


　背景は、六門世界（旧世界）で〝元素の嵐エレメンタル・ストーム〟が吹ふき荒あれ、世界が壊かい滅めつ的な被ひ害がいを被こうむってからほぼ千年が過ぎ去った頃ころ。


　大陸は残っていますが、いまだ文明はゆっくりとしか回復せず、いたるところに〝暗黒領域ザ・ダーク〟と呼ばれる、〝元素の嵐〟期に起こった特とく殊しゆな地域が存在しています。ここでは、見たこともない魔ま物ものや精せい霊れいたちがいまだ生息し進化している未み踏とうの地域となっています。


　一方で、文明も過去のいくぶんかは取とり戻もどしています。特に旧世界の首都サザンを継ついだアルデ＝バランの都では、魔法学院（ガルテン）がより豊かな世界を目指そうと、文明の復興に躍やつ起きです。そのために、旧世界からの魔法を発展させる研究が夜も昼も行われており、新たな「烙らく印いん魔ま術じゆつ」と呼ばれるワザも開発されています。


　これは印（しるし）に意味や力を込め、体やアイテムに直接彫ほり込むことで、強力なエネルギーを生み出すように工夫された魔法です。


　逆に「召しよう喚かん魔ま術じゆつ」は復興の難度が高く、術師が召喚術師の霊れい（家系）を宿らせることで召喚可能になるという形で再発展しています。つまり、召しよう霊れい召しよう喚かんなのです。


　そうした魔法研究で活気あふれる学院に、ある日、なぜか大剣を背負った若者が、烙らく印いん魔ま法ほう訓練のために現れます……彼はいったい何者？　そして、魔ま法ほう使つかいなのに、その剣は？





　新たな器には新たな水を。


　このモンコレ新世界に、新人の大おお井い雄ゆう紀きが取り組んでくれました。


　モンコレ大好き青年ですが、もともとは小説が書きたいとやってきた風ふう来らい坊ぼうです。


　まだ若いにもかかわらず、その筆ひつ致ちには、大いにこれからが期待できます。


　ぜひ、この〝多い勇気〟君にみなさんも熱い応おう援えんを！




モンスター・コレクション


烙らく印いんゼミナール１





原案──安やす田だ　均ひとし


著者──大おお井い雄ゆう紀き
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